
名
古
屋
事
務
所

北
海
道
事
務
所

大
阪
事
務
所

東
京
事
務
所

対
象
機
関 福

島
県
監
査
委
員

平
成
19年

５
月
29日

平
成
19年

５
月
24日

平
成
19年

５
月
28日

平
成
19年

５
月
24日

実
施
年
月
日

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

担
当
監
査
委
員

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

書
面
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

４
月
19日

平
成
19年

４
月
17日

平
成
19年

４
月
19日

平
成
19年

４
月
18日

職
員
調
査
年
月
日

林
業
研
究
セ
ン

タ
ー

県
中
家
畜
保
健

衛
生
所

対
象
機
関

会
津
児
童
相
談

所

対
象
機
関

名
古
屋
事
務
所

北
海
道
事
務
所

大
阪
事
務
所

東
京
事
務
所

平
成
19年

５
月
30日

平
成
19年

５
月
30日

実
施
年
月
日

平
成
19年

５
月
30日

実
施
年
月
日

平
成
19年

５
月
29日

平
成
19年

５
月
24日

平
成
19年

５
月
28日

平
成
19年

５
月
24日

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

実
地
監
査

実
施
方
法

書
面
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

平
成
19年

４
月
18日

平
成
19年

４
月
24日

職
員
調
査
年
月
日

平
成
19年

４
月
25日

職
員
調
査
年
月
日

平
成
19年

４
月
19日

平
成
19年

４
月
17日

平
成
19年

４
月
19日

平
成
19年

４
月
18日

監
査
公
表
第
１
４
号

地
方
自
治
法
(昭
和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
定
期
監
査
の

結
果
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

平
成
19年
８
月
17日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

１
監
査
実
施
期
間
平
成
19年
５
月
24日
～
平
成
19年
６
月
12日

２
監
査
対
象
機
関
公
所
19箇
所

３
監
査
の
結
果

監
査
は
､
平
成
18会
計
年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
実
施
し
た
｡

�
総
務
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
郵
便
切
手
・
は
が
き
20,000円

分
に
つ
い
て
､
郵
便
切
手
等
出
納
簿
へ
の
記
載
が
漏
れ
て

い
る
｡
(東
京
事
務
所
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
保
健
福
祉
部

監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
農
林
水
産
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
検
査
測
定
用
特
殊
用
途
自
動
車
に
つ
い
て
､
年
々
稼
働
日
数
が
減
少
し
て
維
持
経
費
が
嵩

ん
で
き
て
お
り
当
該
自
動
車
の
有
効
活
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
｡
(県
中
家
畜
保
健
衛
生

所
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

福
島
県
監
査
委
員

○
監
査
公
表
九
件

一



勿
来
工
業
高
等

学
校

い
わ
き
海
星
高

等
学
校

只
見
高
等
学
校

南
会
津
高
等
学

校 田
島
高
等
学
校

東
白
川
農
商
高

等
学
校

白
河
実
業
高
等

学
校

岩
瀬
農
業
高
等

学
校

湖
南
高
等
学
校

養
護
教
育
セ
ン

タ
ー 対
象
機
関

平
成
19年

６
月
12日

平
成
19年

６
月
12日

平
成
19年

５
月
29日

平
成
19年

５
月
28日

平
成
19年

５
月
28日

平
成
19年

５
月
29日

平
成
19年

５
月
30日

平
成
19年

５
月
29日

平
成
19年

５
月
29日

平
成
19年

５
月
30日

実
施
年
月
日

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

小
桧
山
善
継

担
当
監
査
委
員

音
高
純
夫

音
高
純
夫

音
高
純
夫

�
野
宏
之

�
野
宏
之

音
高
純
夫

�
野
宏
之

音
高
純
夫

音
高
純
夫

音
高
純
夫

実
地
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

書
面
監
査

書
面
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

４
月
25日

平
成
19年

４
月
26日

平
成
19年

４
月
24日

平
成
19年

４
月
25日

平
成
19年

４
月
26日

平
成
19年

４
月
20日

平
成
19年

４
月
26日

平
成
19年

４
月
19日

平
成
19年

４
月
24日

平
成
19年

４
月
18日

職
員
調
査
年
月
日

喜
多
方
警
察
署

白
河
警
察
署

対
象
機
関

平
成
19年

６
月
12日

平
成
19年

５
月
30日

実
施
年
月
日

�
野
宏
之

加
藤
雅
美

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
19年

５
月
15日

平
成
19年

４
月
27日

職
員
調
査
年
月
日

�
教
育
庁

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
冷
蔵
庫
の
廃
棄
に
つ
い
て
､
不
用
決
定
の
手
続
が
な
さ
れ
て
い
な
い
｡
(只
見
高
等
学
校
)

�
航
海
実
習
に
お
い
て
､
マ
グ
ロ
は
え
な
わ
漁
の
実
習
中
に
捕
獲
し
た
サ
メ
の
ヒ
レ
を
売
却

し
た
代
金
を
､
漁
業
習
慣
か
ら
県
の
収
入
と
せ
ず
､
実
習
生
の
飲
食
等
に
充
て
て
い
た
｡

(い
わ
き
海
星
高
等
学
校
)

�
請
負
工
事
の
最
低
制
限
価
格
の
設
定
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡
(勿
来
工
業
高
等
学

校
)

�
パ
ソ
コ
ン
ほ
か
３
件
の
備
品
購
入
に
当
た
り
､
予
め
行
う
べ
き
予
定
価
格
の
決
定
を
行
わ

ず
､
徴
取
し
た
見
積
書
中
の
最
低
価
格
に
よ
り
決
定
し
て
い
る
｡
(勿
来
工
業
高
等
学
校
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
警
察
本
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
風
俗
営
業
遊
技
機
の
変
更
の
承
認
申
請
手
数
料
の
件
数
に
つ
い
て
､
集
計
ミ
ス
に
よ
り
証

紙
収
入
整
理
簿
と
証
紙
収
入
報
告
書
が
不
合
致
で
あ
る
｡
(喜
多
方
警
察
署
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

監
査
公
表
第
１
５
号

地
方
自
治
法
(昭
和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
県
公
営
企
業

及
び
県
立
病
院
事
業
に
係
る
定
期
監
査
を
執
行
し
た
結
果
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

平
成
19年
８
月
17日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

監
査
対
象
機
関
県
企
業
局

執
行
年
月
日

平
成
19年
６
月
25日

担
当
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

音
高
純
夫

�
野
宏
之

(工
業
用
水
道
事
業
)

第
１
決
算
及
び
財
務
の
状
況

平
成
18年
度
に
お
け
る
決
算
及
び
財
務
の
状
況
は
､
損
益
計
算
書
及
び
貸
借
対
照
表
に
適
正
に
表

示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

第
２
事
業
経
営
の
状
況

当
年
度
に
お
け
る
業
務
運
営
の
状
況
は
､
総
給
水
量
367,091,672

�
で
､
前
年
度
に
比
べ
､

12,341,735
�
(3.3％

)
減
少
し
て
い
る
が
､
こ
れ
は
平
成
17年

12月
１
日
に
南
相
馬
市
(旧
原
町

市
｡
以
下
｢南
相
馬
市
｣
と
表
記
)
へ
譲
渡
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
､
他
工
業
用
水
道
の
給
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水
は
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

ま
た
､
当
年
度
に
お
け
る
建
設
事
業
に
つ
い
て
も
､
磐
城
工
業
用
水
道
事
業
第
２
期
改
築
事
業
の

常
磐
線
(第
１
工
区
)
配
水
管
布
設
替
工
事
な
ど
､
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

経
営
成
績
で
は
､
事
業
収
益
2,729,789,677円

に
対
し
事
業
費
用
は
2,611,676,566円

で
当
年
度

の
純
利
益
は
118,113,111円

で
あ
る
｡

こ
れ
は
､
委
託
料
な
ど
の
営
業
費
用
の
減
少
や
企
業
債
支
払
利
息
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
｡

次
に
､
事
業
運
営
等
の
観
点
か
ら
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
を
と
ら
れ
る
よ
う
要
望
す

る
｡

�
経
営
健
全
化
の
推
進
に
つ
い
て

工
業
用
水
の
需
給
状
況
に
つ
い
て
は
､
企
業
の
生
産
活
動
が
回
復
基
調
に
あ
る
も
の
の
､
前
年

度
に
引
き
続
き
企
業
解
散
等
に
よ
る
給
水
廃
止
や
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
減
量
契
約
が
増
加
す
る
な

ど
､
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら
､
中
・
長
期
的
な
経
営
見
通
し
に
立
っ
た
経
営

管
理
の
推
進
を
は
じ
め
､
引
き
続
き
､
地
元
自
治
体
､
企
業
､
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化
に
よ

る
新
規
需
要
の
開
拓
や
外
部
委
託
の
推
進
に
よ
る
経
費
節
減
な
ど
､
な
お
一
層
の
経
営
の
合
理
化
・

効
率
化
を
推
進
し
､
経
営
の
健
全
化
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
｡

ま
た
､
好
間
工
業
用
水
道
に
つ
い
て
は
､
施
設
の
維
持
保
全
業
務
及
び
安
定
供
給
に
必
要
な
業

務
に
つ
い
て
地
元
自
治
体
に
業
務
委
託
を
行
っ
て
い
る
が
､
施
設
完
成
後
は
速
や
か
に
譲
渡
す
る

こ
と
を
前
提
に
事
業
を
開
始
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
､
円
滑
な
早
期
譲
渡
に
向
け
､
引
き
続
き
実

現
を
強
く
要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
｡

特
に
相
馬
工
業
用
水
道
事
業
に
お
い
て
は
新
規
企
業
の
立
地
等
が
進
ま
な
い
こ
と
か
ら
､
ま
た
､

好
間
工
業
用
水
道
に
つ
い
て
は
工
業
用
水
利
用
の
企
業
が
少
な
い
こ
と
か
ら
､
両
工
業
用
水
道
の

施
設
利
用
率
は
約
40～
50％
と
な
っ
て
お
り
､
多
く
の
未
売
水
を
抱
え
､
収
支
差
分
を
一
般
会
計

か
ら
負
担
金
で
補
て
ん
す
る
な
ど
経
営
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
｡
従
来
に
も
増
し
て
経

済
性
の
原
則
に
基
づ
い
た
効
率
的
な
経
営
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
､
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
に
よ
る
工
業
用
水
利
用
型
の
企
業
の
立
地
促
進
や
利
用
水
の
有
効
活
用
方
策
な
ど
に
よ
る
工
業

用
水
の
需
要
拡
大
に
､
な
お
一
層
の
努
力
が
望
ま
れ
る
｡

�
工
業
用
水
道
施
設
・
設
備
の
整
備
等
に
つ
い
て

耐
用
年
数
の
経
過
に
よ
り
工
業
用
水
道
施
設
・
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
､
今
後
も
施
設
・

設
備
の
更
新
等
の
設
備
投
資
や
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
､
経
営
環
境
は
厳
し
く
な
る
も
の
と
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
､
中
・
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
施
設
・
設
備
の
有
効
か
つ
計
画
的
な
整
備
に

よ
り
一
層
努
め
る
と
と
も
に
､
保
守
点
検
､
修
繕
等
の
経
費
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
､
安
定
給
水

の
確
保
に
向
け
､
適
切
か
つ
効
率
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
｡

�
企
業
局
事
業
見
直
し
実
行
計
画
に
つ
い
て

福
島
県
行
財
政
改
革
推
進
本
部
で
決
定
さ
れ
た
｢企
業
局
事
業
見
直
し
実
行
計
画
｣
(平
成
15

年
６
月
)
及
び
具
体
的
成
果
目
標
等
を
策
定
し
た
｢企
業
局
事
業
見
直
し
実
行
計
画
成
果
目
標
編
｣

(平
成
18年
３
月
)
の
取
組
に
つ
い
て
は
､
相
馬
工
業
用
水
道
に
お
い
て
相
馬
地
方
広
域
水
道
企

業
団
へ
の
全
面
委
託
実
施
に
伴
い
､
平
成
19年
３
月
末
日
を
も
っ
て
相
馬
事
業
所
を
廃
止
し
た
ほ

か
､
平
成
22年
度
ま
で
の
給
水
率
65％
以
上
達
成
に
向
け
､
工
業
用
水
利
用
型
の
企
業
の
立
地
促

進
に
努
め
て
い
る
｡
ま
た
､
好
間
工
業
用
水
道
に
お
い
て
は
､
い
わ
き
市
へ
の
施
設
譲
渡
や
新
た

な
水
需
要
開
拓
な
ど
､
関
係
機
関
と
の
協
議
､
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
今
後

と
も
経
済
性
の
発
揮
及
び
公
共
の
福
祉
の
増
進
を
基
本
原
則
と
し
て
､
改
革
目
標
の
実
現
に
向
け

て
実
効
あ
る
取
組
を
行
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
｡

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

(県
企
業
局
相
馬
事
業
所
)

事
業
経
営
の
状
況

当
所
は
､
平
成
18年
度
末
に
廃
止
さ
れ
た
が
､
当
年
度
に
お
け
る
給
水
事
業
に
つ
い
て
の
事
業
管

理
の
状
況
は
お
お
む
ね
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
｡

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

(地
域
開
発
事
業
)

第
１
決
算
及
び
財
務
の
状
況

平
成
18年
度
に
お
け
る
決
算
及
び
財
務
の
状
況
は
､
損
益
計
算
書
及
び
貸
借
対
照
表
ほ
か
財
務
諸

表
に
適
正
に
表
示
さ
れ
て
お
り
､
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
は
､
お
お
む
ね
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
｡

第
２
事
業
経
営
の
状
況

当
年
度
に
お
け
る
業
務
運
営
の
状
況
は
､
白
河
複
合
型
拠
点
整
備
事
業
で
は
工
場
用
地
と
し
て

87,591.65㎡
､
業
務
用
地
と
し
て
25,778.26㎡

､
住
宅
用
地
と
し
て
3,558.70㎡

が
分
譲
さ
れ
､
ま

た
､
地
域
開
発
事
業
会
計
で
先
行
取
得
し
て
い
た
萱
手
地
区
(企
業
局
い
わ
き
事
業
所
の
隣
接
地
)

の
土
地
3,889.93㎡

に
つ
い
て
､
工
業
用
水
道
企
業
会
計
に
譲
渡
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
当
年
度

末
に
お
け
る
工
業
団
地
等
に
か
か
る
分
譲
率
は
､
田
村
西
部
工
業
団
地
が
36.3％

､
白
河
複
合
型
拠

点
整
備
事
業
の
業
務
用
地
等
が
36.7％

及
び
工
場
用
地
が
17.7％

と
な
っ
て
い
る
｡

経
営
成
績
で
は
､
事
業
収
益
1,644,478,104円

に
対
し
事
業
費
用
は
4,142,913,973円

で
､
こ
の

結
果
当
年
度
純
損
失
は
2,498,435,869円

と
な
り
､
前
年
度
と
比
較
し
て
1,664,417,015円

(229.6
％
)
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
｡

次
に
､
事
業
運
営
等
の
観
点
か
ら
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
を
と
ら
れ
る
よ
う
要
望
す

る
｡

�
未
分
譲
地
の
分
譲
促
進
等
に
つ
い
て

地
域
開
発
事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
､
首
都
圏
等
で
順
調
な
景
気
動
向
が
続
く
な
か
､
地

方
で
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
き
､
ま
た
､
人
口
減
少
に
も
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
等
､

事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
引
き
続
き
厳
し
い
も
の
が
あ
る
｡
平
成
19年
度
ま
で
の
完
売
を
目
標
に

職
員
一
丸
と
な
っ
て
精
力
的
に
営
業
活
動
を
行
っ
た
結
果
､
白
河
複
合
型
拠
点
整
備
事
業
に
お
い

て
一
定
の
分
譲
実
績
を
上
げ
た
が
､
ま
だ
多
く
の
造
成
済
未
分
譲
地
を
抱
え
て
い
る
状
況
に
あ
る
｡

当
年
度
決
算
に
お
い
て
も
原
価
割
れ
と
な
る
分
譲
価
格
で
の
販
売
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
引
き
続
き

多
額
の
純
損
失
が
発
生
し
､
累
積
欠
損
金
が
拡
大
す
る
な
ど
､
経
営
状
況
は
極
め
て
厳
し
く
危
機

的
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
､
県
民
に
対
し
て
十
分
な
説
明
を
行
う
と
と
も
に
､
そ
の
処
理
方
策
に

つ
い
て
､
県
と
し
て
早
期
に
方
針
を
検
討
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
｡

な
お
､
造
成
済
未
分
譲
地
に
つ
い
て
は
､
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
､
早
期
に
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機
動
的
な
販
売
方
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
､
経
費
の
節
減
・
見
直
し
等
経
営
の
合
理
化
､
効
率

化
に
一
層
努
め
る
必
要
が
あ
る
｡

特
に
休
止
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
白
河
複
合
型
拠
点
整
備
事
業
Ａ
・
Ｂ
工
区
に
つ
い
て
は
､
分

譲
の
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
､
新
た
な
分
譲
方
法
や
用
途
変
更
を
含
め
た
処
分
方
策
を
検
討
し
､

早
期
に
具
体
化
す
る
よ
う
要
望
す
る
｡

さ
ら
に
､
分
譲
率
36.3％

の
田
村
西
部
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
､
販
売
推
進
の
具
体
的
方
策
を

併
せ
て
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
｡

�
企
業
局
事
業
見
直
し
実
行
計
画
に
つ
い
て

福
島
県
行
財
政
改
革
推
進
本
部
で
決
定
さ
れ
た
｢企
業
局
事
業
見
直
し
実
行
計
画
｣
(平
成
15

年
６
月
)
の
取
組
に
つ
い
て
は
､
平
成
19年
度
ま
で
の
５
カ
年
で
未
分
譲
地
完
売
す
る
こ
と
を
目

標
に
､
販
売
戦
略
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
多
角
的
な
販
売
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
､
年
々
累
積
欠
損
金
が
増
大
す
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
､
さ
ら
に
は
実
行
計

画
の
最
終
年
度
に
入
り
な
が
ら
完
売
が
非
常
に
難
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
地
域
開
発
事
業

の
あ
り
方
を
含
め
､
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
早
期
に
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
賃
金
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
(不
足
支
給
額
10,640円

)
が
あ
る
｡

(公
営
企
業
資
産
活
用
事
業
)

第
１
決
算
及
び
財
務
の
状
況

平
成
18年
度
に
お
け
る
決
算
及
び
財
務
の
状
況
は
､
損
益
計
算
書
及
び
貸
借
対
照
表
ほ
か
財
務
諸

表
に
適
正
に
表
示
さ
れ
て
お
り
､
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
は
､
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
｡

第
２
事
業
経
営
の
状
況

当
年
度
に
お
け
る
業
務
運
営
の
状
況
は
､
貸
付
事
業
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
｡

経
営
成
績
で
は
､
事
業
収
益
が
378,597円

で
あ
る
の
に
対
し
事
業
費
用
は
０
円
と
な
っ
て
お
り
､

こ
の
結
果
378,597円

の
当
年
度
純
利
益
と
な
っ
て
い
る
｡

本
事
業
は
､
公
営
企
業
の
資
産
を
活
用
し
て
､
新
た
な
事
業
の
開
発
調
査
と
出
資
及
び
貸
付
を
行

う
た
め
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
貸
付
事
業
の
継
続
だ
け
で
､
現
在
､
実
質
的
な
事
業
は
実

施
さ
れ
て
い
な
い
｡

今
後
の
資
産
活
用
事
業
に
つ
い
て
は
､
地
方
公
営
企
業
の
現
状
及
び
今
後
の
社
会
経
済
状
況
を
十

分
認
識
さ
れ
､
事
業
の
存
続
の
必
要
性
に
つ
い
て
早
期
に
検
討
さ
れ
た
い
｡

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

監
査
対
象
機
関

県
企
業
局
い
わ
き
事
業
所

執
行
年
月
日

平
成
19年
６
月
13日

担
当
監
査
委
員

加
藤
雅
美

音
高
純
夫

事
業
経
営
の
状
況

給
水
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
､
そ
の
事
業
管
理
の
状
況
は
お
お
む
ね
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

�
無
形
固
定
資
産
に
減
価
償
却
額
が
不
足
し
て
い
る
資
産
(減
価
償
却
誤
り
)
が
あ
る
｡

�
単
身
赴
任
手
当
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
(不
足
支
給
額
18,000円

)
が
あ
る
｡

�
郵
便
切
手
の
管
理
に
適
切
で
な
い
も
の
(翌
年
度
繰
越
高
月
平
均
消
費
高
の
11.54月

分
)

が
あ
る
｡

監
査
対
象
機
関

福
島
県
病
院
局

執
行
年
月
日

平
成
19年
６
月
25日

担
当
監
査
委
員

小
桧
山
善
継

加
藤
雅
美

音
高
純
夫

�
野
宏
之

(福
島
県
立
病
院
事
業
)

第
１
決
算
及
び
財
務
の
状
況

平
成
18年
度
に
お
け
る
決
算
及
び
財
務
の
状
況
は
､
損
益
計
算
書
及
び
貸
借
対
照
表
ほ
か
財
務
諸

表
に
適
正
に
表
示
さ
れ
て
お
り
､
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
は
､
お
お
む
ね
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
｡

第
２
事
業
経
営
の
状
況

県
立
病
院
は
､
９
病
院
１
診
療
所
､
許
可
病
床
数
1,474床

で
あ
り
､
18年

度
の
患
者
数
は
､
入

院
が
延
べ
247,120人

で
前
年
度
に
比
べ
て
58,240人

減
少
し
､
外
来
は
延
べ
442,913人

で
前
年

度
に
比
べ
71,802人

減
少
し
た
｡

経
営
成
績
で
は
､
総
収
益
15,483,659,579円

に
対
し
総
費
用
が
17,760,532,461円

で
､
純
損

失
は
2,276,872,882円

と
前
年
度
に
比
べ
て
486,810,313円

(27.2％
)
損
失
額
が
増
加
し
て
お
り
､

前
年
度
か
ら
の
繰
越
欠
損
金
を
加
え
た
累
積
欠
損
金
は
22,195,943,056円

に
達
し
て
お
り
､
経
営

状
態
は
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
､
今
後
の
病
院
事
業
経
営
に
当
た
っ
て
は
､
次
の
事
項
に
つ
い
て
的

確
な
対
応
を
図
り
､
経
営
改
善
に
資
す
る
具
体
的
な
施
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
､
｢県
立
病
院
改

革
実
行
方
策
｣
を
踏
ま
え
､
19年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
｢福
島
県
立
病
院
事
業
経
営
改
善
計
画
｣
に

沿
っ
て
､
目
標
実
現
に
向
け
た
行
動
を
着
実
に
実
行
し
､
県
民
に
期
待
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
医
療
機
関

と
し
て
､
良
質
な
医
療
の
提
供
と
健
全
で
安
定
的
な
経
営
の
両
立
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
｡

�
経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て

医
師
の
抜
本
的
処
遇
改
善
な
ど
安
定
的
な
医
師
確
保
対
策
や
職
員
の
適
正
配
置
に
よ
り
､
各
病

院
の
診
療
体
制
の
回
復
を
早
期
に
図
る
と
と
も
に
､
各
病
院
の
枠
を
超
え
た
薬
品
等
の
共
同
購
入

の
拡
大
や
委
託
業
務
の
入
札
・
契
約
の
見
直
し
等
に
よ
る
費
用
の
合
理
化
を
推
進
し
､
医
業
収
益
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純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

△
37,374,700

235,203,304

197,828,604

平
成
18年
度

△
24,595,996

223,366,478

198,770,482

平
成
17年
度

△
12,778,704

11,836,826

△
941,878

増
減

外
来

入
院

年
度

区
分

本
宮
診
療
所

飯
坂

本
宮
診
療
所

飯
坂

11,559

29,069

40,628 0

14,397

14,397

平
成
18年
度

12,461

31,986

44,447 0

32,247

32,247

平
成
17年
度

△
902

△
2,917

△
3,819 0

△
17,850

△
17,850

増
減

の
確
保
と
と
も
に
費
用
の
適
正
化
を
図
り
､
経
営
収
支
の
健
全
化
に
取
り
組
ま
れ
た
い
｡

�
医
業
未
収
金
に
つ
い
て

各
病
院
に
お
い
て
は
未
収
金
回
収
に
一
定
の
努
力
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
､
過
年
度
未
収
金
は

年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
､
ま
ず
､
未
収
金
発
生
防
止
の
具
体
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
､

未
収
案
件
へ
の
対
応
に
つ
い
て
､
事
案
に
よ
っ
て
は
連
帯
保
証
人
へ
の
請
求
や
法
的
手
段
の
適
用

を
含
む
､
き
め
細
か
な
管
理
・
回
収
等
を
的
確
に
行
い
､
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
未
収
金
回
収

対
策
に
努
め
ら
れ
た
い
｡

�
県
立
病
院
改
革
に
つ
い
て

平
成
18年
度
末
に
廃
止
さ
れ
た
病
院
に
か
か
る
未
処
分
資
産
に
つ
い
て
は
､
遊
休
資
産
と
な
ら

な
い
よ
う
､
早
期
の
適
切
な
処
分
が
な
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
｡

ま
た
､
そ
の
処
分
に
伴
い
会
計
処
理
上
､
特
別
損
失
が
発
生
す
る
場
合
に
は
､
既
処
分
事
例
と

同
様
､
県
民
に
対
し
十
分
な
説
明
を
行
う
と
と
も
に
､
将
来
の
県
立
病
院
事
業
経
営
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
､
適
切
に
対
応
さ
れ
た
い
｡

会
津
統
合
病
院
(仮
称
)
に
つ
い
て
は
､
基
本
計
画
に
基
づ
き
､
具
体
的
な
整
備
が
開
始
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
施
設
整
備
や
そ
の
運
営
等
の
詳
細
な
検
討
に
当
た
っ
て
は
､
病
院
事
業
全

体
の
経
営
に
及
ぼ
す
影
響
に
留
意
し
つ
つ
､
統
合
病
院
の
採
算
可
能
性
に
つ
い
て
も
十
分
留
意
し

て
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
､
過
疎
・
中
山
間
地
域
の
医
師
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
も
､
検
討
さ
れ
た
い
｡

(病
院
局
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

平
成
18年
度
の
事
業
収
支
は
､
収
益
が
197,828,604円

で
前
年
度
に
比
べ
941,878円

(0.5％
)

減
少
し
た
が
､
費
用
は
235,203,304円

で
前
年
度
に
比
べ
11,836,826円

(5.3％
)
増
加
し
た

た
め
､
純
損
失
は
37,374,700円

と
前
年
度
と
比
べ
12,778,704円

(52.0％
)
増
加
し
て
い
る
｡

病
院
局
は
､
県
立
病
院
を
統
轄
す
る
機
関
と
し
て
包
括
的
に
病
院
事
業
を
運
営
し
､
医
師
の
確

保
対
策
､
高
度
医
療
機
器
の
整
備
や
施
設
の
改
修
等
に
よ
る
診
療
機
能
の
充
実
､
県
民
の
医
療
確

保
に
努
力
さ
れ
て
い
る
が
､
県
立
病
院
事
業
の
経
営
状
態
は
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
も
の
に
な
っ
て

い
る
｡
こ
の
こ
と
か
ら
､
前
述
の
意
見
も
含
め
､
県
立
病
院
改
革
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
､
｢県
立

病
院
改
革
に
係
る
基
本
方
針
｣
に
基
づ
く
｢改
革
実
行
方
策
｣
の
確
実
な
進
行
管
理
を
行
う
ほ
か
､

｢病
院
事
業
経
営
改
善
計
画
｣
に
つ
い
て
の
具
体
的
実
施
計
画
を
早
期
に
策
定
し
､
そ
の
実
施
を

図
る
な
ど
､
健
全
な
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
の
方
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望

す
る
｡
ま
た
､
経
営
改
善
に
当
た
っ
て
は
､
医
療
制
度
の
変
化
に
即
応
す
る
経
営
体
制
の
強
化
､
民
間

病
院
経
験
者
の
継
続
的
採
用
な
ど
経
営
基
盤
の
確
立
を
図
る
ほ
か
､
内
部
管
理
体
制
も
含
め
た
業

務
改
善
の
指
導
の
強
化
や
職
員
研
修
の
充
実
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
｡

さ
ら
に
､
医
療
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
､
全
病
院
に
お
い
て
医
療
事
故
防
止
対
策
委
員
会
の
体

制
の
充
実
強
化
を
一
層
図
る
な
ど
､
安
全
管
理
に
万
全
を
期
す
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
｡

○
検
討
事
項
と
し
た
も
の
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
｡

�
過
年
度
未
収
金
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
､
未
収
金
の
管
理
及
び
回
収
方
法
を
再

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
｡

検
討
す
べ
き
事
項

１
個
人
医
業
未
収
金
の
発
生
防
止
の
具
体
策
を
検
討
し
､
実
施
を
徹
底
す
る
こ
と
｡

２
発
生
し
た
個
人
医
業
未
収
金
に
つ
い
て
､
そ
の
管
理
と
回
収
対
策
を
以
下
の
事
項
に
留
意
し

て
再
検
討
し
､
統
一
的
な
実
施
を
徹
底
す
る
こ
と
｡

�
管
理
病
院
使
用
料
は
､
最
高
裁
判
例
か
ら
私
債
権
と
さ
れ
消
滅
時
効
が
３
年
と
な
っ
た
こ
と
に

伴
い
､
債
権
管
理
に
お
い
て
よ
り
重
要
と
な
っ
た
以
下
の
点
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

ア
｢督
促
｣
の
完
全
実
施
､
効
果
的
な
催
告
の
実
施

イ
債
務
の
承
認
ほ
か
､
時
効
中
断
事
由
の
管
理

ウ
債
務
者
死
亡
に
よ
る
債
務
継
承
に
関
す
る
調
査
､
債
務
者
の
現
況
等
基
本
的
な
事
項

の
把
握
の
た
め
の
調
査
の
実
施

�
回
収
ア
連
帯
保
証
人
が
あ
る
入
院
収
益
に
つ
い
て
は
､
連
帯
保
証
人
に
対
す
る
請
求
の
実
施

イ
法
的
手
段
の
適
用
を
含
む
回
収
方
法
､
ま
た
は
債
務
免
除
を
含
む
不
納
欠
損
の
適
時
・

的
確
な
判
断
と
実
施

(県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
飯
坂
温
泉
病
院
(本
宮
診
療
所
含
む
｡))

第
１
事
業
経
営
の
状
況

�
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)
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純
損
失
(利
益
)

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

本
宮
診
療
所

飯
坂

本
宮
診
療
所

飯
坂

本
宮
診
療
所

飯
坂

本
宮
診
療
所

飯
坂

20,719

△
599,443

△
578,724

221,159,311

1,142,720,578

1,363,879,889

221,180,030

1,142,121,135

1,363,301,165

平
成
18年
度

11,559

29,069

17,139

△
955,876

△
938,737

222,462,273

1,444,719,635

1,667,181,908

222,479,412

1,443,763,759

1,666,243,171

平
成
17年

12,461

31,986

3,580

356,433

360,013

△
1,302,962

△
301,999,057

△
303,302,019

△
1,299,382

△
301,642,624

△
302,942,006

増
減

△
902

△
2,917

純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

△
189,054,751

1,546,335,428

1,357,280,677

平
成
18年
度

38,770

13,642

平
成
18年
度

△
235,430,092

1,144,006,632

908,576,540

平
成
17年
度

46,020

16,371

平
成
17年
度

46,375,341

402,328,796

448,704,137

増
減

△
7,250

△
2,729

増
減

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
18年

度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
14,397人

､
外
来
患
者
数
延
べ
40,628人

で
あ
り
､
前
年
度
に
比
べ
入
院
は
17,850人

(55.4％
)､
外
来
は
3,819人

(8.6％
)
と
も
に
減
少

し
た
｡
事
業
収
支
は
､
収
益
が
1,363,301,165円

で
前
年
度
に
比
べ
302,942,006円

(18.2％
)
減
少

し
た
が
､
費
用
も
1,363,879,889円

で
前
年
度
に
比
べ
303,302,019円

(18.2％
)
減
少
し
た
た

め
､
純
損
失
は
578,724円

と
前
年
度
に
比
べ
306,013円

(38.4％
)
減
少
し
た
｡

な
お
､
当
病
院
及
び
附
属
本
宮
診
療
所
と
も
に
､
特
殊
病
院
及
び
附
属
診
療
所
と
し
て
一
般
会
計

か
ら
経
費
補
て
ん
の
対
象
で
あ
る
が
､
補
て
ん
前
の
損
失
額
は
882,852,511円

で
あ
り
､
前
年
度

に
比
べ
285,387,879円

(47.8％
)
増
加
し
た
｡

当
病
院
は
附
属
本
宮
診
療
所
と
と
も
に
平
成
18年
度
末
に
廃
止
さ
れ
た
が
､
建
物
等
の
一
部
は
病

院
機
能
移
譲
先
の
医
療
法
人
へ
平
成
19年

9月
末
ま
で
貸
し
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
､

廃
止
に
伴
う
資
産
処
分
は
大
部
分
が
未
完
了
と
な
っ
て
い
る
｡

今
後
､
早
期
の
処
分
が
望
ま
れ
る
が
､
同
一
建
物
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

と
の
関
連
に
十
分
留
意
の
上
､
対
応
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
｡

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

(県
立
三
春
病
院
)

第
１
事
業
経
営
の
状
況

�
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
18年

度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
13,642人

､
外
来
患
者
数
延
べ
38,770人

で
あ
り
､
前
年
度
に
比
べ
て
入
院
は
2,729人

(16.7％
)､
外
来
は
7,250人

(15.8％
)
と
も
に
減
少

し
た
｡
事
業
収
支
は
､
収
益
が
1,357,280,677円

で
前
年
度
に
比
べ
448,704,137円

(49.4％
)
増
加

し
て
お
り
､
費
用
も
1,546,335,438円

で
前
年
度
に
比
べ
402,328,806円

(35.2％
)
増
加
し
た

が
､
純
損
失
は
189,054,761円

と
前
年
度
に
比
べ
46,375,331円

(19.7％
)
減
少
し
た
｡

当
病
院
は
､
三
春
町
へ
の
移
譲
に
伴
い
平
成
18年
度
末
に
廃
止
さ
れ
た
が
､
残
余
の
個
人
医
業
未

収
金
の
回
収
対
策
な
ど
､
債
権
回
収
に
万
全
を
期
す
よ
う
要
望
す
る
｡

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡
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純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

△
226,787

864,392,893

864,166,106

平
成
18年
度

16,847

4,802

平
成
18年
度

△
316,249

636,170,801

635,854,552

平
成
17年
度

19,192

5,409

平
成
17年
度

89,462

228,222,092

228,311,554

増
減

△
2,345

△
607

増
減

純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

△
61,126

1,574,757,726

1,574,696,600

平
成
18年
度

15,358

60,583

平
成
18年
度

△
32,488

1,634,099,382

1,634,066,894

平
成
17年
度

15,590

64,462

平
成
17年
度

△
28,638

△
59,341,656

△
59,370,294

増
減

△
232

△
3,879

増
減

(県
立
猪
苗
代
病
院
)

第
１

事
業
経
営
の
状
況

�
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
18年
度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
4,802人

､
外
来
患
者
数
延
べ
16,847人

で
､

前
年
度
に
比
べ
入
院
は
607人

(11.2％
)､
外
来
は
2,345人

(12.2％
)
と
も
に
減
少
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
864,166,106円

で
前
年
度
に
比
べ
て
228,311,554円

(35.9％
)
増
加

し
た
た
め
､
費
用
も
864,392,893円

で
前
年
度
に
比
べ
228,222,092円

(35.9％
)
増
加
し
た
が
､

純
損
失
は
226,787円

と
前
年
度
に
比
べ
89,462円

(28.3％
)
減
少
し
た
｡

な
お
､
当
病
院
は
不
採
算
地
区
病
院
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
経
費
を
補
て
ん
さ
れ
て
い
た
が
､
補

て
ん
前
の
損
失
額
は
293,408,599円

で
あ
り
､
前
年
度
に
比
べ
18,406,607円

(6.3％
)
減
少
し

た
｡当
病
院
は
､
猪
苗
代
町
へ
の
移
譲
に
伴
い
平
成
18年
度
末
に
廃
止
さ
れ
た
が
､
残
余
の
個
人
未
収

金
に
つ
い
て
は
回
収
等
に
つ
い
て
適
切
な
処
理
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
｡

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

監
査
対
象
公
所

県
立
矢
吹
病
院

執
行
年
月
日

平
成
19年
６
月
12日

担
当
監
査
委
員

加
藤
雅
美

音
高
純
夫

第
１

事
業
経
営
の
状
況

�
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
18年

度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
60,583人

､
外
来
患
者
数
延
べ
15,358人

で
あ
り
､
前
年
度
に
比
べ
入
院
は
3,879人

(6.0％
)､
外
来
は
232人

(1.5％
)
と
も
に
減
少
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
1,574,696,600円

で
前
年
度
に
比
べ
59,370,294円

(3.6％
)
減
少
し
､

費
用
も
1,574,757,726円

で
前
年
度
に
比
べ
59,341,656円

(3.6％
)
減
少
し
て
い
る
が
､
純
損

失
は
61,126円

で
前
年
度
に
比
べ
28,638円

(88.1％
)
増
加
し
た
｡

な
お
､
当
病
院
に
は
一
般
会
計
か
ら
精
神
病
院
増
こ
う
経
費
が
補
て
ん
さ
れ
て
い
る
が
､
補
て
ん

前
の
損
失
額
は
465,990,600円

で
前
年
度
に
比
べ
78,107,474円

(20.1％
)
増
加
し
て
お
り
､

経
営
状
態
は
一
層
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

当
病
院
は
､
退
院
後
の
生
活
支
援
と
も
な
る
訪
問
看
護
・
デ
イ
ケ
ア
等
の
外
来
治
療
に
積
極
的
に

取
り
組
み
､
外
来
収
益
の
確
保
を
図
る
ほ
か
､
職
員
の
意
識
改
革
や
経
費
の
節
減
対
策
な
ど
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
平
均
在
院
日
数
の
長
期
化
が
経
営
を
圧
迫
す
る
一
因

と
な
っ
て
お
り
､
地
域
の
福
祉
関
係
施
設
等
と
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
､
患
者
の
早
期
退
院
や

退
院
後
の
支
援
を
推
進
し
､
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
に
努
め
､
経
営
の
健
全
化
を
図
ら
れ
る
よ
う
要

望
す
る
｡

ま
た
､
県
内
唯
一
の
公
的
単
科
精
神
科
病
院
と
し
て
､
引
き
続
き
県
内
の
精
神
科
医
療
を
リ
ー
ド

す
る
役
割
を
果
た
さ
れ
る
よ
う
併
せ
て
要
望
す
る
｡
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純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

△
277,619,792

1,303,653,257

1,026,033,465

平
成
18年
度

42,636

19,930

平
成
18年
度

△
233,165,585

1,197,741,292

964,575,707

平
成
17年
度

46,877

20,257

平
成
17年
度

△
44,454,207

105,911,965

61,457,758

増
減

△
4,241

△
327

増
減

純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

△
884,345,462

5,132,478,539

4,248,133,077

平
成
18年
度

127,755

76,575

平
成
18年
度

△
669,389,625

5,327,363,605

4,657,973,980

平
成
17年
度

141,979

86,813

平
成
17年
度

△
214,955,837

△
194,885,066

△
409,840,903

増
減

△
14,224

△
10,238

増
減

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

監
査
対
象
公
所

県
立
喜
多
方
病
院

執
行
年
月
日

平
成
19年
６
月
13日

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

第
１
事
業
経
営
の
状
況

�
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
18年
度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
19,930人

､
外
来
患
者
数
延
べ
42,636人

で
､

前
年
度
に
比
べ
入
院
は
327人

(1.6％
)､
外
来
は
4,241人

(9.0％
)
と
も
に
減
少
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
1,026,033,465円

で
前
年
度
に
比
べ
て
61,457,758円

(6.4％
)
増
加

し
た
も
の
の
､
費
用
も
1,303,653,257円

と
前
年
度
に
比
べ
105,911,965円

(8.8％
)
増
加
し
た

た
め
､
純
損
失
は
277,619,792円

と
前
年
度
に
比
べ
44,454,207円

(19.1％
)
増
加
し
て
お
り
､

経
営
状
態
は
一
層
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

当
病
院
は
､
外
来
予
約
制
導
入
や
診
療
時
間
繰
り
上
げ
等
の
患
者
本
位
の
運
営
に
努
め
､
職
員
提

案
に
よ
る
行
動
指
針
の
策
定
・
実
行
等
､
病
院
運
営
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､

な
お
一
層
の
経
営
改
善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
､
今
後
は
特
に
､
会
津
統
合
病
院
へ
の
円
滑
な
移
行

を
視
野
に
入
れ
､
会
津
総
合
病
院
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
､
患
者
の
利
便
性
の
確
保
策
等
を
検

討
す
る
な
ど
､
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
要
望
す
る
｡

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

監
査
対
象
公
所

県
立
会
津
総
合
病
院

執
行
年
月
日

平
成
19年
６
月
13日

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

第
１
事
業
経
営
の
状
況

�
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
18年
度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
76,575人

､
外
来
患
者
数
延
べ
127,755人

で
､

前
年
度
に
比
べ
入
院
は
10,238人

(11.8％
)､
外
来
は
14,224人

(10.0％
)
と
も
に
減
少
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
4,248,133,077円

で
前
年
度
に
比
べ
て
409,840,903円

(8.8％
)
減
少
し

た
た
め
､
費
用
も
5,132,478,539円

と
前
年
度
に
比
べ
194,885,066円

(3.7％
)
減
少
し
た
が
､

純
損
失
は
884,345,462円

と
前
年
度
に
比
べ
て
214,955,837円

(32.1％
)
増
加
し
て
お
り
､
経

営
状
態
は
更
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

当
病
院
は
､
医
師
確
保
に
あ
っ
て
は
民
間
を
含
む
非
常
勤
医
師
の
招
聘
や
臨
床
研
修
医
の
増
員
等

に
努
め
た
ほ
か
､
病
院
内
に
設
置
し
た
地
域
連
携
室
の
体
制
強
化
に
よ
る
紹
介
患
者
の
増
加
､
診
療

報
酬
査
定
減
対
策
の
推
進
､
さ
ら
に
は
､
未
収
金
の
回
収
策
の
強
化
に
取
り
組
む
な
ど
､
経
営
改
善

に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
今
後
は
特
に
､
統
合
病
院
へ
の
円
滑
な
移

行
を
視
野
に
入
れ
た
医
療
機
能
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
､
会
津
地
方
に
お
け
る
公
立
病
院
の

平成19年８月17日 金曜日 福 島 県 報 号外第64号 8



外
来

入
院

年
度

区
分

20,995

7,651

平
成
18年
度

23,166

7,877

平
成
17年
度

△
2,171

△
226

増
減

入
院

年
度

区
分

純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

19,990

平
成
18年
度

△
460,964

568,565,208

568,104,244

平
成
18年
度

20,995

7,651

平
成
18年
度

32,956

平
成
17年
度

△
1,045,291

735,210,291

734,165,000

平
成
17年
度

23,166

7,877

平
成
17年
度

△
12,966

増
減

584,327

△
166,645,083

△
166,060,756

増
減

△
2,171

△
226

増
減

中
核
的
医
療
機
関
と
し
て
診
療
体
制
の
整
備
に
努
め
､
よ
り
一
層
の
経
営
改
善
を
推
進
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
な
い
よ
う
適

切
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
現
金
の
取
扱
い
に
適
正
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
平
成
18年
12月
の
出
納
検
査
に
お
い
て
､
９
月
末
の
試
算
表
と
現
金
引
継
書
の
数
字
が
合

致
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
平
成
19年
２
月
26日
に
出
張

徴
収
し
た
現
金
15,710円

に
つ
い
て
､
金
庫
に
保
管
し
た
ま
ま
３
月
２
日
ま
で
銀
行
へ
の

払
い
込
み
を
怠
っ
た
結
果
､
２
月
末
の
試
算
表
の
現
金
残
高
と
現
金
引
継
書
の
残
高
が
一
致

し
て
い
な
い
｡

｢是
正
改
善
の
意
見
｣

現
金
の
管
理
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡

�
預
り
金
の
調
定
時
期
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
前
回
の
定
期
監
査
に
お
い
て
､
固
定
資
産
の
使
用
許
可
に
係
る
管
理
経
費
に
つ
い
て
は
､

発
生
の
都
度
毎
月
調
定
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
平
成
18年
７
月
分
か
ら

平
成
19年
３
月
分
ま
で
の
管
理
経
費
(電
気
料
)
９
か
月
分
を
ま
と
め
て
平
成
19年
２
月
に

調
定
し
て
い
る
｡

１
納
入
義
務
者
乙
社
団
法
人

２
調
定
年
月
日
平
成
19年
２
月
15日

３
調
定
額

14,791円
(７
月
～
３
月
分
)

｢是
正
改
善
の
意
見
｣

預
り
金
の
調
定
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
な
時
期
に
行
い
､
早
期
収
納

を
図
る
こ
と
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し
た
｡

指
導
事
項

�
小
切
手
の
取
扱
い
に
適
切
で
な
い
も
の
(金
額
表
示
が
不
適
切
な
小
切
手
の
使
用
)
が
あ
る
｡

�
収
入
の
調
定
時
期
に
適
切
で
な
い
も
の
(１
か
月
以
上
遅
延
)
が
あ
る
｡

�
住
居
手
当
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
(支
給
対
象
と
な
ら
な
い
者
へ
の
誤
支
給
35,000円

)
が
あ
る
｡

監
査
対
象
公
所

県
立
宮
下
病
院

執
行
年
月
日

平
成
19年
６
月
12日

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

第
１
事
業
経
営
の
状
況

�
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
18年
度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
7,651人

､
外
来
患
者
数
延
べ
20,995人

で
､

前
年
度
に
比
べ
入
院
は
226人

(2.9％
)､
外
来
は
2,171人

(9.4％
)
と
も
に
減
少
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
568,104,244円

で
前
年
度
に
比
べ
て
166,060,756円

(22.6％
)
減
少
し

た
が
､
費
用
も
568,565,208円

で
前
年
度
に
比
べ
166,645,083円

(22.7％
)
減
少
し
た
た
め
､

純
損
失
は
460,964円

と
前
年
度
に
比
べ
584,327円

(55.9％
)
減
少
し
た
｡

な
お
､
当
病
院
は
不
採
算
地
区
病
院
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
経
費
を
補
て
ん
さ
れ
て
お
り
､
補
て

ん
前
の
損
失
額
は
180,138,618円

と
前
年
度
に
比
べ
50,440,268円

(21.9％
)
減
少
し
て
い
る

が
､
経
営
状
態
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
で
あ
る
｡

当
病
院
は
､
中
山
間
地
域
を
診
療
圏
と
す
る
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
が
､
住
民
の
地
域
医
療
に

対
す
る
ニ
－
ズ
は
高
く
､
地
域
に
親
し
ま
れ
る
病
院
づ
く
り
を
着
実
に
推
し
進
め
て
来
て
い
る
｡
今

後
と
も
､
地
域
に
密
着
し
た
医
療
の
提
供
を
推
進
す
る
た
め
､
地
域
の
医
療
機
関
・
保
健
福
祉
関
係

機
関
等
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
､
へ
き
地
拠
点
病
院
と
し
て
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
､

地
域
医
療
の
確
保
に
一
層
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
｡

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

監
査
対
象
公
所

県
立
南
会
津
病
院

執
行
年
月
日

平
成
19年
６
月
12日

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

第
１
事
業
経
営
の
状
況
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純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

△
657,139

2,528,932,949

2,528,275,810

平
成
18年
度

72,420

19,990

平
成
18年
度

△
989,085

2,778,733,852

2,777,744,767

平
成
17年
度

82,790

32,956

平
成
17年
度

331,946

△
249,800,903

△
249,468,957

増
減

△
10,370

△
12,966

増
減

純
損

失

事
業
費
用

事
業
収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

△
886,493,427

2,642,333,258

1,755,839,831

平
成
18年
度

67,504

29,550

平
成
18年
度

△
624,159,421

2,910,791,516

2,286,632,095

平
成
17年
度

94,654

38,968

平
成
17年
度

△
262,334,006

△
268,458,258

△
530,792,264

増
減

△
27,150

△
9,418

増
減

�
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
18年
度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
19,990人

､
外
来
患
者
数
延
べ
72,420人

で
､

前
年
度
に
比
べ
入
院
は
12,966人

(39.3％
)､
外
来
は
10,370人

(12.5％
)
と
も
に
減
少
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
2,528,275,810円

で
前
年
度
に
比
べ
て
249,468,957円

(9.0％
)
減
少

し
た
が
､
費
用
も
2,528,932,949円

で
前
年
度
に
比
べ
249,800,903円

(9.0％
)
減
少
し
た
た
め
､

純
損
失
は
657,139円

と
前
年
度
に
比
べ
331,946円

(33.6％
)
減
少
し
た
｡

な
お
､
当
病
院
は
不
採
算
地
区
病
院
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
経
費
を
補
て
ん
さ
れ
て
い
る
が
､
補

て
ん
前
の
損
失
額
は
543,843,716円

で
前
年
度
に
比
べ
250,597,807円

(85.5％
)
増
加
し
て
お

り
､
経
営
状
態
は
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

当
病
院
は
､
南
会
津
地
域
保
健
医
療
圏
の
中
核
病
院
で
あ
り
､
地
域
住
民
の
期
待
は
極
め
て
大
き

い
も
の
が
あ
り
､
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
今
後
は
､
さ
ら
に
､

医
師
の
安
定
的
確
保
を
始
め
､
地
域
の
医
療
・
保
健
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
､

診
療
体
制
や
医
療
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
､
経
営
改
善
に
一
層
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し
た
｡

指
導
事
項

�
賃
金
支
弁
職
員
の
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
に
関
し
て
適
切
で
な
い
も
の
(年
次
有
給
休
暇
の
不

付
与
)
が
あ
る
｡

�
賃
金
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
(支
給
単
価
の
誤
り
､
過
支
給
17,080円

)
が
あ
る
｡

監
査
対
象
公
所

県
立
大
野
病
院

執
行
年
月
日

平
成
19年
６
月
13日

担
当
監
査
委
員

加
藤
雅
美

音
高
純
夫

第
１
事
業
経
営
の
状
況

�
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

�
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
18年

度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
29,550人

､
延
外
来
患
者
数
67,504人

で
､

前
年
度
に
比
べ
入
院
は
9,418人

(24.2％
)､
外
来
は
27,150人

(28.7％
)
と
も
に
減
少
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
1,755,839,831円

で
前
年
度
に
比
べ
て
530,792,264円

(23.2％
)
減

少
し
た
た
め
､
費
用
も
2,642,333,258円

と
前
年
度
に
比
べ
268,458,258円

(9.2％
)
減
少
し
た

が
､
純
損
失
は
886,493,427円

と
前
年
度
に
比
べ
262,334,006円

(42.0％
)
増
加
し
て
お
り
､

経
営
状
態
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
｡

当
病
院
は
､
電
源
立
地
地
域
で
あ
る
双
葉
地
方
の
中
核
的
医
療
機
関
と
し
て
､
地
域
の
医
療
機
関

等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
診
療
体
制
や
医
療
機
能
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
､
地
域
住
民
に
親

し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院
､
患
者
の
立
場
に
立
っ
た
安
全
・
安
心
な
医
療
を
提
供
す
る
病
院
を
真
に

確
立
す
る
た
め
､
職
員
一
丸
と
な
っ
て
経
営
改
善
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
｡

な
お
､
平
成
18年
度
に
お
け
る
医
療
法
上
の
医
師
の
充
足
率
が
約
７
割
と
低
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
､
医
師
の
補
充
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
､
適
切
な
対
応
に
努
め
ら
れ
た
い
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
な
い
よ
う
適
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指
摘
事
項

(過
払
い
及
び
不
足
払
い
)

賃
金
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

(事
実
の
概
要
)

１
臨
時
技
術
補
助
員
Ｂ
に
係
る
基
本
賃

金
､
通
勤
手
当
加
算
賃
金
､
休
日
勤
務

割
増
賃
金
及
び
深
夜
勤
務
割
増
賃
金
の

支
給
に
つ
い
て
､
不
足
支
給
又
は
過
支

給
と
な
っ
て
い
る
｡

�
基
本
賃
金
に
つ
い
て
､
平
成
18年

12月
分
の
単
価
を
誤
り
､
ま
た
､
平

成
18年
９
月
分
及
び
平
成
18年
12月

分
の
勤
務
日
数
を
誤
っ
て
支
給
し
た

た
め
､
不
足
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額
323,550円

(９
月
分
7,320円

×
23日

､
12月

分
7,390円

×
21日

)
既
支
給
額

307,440円
(９
月
分
7,320円

×
22日

､
12月

分
7,320円

×
20日

)
不
足
支
給
額

16,110円
�
通
勤
手
当
加
算
賃
金
に
つ
い
て
､

往
復
距
離
を
基
に
算
定
し
､
ま
た
､

平
成
18年
９
月
分
及
び
平
成
18年
12

月
分
の
通
勤
日
数
を
誤
っ
て
支
給
し

た
た
め
､
過
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額

59,064円
(552円

×
107日

)
既
支
給
額

115,920円
(1,104円

×
105日

)
過
支
給
額

56,856円
�
休
日
勤
務
割
増
賃
金
及
び
深
夜
勤

務
割
増
賃
金
に
つ
い
て
､
平
成
18年

12月
分
の
単
価
を
誤
っ
て
支
給
し
た

た
め
､
不
足
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額

26,825円
(1,300円

×
16Ｈ
＋

241円
×
25Ｈ
)

指
摘
・
検
討
事
項

臨
時
技
術
補
助
員
Ｂ
､
Ｃ
に
係
る
賃
金
の
過

支
給
額
の
う
ち
､
法
定
控
除
分
(雇
用
保
険
料
､

所
得
税
)
を
除
い
た
額
に
つ
い
て
､
本
人
か
ら

賃
金
に
戻
入
し
た
｡

ま
た
､
過
控
除
と
な
っ
て
い
る
雇
用
保
険
料

を
雑
入
か
ら
､
同
じ
く
過
控
除
と
な
っ
て
い
る

所
得
税
を
歳
入
歳
出
外
現
金
か
ら
､
そ
れ
ぞ
れ

賃
金
に
戻
入
し
た
｡

�
本
人
か
ら
の
返
納
分

74,930円
臨
時
技
術
補
助
員
Ｂ

35,884円
(19.

４
.
23納
入
)

臨
時
技
術
補
助
員
Ｃ

39,046円
(19.

４
.
20納
入
)

�
雇
用
保
険
料
分
(雑
入
か
ら
の
戻
入
)

640円
臨
時
技
術
補
助
員
Ｂ
分

324円
(19.

４
.
27納
入
)

臨
時
技
術
補
助
員
Ｃ
分

316円
(19.

４
.
27納
入
)

�
所
得
税
分

(歳
入
歳
出
外
現
金
よ
り
戻
入
)

4,470円
臨
時
技
術
補
助
員
Ｂ
分

4,280円
(19.

４
.
27納
入
)

臨
時
技
術
補
助
員
Ｃ
分

190円
(19.

４
.
27納
入
)

上
記
の
と
お
り
､
賃
金
､
雇
用
保
険
料
及
び

所
得
税
に
つ
い
て
､
指
摘
事
項
の
是
正
を
図
っ

た
｡

措
置
状
況

切
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

�
医
業
収
益
の
計
算
が
過
大
で
あ
る
｡

｢事
実
｣
前
回
の
定
期
監
査
に
お
い
て
､
収
益
の
調
定
を
怠
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
指
導
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
､
未
収
金
で
あ
る
患
者
Ａ
に
係
る
入
院
収
益
に
調
定
誤
り
が
あ
り
､
再
調
定
し
た
も

の
の
当
初
調
定
の
減
額
を
怠
っ
た
た
め
､
医
業
収
益
の
計
算
が
過
大
と
な
っ
て
い
る
｡

患
者
Ａ
の
入
院
収
益

誤
17件

3,409,500円
正
14件

2,632,320円
過
大
３
件

777,180円
｢是
正
改
善
の
意
見
｣

入
院
収
益
の
調
定
に
当
た
っ
て
は
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
い
､
医
業
収
益
の
計
算
を

正
確
に
行
う
こ
と
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し
た
｡

指
導
事
項

�
固
定
資
産
の
使
用
許
可
手
続
き
に
適
切
で
な
い
も
の
(土
地
使
用
許
可
の
不
更
新
)
が
あ
る
｡

監
査
公
表
第
１
６
号

平
成
19年

５
月
11日

監
査
公
表
第
7号
に
よ
り
公
表
し
た
監
査
結
果
に
つ
い
て
､
地
方
自
治
法
(昭

和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
12項

の
規
定
に
基
づ
き
､
福
島
県
知
事
か
ら
次
の
と
お
り
措
置
状

況
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
､
同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
公
表
す
る
｡

平
成
19年
８
月
17日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

19
財
第
1583

号
平
成
19年
５
月
31日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美
様

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

福
島
県
知
事
佐
藤
雄
平

印□
定
期
監
査
の
結
果
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て
(通
知
)

平
成
19年
４
月
24日
付
け
19福
監
第
68号
に
よ
り
報
告
の
あ
っ
た
定
期
監
査
の
結
果
に
関
し
て
は
､

別
紙
の
と
お
り
措
置
を
講
じ
ま
し
た
の
で
､
地
方
自
治
法
第
199条

第
12項

の
規
定
に
よ
り
通
知
し
ま

す
｡

定
期
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

大
笹
生
学
園

２
指
摘
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て
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�
職
業
能
力
開
発
校
授
業
料
の
免
除
に
係
る

取
扱
い
に
検

討
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
｡

平
成
17年
度
に
お
い
て
職
業
能
力
開
発
校

指
摘
・
検
討
事
項

既
支
給
額

115,920円
(1,104円

×
105日

)
過
支
給
額

56,856円
�
休
日
勤
務
割
増
賃
金
及
び
深
夜
勤

務
割
増
賃
金
に
つ
い
て
､
平
成
18年

12月
分
の
単
価
を
誤
っ
て
支
給
し
た

た
め
､
不
足
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額

26,825円
(1,300円

×
16Ｈ
＋

241円
×
25Ｈ
)

既
支
給
額

26,567円
(1,287円

×
16Ｈ
＋

239円
×
25Ｈ
)

不
足
支
給
額

258円
２
臨
時
技
術
補
助
員
Ｃ
に
係
る
基
本
賃

金
､
通
勤
手
当
加
算
賃
金
に
つ
い
て
､

過
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

�
基
本
賃
金
に
つ
い
て
､
平
成
18年
12

月
分
の
単
価
を
誤
り
､
ま
た
､
平
成

18年
12月
分
の
勤
務
日
数
を
誤
っ
て

支
給
し
た
た
め
､
過
支
給
と
な
っ
て

い
る
｡
正
当
支
給
額
220,920円
(10,520円

×
21日
)

既
支
給
額

231,440円
(10,520円

×
22日
)

過
支
給
額

10,520円
�
通
勤
手
当
加
算
賃
金
に
つ
い
て
､
往

復
距
離
を
基
に
算
定
し
､
ま
た
､
平
成

18年
10月
分
の
通
勤
日
数
を
誤
っ
て
支

給
し
た
た
め
､
過
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額

33,784円
(328円

×
103日

)
既
支
給
額

62,816円
(604円

×
104日

)
過
支
給
額

29,032円

職
業
能
力
開
発
校
授
業
料
の
免
除
に
係
る
取

扱
い
に
つ
い
て
は
､
施
行
規
則
に
定
め
る
授
業

料
の
免
除
に
関
す
る
規
定
と
高
等
技
術
専
門
校

授
業
料
徴
収
等
事
務
処
理
要
領
(以
下
｢要
領
｣

措
置
状
況

4,280円
(19.

４
.
27納
入
)

臨
時
技
術
補
助
員
Ｃ
分

190円
(19.

４
.
27納
入
)

上
記
の
と
お
り
､
賃
金
､
雇
用
保
険
料
及
び

所
得
税
に
つ
い
て
､
指
摘
事
項
の
是
正
を
図
っ

た
｡今
後
は
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
､
適
正
な

会
計
処
理
に
努
め
る
と
と
も
に
､
内
部
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
が
働
く
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
｡

１
授
業
料
の
免
除
申
請
に
お
い
て
､
施
行

規
則
第
13条
第
２
項
及
び
高
等
技
術
専
門

校
授
業
料
徴
収
等
事
務
処
理
要
領
(以
下

｢要
領
｣
と
い
う
｡)
第
６
､
５
の
規
定
に

よ
り
学
費
負
担
者
の
経
済
状
況
調
書
に
市

町
村
長
が
発
行
す
る
所
得
証
明
書
及
び
課

税
証
明
書
等
を
添
付
し
て
提
出
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
が
､
施
行
規
則
第
14条
に

お
い
て
授
業
料
の
免
除
を
受
け
た
者
が
､

引
き
続
き
次
の
納
入
期
限
の
授
業
料
を
同

一
の
理
由
に
よ
り
免
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
､
施
行
規
則
第
13条
第
２
項
に

掲
げ
る
書
類
の
提
出
を
要
し
な
い
旨
規
定

し
て
い
る
｡

施
行
規
則
第
14条
の
規
定
は
､
学
費
負

担
者
の
直
近
の
状
況
に
基
づ
き
免
除
の
要

否
を
判
断
す
る
と
い
う
免
除
の
趣
旨
に
照

ら
し
妥
当
性
に
疑
問
が
あ
り
､
ま
た
､
前

期
分
の
授
業
料
に
つ
い
て
は
前
々
年
所
得

が
基
準
額
を
超
え
て
い
る
た
め
免
除
に
該

当
し
な
い
が
､
前
年
所
得
が
基
準
額
以
内

で
あ
る
た
め
後
期
授
業
料
は
免
除
に
該
当

す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
と
の
判
断
基
準
の
統

一
性
に
欠
け
る
こ
と
､
さ
ら
に
こ
の
規
定

と
要
領
第
６
､
５
に
定
め
る
申
請
に
添
付

す
べ
き
書
類
の
取
扱
い
が
相
反
す
る
も
の

�
職
業
能
力
開
発
校
授
業
料
の
免
除
に
係
る

取
扱
い
に
検
討
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
｡

平
成
17年
度
に
お
い
て
職
業
能
力
開
発
校

条
例
の
一
部
改
正
が
あ
り
､
平
成
18年
度
以

降
の
高
等
技
術
専
門
校
入
学
者
は
授
業
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
た
が
､

経
済
的
理
由
な
ど
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
に
は
､
申
請
に
基
づ
き
授
業
料
を
免
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
､
同
条
例

施
行
規
則
に
お
い
て
免
除
に
関
す
る
取
扱
い

が
定
め
ら
れ
た
｡

施
行
規
則
に
定
め
る
授
業
料
の
免
除
に
関

す
る
規
定
に
は
､
そ
の
取
扱
い
に
整
合
性
又

は
適
切
を
欠
く
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
､
そ
の
是
正
に
つ
い
て
検
討
を
要
す
る
｡

指
摘
・
検
討
事
項

１
,
２
,
３
関
連
措
置

授
業
料
の
免
除
申
請
に
お
い
て
は
､
直
近
の

状
況
に
基
づ
き
免
除
の
要
否
を
判
断
す
る
と
い

う
趣
旨
か
ら
､
施
行
規
則
第
14条
の
規
定
(引

き
続
き
同
一
の
理
由
に
よ
っ
て
免
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
き
は
､
施
行
規
則
第
13条
第
２
項

各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
を
要
し
な
い
旨
を

規
定
)
を
削
除
し
､
要
領
第
６
､
５
の
規
定
と

の
整
合
性
が
と
れ
る
よ
う
施
行
規
則
を
一
部
改

正
し
た
(平
成
19年
度
施
行
)｡

ま
た
､
要
領
第
６
､
５
に
定
め
る
添
付
資
料

の
う
ち
､
所
得
証
明
書
及
び
課
税
証
明
書
の
年

度
表
記
の
誤
り
等
を
訂
正
し
､
要
領
を
改
正
し

た
(平
成
19年
度
施
行
)｡

職
業
能
力
開
発
校
授
業
料
の
免
除
に
係
る
取

扱
い
に
つ
い
て
は
､
施
行
規
則
に
定
め
る
授
業

料
の
免
除
に
関
す
る
規
定
と
高
等
技
術
専
門
校

授
業
料
徴
収
等
事
務
処
理
要
領
(以
下
｢要
領
｣

と
い
う
｡)
の
見
直
し
を
行
い
､
授
業
料
の
免

除
申
請
に
お
け
る
事
務
処
理
を
適
正
に
行
う
こ

と
と
し
た
｡

ま
た
､
各
高
等
技
術
専
門
校
に
対
し
て
も
､

職
業
能
力
開
発
校
授
業
料
の
免
除
に
係
る
取
扱

い
を
適
切
に
処
理
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
と

し
た
｡

措
置
状
況

定
期
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

浜
高
等
技
術
専
門
校

２
指
摘
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て
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４
施
行
規
則
第
13条
に
お
け
る
他
の
引
用

条
項
の
特
定
に
誤
り
が
あ
る
｡

３
要
領
第
６
､
５
に
定
め
る
添
付
資
料
の

う
ち
､
所
得
証
明
書
及
び
課
税
証
明
書
の

年
度
特
定
に
以
下
の
と
お
り
誤
り
が
あ
る
｡

(申
請
時
期
)

(正
誤
)

(年
度
表
記
)

�
前
期
分
(４
月
申
請
)
誤
(現
行
)
前
々
年
度
の
証
明
書

正
前
年
度
の
証
明
書

(対
象
と
な
る
所
得
)

申
請
年
度
の
３
年
前
の
所
得

申
請
年
度
の
２
年
前
の
所
得

�
後
期
分
(10月

申
請
)
誤
(現
行
)
前
年
度
の
証
明
書

正
当
該
年
度
の
証
明
書

申
請
年
度
の
２
年
前
の
所
得

申
請
年
度
の
前
年
所
得

※
個
人
の
場
合
､
平
成
17年

分
の
所
得
に
対
し
､
市
町
村
民
税

は
平
成
18年
度
の
課
税
と
な
る
｡

２
施
行
規
則
第
12条

第
２
項
第
３
号
の

｢特
に
授
業
料
を
免
除
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
｣
の
要
件
を
定
め
た

要
領
第
５
､
２
､
三
､
ア
に
お
い
て
､

｢地
方
税
法
第
295条

第
１
項
第
２
号
に
よ

り
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
場
合
｣
と
し

て
お
り
､
こ
の
税
法
の
規
定
で
は
障
害
者

な
ど
一
定
の
人
的
要
件
の
範
囲
を
定
め
､

さ
ら
に
｢前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
125

万
円
を
越
え
る
場
合
を
除
く
｣
と
さ
れ
て

い
る
が
､
要
領
第
６
､
５
の
表
第
３
段
に

お
い
て
､
前
期
分
申
請
に
お
け
る
添
付
資

料
は
前
年
度
表
記
は
前
々
年
度
)
の
証
明

書
と
し
て
お
り
､
こ
の
間
の
整
合
性
が
と

れ
て
い
な
い
｡

否
を
判
断
す
る
と
い
う
免
除
の
趣
旨
に
照

ら
し
妥
当
性
に
疑
問
が
あ
り
､
ま
た
､
前

期
分
の
授
業
料
に
つ
い
て
は
前
々
年
所
得

が
基
準
額
を
超
え
て
い
る
た
め
免
除
に
該

当
し
な
い
が
､
前
年
所
得
が
基
準
額
以
内

で
あ
る
た
め
後
期
授
業
料
は
免
除
に
該
当

す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
と
の
判
断
基
準
の
統

一
性
に
欠
け
る
こ
と
､
さ
ら
に
こ
の
規
定

と
要
領
第
６
､
５
に
定
め
る
申
請
に
添
付

す
べ
き
書
類
の
取
扱
い
が
相
反
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
運
用
解
釈
に
混
乱
を
生

じ
る
懸
念
が
あ
り
､
こ
れ
ら
諸
規
定
の
整

合
性
を
確
保
し
､
負
担
の
均
衡
と
制
度
運

営
の
公
明
性
を
高
め
る
た
め
､
検
討
を
要

す
る
｡

４
施
行
規
則
第
13条
に
お
け
る
他
の
引
用
条

項
の
誤
り
等
に
つ
い
て
も
､
前
述
の
規
則
改

正
に
併
せ
て
整
理
し
た
｡

○
指
摘
事
項

(管
理
)

前
渡
資
金
の
精
算
手
続
に
適
切
で
な
い
も

の
が
あ
る
｡

指
摘
事
項

４
施
行
規
則
第
13条
に
お
け
る
他
の
引
用

条
項
の
特
定
に
誤
り
が
あ
る
｡

申
請
年
度
の
２
年
前
の
所
得

�
後
期
分
(10月

申
請
)
誤
(現
行
)
前
年
度
の
証
明
書

正
当
該
年
度
の
証
明
書

申
請
年
度
の
２
年
前
の
所
得

申
請
年
度
の
前
年
所
得

※
個
人
の
場
合
､
平
成
17年

分
の
所
得
に
対
し
､
市
町
村
民
税

は
平
成
18年
度
の
課
税
と
な
る
｡

左
記
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
､
県
財
務
規

則
第
115条

及
び
｢常
時
資
金
の
取
扱
方
法
等

に
つ
い
て
(平
成
10年
３
月
30日
付
け
10財
第

措
置
状
況

４
施
行
規
則
第
13条
に
お
け
る
他
の
引
用
条

項
の
誤
り
等
に
つ
い
て
も
､
前
述
の
規
則
改

正
に
併
せ
て
整
理
し
た
｡

監
査
公
表
第
１
７
号

平
成
19年
５
月
11日
監
査
公
表
第
７
号
に
よ
り
公
表
し
た
監
査
結
果
に
つ
い
て
､
地
方
自
治
法
(昭

和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
12項

の
規
定
に
基
づ
き
､
福
島
県
教
育
委
員
会
委
員
長
か
ら
次
の

と
お
り
措
置
状
況
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
､
同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
公
表
す
る
｡

平
成
19年
８
月
17日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

19
教
総
第
132
号

平
成
19年
５
月
31日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美
様

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

福
島
県
教
育
委
員
会
委
員
長

印□
定
期
監
査
の
結
果
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て
(通
知
)

平
成
19年
４
月
24日
付
け
19福
監
第
68号
に
よ
り
報
告
の
あ
っ
た
定
期
監
査
の
結
果
に
関
し
て
は
､

別
紙
の
と
お
り
措
置
を
講
じ
ま
し
た
の
で
､
地
方
自
治
法
第
199条

第
12項

の
規
定
に
よ
り
通
知
し
ま

す
｡

記
１
監
査
対
象
公
所

二
本
松
工
業
高
等
学
校
(指
摘
)

安
積
高
等
学
校
(指
摘
２
件
)

い
わ
き
光
洋
高
等
学
校
(指
摘
)

２
指
摘
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て

別
紙
の
と
お
り

二
本
松
工
業
高
等
学
校

(別
紙
)
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○
指
摘
事
項

(管
理
)

歳
入
の
調
定
事
務
に
適
切
で
な
い
も
の
が

あ
る
｡

(事
実
の
概
要
)

１
１
年
生
Ａ
の
授
業
料
の
前
納
申
出
が
平

成
18年
６
月
に
あ
っ
た
際
に
､
本
来
は
前

納
分
に
係
る
歳
入
調
定
を
行
う
べ
き
と
こ

ろ
､
７
､
８
月
分
の
調
定
以
降
､
調
定
控

除
数
と
し
て
算
定
し
な
が
ら
､
19年
２
､

３
月
分
ま
で
の
９
か
月
分
86,400円

の
歳

入
調
定
を
行
っ
て
い
な
い
｡

２
授
業
料
免
除
決
定
者
に
つ
い
て
171,600

円
の
減
額
調
定
を
行
っ
て
い
な
い
｡

�
平
成
18年
４
月
14日
付
け
免
除
決
定

者
Ｂ
ほ
か
10名
及
び
４
月
20日
付
け
免

除
決
定
者
Ｃ
ほ
か
１
名
に
つ
い
て
の
４

指
摘
事
項

○
指
摘
事
項

(管
理
)

前
渡
資
金
の
精
算
手
続
に
適
切
で
な
い
も

の
が
あ
る
｡

(事
実
の
概
要
)

常
時
資
金
と
し
て
資
金
前
渡
を
受
け
た
使

用
料
及
び
賃
借
料
に
つ
い
て
､
精
算
が
な
さ

れ
て
い
な
い
｡

資
金
前
渡
年
月
日
平
成
18年
６
月
16日

資
金
前
渡
額

5,000円
払
出
年
月
日

平
成
18年
６
月
19日

払
出
額

1,100円
精
算
額

3,900円

(是
正
､
留
意
・
改
善
の
意
見
)

前
渡
資
金
の
精
算
に
当
た
っ
て
は
､
関
係

規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡

指
摘
事
項

左
記
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
､
次
の
と
お

り
追
給
及
び
返
納
の
処
理
を
行
い
ま
し
た
｡

調
定
事
務
に
あ
た
り
､
点
検
・
確
認
を
十
分

に
行
わ
な
か
っ
た
た
め
､
調
定
が
欠
落
し
て
し

ま
い
ま
し
た
｡
今
後
は
､
学
校
に
お
い
て
､
事

務
処
理
の
流
れ
を
再
確
認
し
て
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
作
成
し
､
調
定
漏
れ
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
内
部
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
し
､
適
正
な

事
務
処
理
に
努
め
る
よ
う
指
導
を
徹
底
し
て
ま

い
り
ま
す
｡

１
に
つ
い
て

平
成
19年
２
月
21日
に
調
定
し
ま
し
た
｡

２
�
に
つ
い
て

平
成
19年
２
月
20日
に
減
額
調
定
し
ま
し
た
｡

措
置
状
況

左
記
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
､
県
財
務
規

則
第
115条

及
び
｢常
時
資
金
の
取
扱
方
法
等

に
つ
い
て
(平
成
10年
３
月
30日
付
け
10財
第

179号
総
務
部
長
通
知
)｣
に
基
づ
き
､
次
の
と

お
り
処
理
し
ま
し
た
｡

今
後
は
､
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
事

務
の
適
正
な
執
行
に
つ
い
て
､
指
導
を
徹
底
し

て
ま
い
り
ま
す
｡

｢前
渡
資
金
精
算
書
｣
(平
成
18年

６
月
分

～
平
成
19年

３
月
分
)
及
び
｢戻
入
調
書
｣

(精
算
額
3,900円

)
を
作
成
の
上
で
､
平
成
19

年
４
月
20日
に
出
納
局
審
査
指
導
グ
ル
ー
プ
の

確
認
を
受
け
ま
し
た
｡

措
置
状
況

(事
実
の
概
要
)

１
御
舘
分
校
敷
地
賃
借
に
係
る
土
地
賃
借

料
支
払
い
漏
れ
に
よ
る
翌
年
度
予
算
の
支

出
分
校
敷
地
の
賃
貸
人
か
ら
平
成
17年
度

分
の
土
地
賃
借
料
313,397円

の
請
求
が

平
成
18年
４
月
20日
付
で
な
さ
れ
た
が
､

契
約
に
よ
り
請
求
か
ら
30日
以
内
に
支
払

う
べ
き
と
こ
ろ
､
支
出
手
続
を
行
わ
な
い

○
指
摘
事
項

(管
理
)

支
出
事
務
に
お
い
て
内
部
牽
制
が
機
能
し

て
い
な
い
｡

ろ
､
７
､
８
月
分
の
調
定
以
降
､
調
定
控

除
数
と
し
て
算
定
し
な
が
ら
､
19年
２
､

３
月
分
ま
で
の
９
か
月
分
86,400円

の
歳

入
調
定
を
行
っ
て
い
な
い
｡

２
授
業
料
免
除
決
定
者
に
つ
い
て
171,600

円
の
減
額
調
定
を
行
っ
て
い
な
い
｡

�
平
成
18年
４
月
14日
付
け
免
除
決
定

者
Ｂ
ほ
か
10名
及
び
４
月
20日
付
け
免

除
決
定
者
Ｃ
ほ
か
１
名
に
つ
い
て
の
４

月
分
の
授
業
料

123,600円
�
平
成
18年
４
月
21日
付
け
免
除
決
定

者
Ｄ
に
つ
い
て
の
５
､
６
月
分
の
授
業

料
19,200円

(５
､
６
月
分
に
つ
い

て
の
調
定
控
除
の
遺
漏
)

�
平
成
18年
７
月
３
日
付
け
免
除
決
定

者
Ｅ
に
つ
い
て
の
７
､
８
月
分
の
授
業

料
19,200円

�
平
成
18年
10月
13日
付
け
免
除
決
定

者
Ｆ
に
つ
い
て
の
10月
分
の
授
業
料

9,600円

３
４
月
時
点
で
の
休
学
者
Ｇ
ほ
か
４
名
の

休
学
者
に
つ
い
て
､
４
月
分
の
授
業
料
の

調
定
基
礎
員
数
に
含
め
た
ま
ま
で
､
か
つ

46,500円
を
誤
っ
て
48,000円

と
算
定
し

て
歳
入
の
調
定
を
行
い
､
そ
の
後
､
減
額

調
定
を
行
っ
て
い
な
い
｡

(是
正
､
留
意
・
改
善
の
意
見
)

歳
入
の
調
定
に
当
た
っ
て
は
､
内
部
チ
ェ
ッ

ク
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
､
関
係
規
程

に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡

支
出
事
務
に
あ
た
り
､
事
務
処
理
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
が
働
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
､
適
時
の

支
出
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
｡
今
後
は
､
２
名

副
担
当
制
の
機
能
を
よ
り
発
揮
し
､
事
務
の
進

捗
管
理
と
点
検
確
認
を
行
う
と
と
も
に
､
管
理

職
員
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま

す
｡ 左
記
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
､
次
の
と
お

り
内
部
牽
制
機
能
強
化
を
図
り
ま
し
た
｡

い
り
ま
す
｡

１
に
つ
い
て

平
成
19年
２
月
21日
に
調
定
し
ま
し
た
｡

２
�
に
つ
い
て

平
成
19年
２
月
20日
に
減
額
調
定
し
ま
し
た
｡

�
に
つ
い
て

平
成
19年
２
月
21日
に
減
額
調
定
し
ま
し
た
｡

�
に
つ
い
て

平
成
19年
２
月
21日
に
減
額
調
定
し
ま
し
た
｡

�
に
つ
い
て

平
成
19年
２
月
21日
に
減
額
調
定
し
ま
し
た
｡

３
に
つ
い
て

平
成
19年
３
月
７
日
に
減
額
調
定
し
ま
し
た
｡

安
積
高
等
学
校

(別
紙
)
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○
指
摘
事
項

(管
理
)

職
員
手
当
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
が

あ
る
｡

指
摘
事
項

(是
正
､
留
意
・
改
善
の
意
見
)

会
計
に
関
す
る
事
務
執
行
に
当
た
っ
て
は
､

関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
と
と
も
に
､

事
務
の
進
捗
管
理
と
点
検
確
認
を
行
い
､
内

部
牽
制
体
制
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
｡

２
交
際
費
支
出
及
び
常
時
資
金
不
用
残
戻

入
漏
れ
に
よ
る
翌
年
度
予
算
の
処
理

平
成
17年
度
に
発
生
し
た
交
際
費
２
件

16,800円
(Ｈ
17.11.19請

求
の
8,400円

と
Ｈ
18.３

.18請
求
の
8,400円

)
を
支

出
手
続
を
し
な
い
ま
ま
出
納
整
理
期
間
を

経
過
し
た
た
め
､
当
該
年
度
予
算
に
よ
る

支
出
が
不
能
と
な
り
､
平
成
18年
度
予
算

に
よ
る
追
加
配
分
を
受
け
て
支
払
っ
た
｡

ま
た
､
こ
れ
に
関
連
し
て
常
時
資
金
用
預

金
口
座
の
不
用
残
額
3,200円

を
平
成
17

年
度
出
納
整
理
期
間
ま
で
に
県
の
一
般
会

計
へ
の
戻
入
手
続
を
怠
っ
た
た
め
､
年
度

を
越
え
た
平
成
18年
７
月
７
日
に
平
成
18

年
度
分
の
雑
入
と
し
て
一
般
会
計
に
戻
し

入
れ
て
い
る
｡

(事
実
の
概
要
)

１
御
舘
分
校
敷
地
賃
借
に
係
る
土
地
賃
借

料
支
払
い
漏
れ
に
よ
る
翌
年
度
予
算
の
支

出
分
校
敷
地
の
賃
貸
人
か
ら
平
成
17年
度

分
の
土
地
賃
借
料
313,397円

の
請
求
が

平
成
18年
４
月
20日
付
で
な
さ
れ
た
が
､

契
約
に
よ
り
請
求
か
ら
30日
以
内
に
支
払

う
べ
き
と
こ
ろ
､
支
出
手
続
を
行
わ
な
い

ま
ま
出
納
整
理
期
間
を
経
過
し
た
た
め
､

平
成
17年
度
予
算
に
よ
る
支
払
い
が
不
能

と
な
り
､
平
成
18年
度
予
算
に
よ
る
追
加

配
分
を
受
け
､
過
年
度
支
出
分
と
し
て
平

成
18年
７
月
31日
に
支
出
し
て
い
る
｡

左
記
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
､
次
の
と
お

り
追
給
及
び
返
納
の
処
理
を
行
い
ま
し
た
｡

今
後
は
､
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
事

措
置
状
況

支
出
事
務
に
あ
た
り
､
事
務
処
理
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
が
働
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
､
適
時
の

支
出
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
｡
今
後
は
､
２
名

副
担
当
制
の
機
能
を
よ
り
発
揮
し
､
事
務
の
進

捗
管
理
と
点
検
確
認
を
行
う
と
と
も
に
､
管
理

職
員
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま

す
｡

３
前
回
の
監
査
で
口
頭
指
導
し
た
平
成
17

年
度
の
特
殊
勤
務
手
当
に
係
る
不
足
支
給

(6,400円
)
に
つ
い
て
､
今
回
の
監
査
時

ま
で
処
理
さ
れ
て
い
な
い
｡

(是
正
､
留
意
・
改
善
の
意
見
)

職
員
手
当
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
､
支
給

要
件
等
を
十
分
確
認
の
上
､
適
正
に
行
う
こ

と
｡
ま
た
､
事
務
処
理
を
適
時
適
切
に
行
う

２
教
員
Ｂ
に
係
る
通
勤
手
当
に
つ
い
て
､

勤
務
実
績
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
支
給

し
た
た
め
､
過
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額
0円

既
支
給
額
15,000円

過
支
給
額
15,000円

(事
実
の
概
要
)

１
教
員
Ａ
に
係
る
通
勤
手
当
に
つ
い
て
､

運
賃
等
の
負
担
額
の
変
更
に
伴
う
通
勤
届

が
提
出
さ
れ
て
い
た
も
の
の
認
定
手
続
が

行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
､
過
支
給
と
な
っ

て
い
る
｡

ま
た
､
高
速
自
動
車
国
道
等
利
用
職
員

に
あ
っ
て
は
､
１
か
月
の
う
ち
､
利
用
し

な
い
日
数
が
７
日
を
超
え
る
と
き
に
は
､

高
速
自
動
車
国
道
等
利
用
料
金
を
支
給
し

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
､
領
収
書
の
提
出
が
な
く
利
用
回
数
等

の
確
認
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
､

過
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡

正
当
支
給
額
464,078円

(５
月
～
11月
)

既
支
給
額

673,050円
(５
月
～
11月
)

過
支
給
額

208,972円

○
指
摘
事
項

(管
理
)

職
員
手
当
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
が

あ
る
｡

指
摘
・
検
討
事
項

３
に
つ
い
て

平
成
19年
３
月
８
日
支
出
し
ま
し
た
｡

２
に
つ
い
て

平
成
19年
２
月
７
日
戻
入
処
理
を
行
い
､
同

月
16日
に
収
入
し
ま
し
た
｡

１
に
つ
い
て

平
成
19年
２
月
例
月
給
与
で
戻
入
し
ま
し
た
｡

左
記
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
､
次
の
と
お

り
追
給
及
び
返
納
の
処
理
を
行
い
ま
し
た
｡

今
後
は
､
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
事

務
の
適
正
な
執
行
に
つ
い
て
指
導
を
徹
底
し
て

ま
い
り
ま
す
｡ 措

置
状
況

い
わ
き
光
洋
高
等
学
校

(別
紙
)
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｢指
摘
事
項
｣

補
助
対
象
経
費
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ

る
｡｢事
実
｣

私
立
学
校
授
業
料
軽
減
事
業
補
助
金
交
付

申
請
に
当
た
っ
て
､
補
助
の
要
件
に
該
当
し

な
い
者
１
名
に
係
る
金
額
を
含
め
て
い
る
｡

指
摘
・
検
討
事
項

３
前
回
の
監
査
で
口
頭
指
導
し
た
平
成
17

年
度
の
特
殊
勤
務
手
当
に
係
る
不
足
支
給

(6,400円
)
に
つ
い
て
､
今
回
の
監
査
時

ま
で
処
理
さ
れ
て
い
な
い
｡

(是
正
､
留
意
・
改
善
の
意
見
)

職
員
手
当
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
､
支
給

要
件
等
を
十
分
確
認
の
上
､
適
正
に
行
う
こ

と
｡
ま
た
､
事
務
処
理
を
適
時
適
切
に
行
う

と
と
も
に
､
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立
す
る
こ

と
｡

当
該
経
費
に
係
る
補
助
金
の
過
大
交
付
額
に

つ
い
て
は
､
平
成
19年
２
月
に
返
還
し
､
今
後
､

補
助
事
業
の
適
正
な
執
行
に
努
め
る
こ
と
と
し

た
｡県
と
し
て
は
､
適
正
に
事
業
執
行
さ
れ
る
よ

う
補
助
事
業
に
関
す
る
適
正
な
審
査
及
び
補
助

措
置
状
況

３
に
つ
い
て

平
成
19年
３
月
８
日
支
出
し
ま
し
た
｡

�
財
政
調
整
準
備
金
の
積
立
及
び
活
用
に
つ

い
て
､
検
討
を
求
め
た
｡

財
政
調
整
準
備
金
は
､
平
成
13年
度
の
包

括
外
部
監
査
に
お
い
て
､
次
年
度
事
業
引
当

金
が
利
益
調
整
の
た
め
の
引
当
金
に
当
た
る

た
め
改
善
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
､
事

業
の
長
期
的
・
継
続
的
な
視
点
か
ら
次
年
度

の
事
業
計
画
・
当
初
予
算
を
計
上
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
科
目
で
あ
る
｡

商
工
業
人
材
育
成
事
業
に
お
い
て
は
､
平

成
17年

度
に
予
算
額
19,900千

円
に
対
し
､

24,000千
円
の
財
政
調
整
準
備
金
を
積
み
立

て
て
い
る
が
､
昨
年
度
の
積
立
分
23,100千

円
の
取
り
崩
し
を
行
っ
て
お
り
､
実
質
的
に

は
､
前
年
度
と
比
較
し
て
900千

円
増
加
し

て
い
る
｡

し
か
し
な
が
ら
､
900千

円
を
新
た
に
財

政
調
整
準
備
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
に
よ
り
､

経
常
利
益
及
び
当
期
剰
余
金
が
900千

円
減

額
さ
れ
て
お
り
､
依
然
と
し
て
財
政
調
整
準

指
摘
・
検
討
事
項

｢指
摘
事
項
｣

補
助
対
象
経
費
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ

る
｡｢事
実
｣

私
立
学
校
授
業
料
軽
減
事
業
補
助
金
交
付

申
請
に
当
た
っ
て
､
補
助
の
要
件
に
該
当
し

な
い
者
１
名
に
係
る
金
額
を
含
め
て
い
る
｡

正
当
計
上
額

19,740,000円
誤
計
上
額

19,980,000円
過
大
計
上
額

240,000円

｢是
正
､
留
意
・
改
善
の
意
見
｣

補
助
金
の
交
付
申
請
に
当
た
っ
て
は
､
補

助
金
交
付
要
綱
等
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ

と
｡

指
摘
・
検
討
事
項

財
団
法
人
福
島
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
､
平
成
18年
度
か
ら
は
｢公
益
法
人
会

計
｣
に
会
計
基
準
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
た
め
､

｢余
剰
金
｣
の
概
念
は
無
く
な
っ
て
い
る
が
､

こ
れ
ま
で
の
｢余
剰
金
処
分
｣
に
替
わ
る
｢特

定
資
産
の
積
立
及
び
取
崩
｣
の
中
で
､
検
討
事

項
と
し
て
記
載
が
あ
っ
た
｢財
政
調
整
準
備
金
｣

を
､
｢収
支
差
額
変
動
準
備
積
立
預
金
｣
と
勘

定
科
目
名
称
を
変
更
し
て
計
上
す
る
こ
と
と
し
､

そ
の
積
立
及
び
取
崩
し
に
つ
い
て
は
｢公
益
法

人
会
計
基
準
｣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
､
財

務
諸
表
に
対
す
る
注
記
の
中
で
､
期
首
残
高
と

期
末
残
高
と
の
対
比
を
記
載
す
る
こ
と
で
そ
の

増
減
を
明
ら
か
に
し
､
理
事
会
の
承
認
を
得
る

こ
と
と
し
た
｡

ま
た
､
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
､
平
成

18年
12月
に
策
定
し
た
｢中
期
経
営
計
画
｣
の

中
で
､
当
セ
ン
タ
ー
の
自
主
企
画
事
業
で
あ
る

各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
を
よ
り
積
極
的
に
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
｡ 措

置
状
況

当
該
経
費
に
係
る
補
助
金
の
過
大
交
付
額
に

つ
い
て
は
､
平
成
19年
２
月
に
返
還
し
､
今
後
､

補
助
事
業
の
適
正
な
執
行
に
努
め
る
こ
と
と
し

た
｡県
と
し
て
は
､
適
正
に
事
業
執
行
さ
れ
る
よ

う
補
助
事
業
に
関
す
る
適
正
な
審
査
及
び
補
助

金
交
付
団
体
に
対
す
る
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と

と
し
た
｡

措
置
状
況

監
査
公
表
第
１
８
号

平
成
19年
３
月
16日
監
査
公
表
第
５
号
に
よ
り
公
表
し
た
監
査
結
果
に
つ
い
て
､
地
方
自
治
法
(昭

和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
12項

の
規
定
に
基
づ
き
､
福
島
県
知
事
か
ら
次
の
と
お
り
措
置
状

況
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
､
同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
公
表
す
る
｡

平
成
19年
８
月
17日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

19
財
第
1581

号
平
成
19年
５
月
31日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美
様

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

福
島
県
知
事
佐
藤
雄
平

印□
財
政
的
援
助
等
監
査
の
結
果
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て
(通
知
)

平
成
19年

３
月
９
日
付
け
18福

監
第
161号

に
よ
り
報
告
の
あ
っ
た
財
政
的
援
助
等
監
査
の
結
果
に

関
し
て
は
､
別
紙
の
と
お
り
措
置
を
講
じ
ま
し
た
の
で
､
地
方
自
治
法
第
199条

第
12項

の
規
定
に
よ

り
通
知
し
ま
す
｡

財
政
的
援
助
等
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象
法
人
等

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

２
所
管
部
局

総
務
部

３
指
摘
・
検
討
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て

財
政
的
援
助
等
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象
法
人
等

財
団
法
人
福
島
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

２
所
管
部
局

商
工
労
働
部
(商
工
総
務
領
域
)

３
指
摘
・
検
討
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て
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○
指
摘
事
項

県
長
期
借
入
金
の
計
上
に
適
切
で
な
い
も

の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣

県
か
ら
の
長
期
借
入
金
に
つ
い
て
､
借
入

の
契
約
が
な
く
借
入
の
実
態
が
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
､
県
の
翌
年
度
予
算
が
確
定
し
た

こ
と
を
も
っ
て
､
借
入
が
確
実
で
あ
る
と
し

て
当
該
年
度
に
計
上
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
｡

ま
た
､
そ
の
額
を
｢預
け
金
｣
の
勘
定
科

目
に
入
れ
､
流
動
資
産
が
増
加
し
た
こ
と
と

し
て
計
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
収
支
計
算
書
､

貸
借
対
照
表
等
決
算
諸
表
が
正
し
く
表
示
さ

指
摘
・
検
討
事
項

成
17年

度
に
予
算
額
19,900千

円
に
対
し
､

24,000千
円
の
財
政
調
整
準
備
金
を
積
み
立

て
て
い
る
が
､
昨
年
度
の
積
立
分
23,100千

円
の
取
り
崩
し
を
行
っ
て
お
り
､
実
質
的
に

は
､
前
年
度
と
比
較
し
て
900千

円
増
加
し

て
い
る
｡

し
か
し
な
が
ら
､
900千

円
を
新
た
に
財

政
調
整
準
備
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
に
よ
り
､

経
常
利
益
及
び
当
期
剰
余
金
が
900千

円
減

額
さ
れ
て
お
り
､
依
然
と
し
て
財
政
調
整
準

備
金
が
利
益
調
整
の
性
格
を
有
し
て
い
る
｡

こ
の
た
め
､
新
た
な
財
政
調
整
準
備
金
を

行
う
場
合
は
､
収
益
費
用
計
算
書
で
財
政
調

整
準
備
金
繰
入
を
行
う
の
で
は
な
く
､
剰
余

金
処
分
計
算
書
に
お
い
て
､
財
政
調
整
準
備

金
と
し
て
積
み
立
て
る
な
ど
､
積
立
の
手
続

き
に
つ
い
て
検
討
を
要
す
る
｡

ま
た
､
｢公
益
法
人
の
設
立
許
可
及
び
指

導
基
準
｣
(平
成
８
年
９
月
20日
閣
議
決
定
)

で
は
､
｢い
わ
ゆ
る
『内
部
留
保
』
に
つ
い

て
は
､
公
益
事
業
の
適
切
か
つ
継
続
的
な
程

度
と
す
る
こ
と
｡｣
と
さ
れ
て
お
り
､
財
政

調
整
準
備
金
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
を

要
す
る
｡

公
社
の
会
計
処
理
に
お
い
て
は
､
全
て
の
費

用
及
び
収
益
を
そ
の
支
出
及
び
収
入
に
基
づ
い

て
計
上
し
､
そ
の
発
生
し
た
期
間
に
正
し
く
割

当
て
る
と
い
う
発
生
主
義
の
原
則
に
基
づ
い
た

処
理
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
｡

し
た
が
っ
て
､
県
の
翌
年
度
予
算
が
確
定
し

た
と
い
う
こ
と
を
判
断
基
準
に
当
該
年
度
の
借

入
金
と
し
て
会
計
処
理
し
て
い
る
県
か
ら
の
長

期
借
入
金
の
借
入
れ
に
つ
い
て
は
､
発
生
主
義

と
い
う
会
計
原
則
に
基
づ
き
そ
の
事
実
の
発
生

が
あ
っ
た
時
点
に
お
い
て
借
入
金
と
し
て
計
上

す
る
会
計
処
理
に
改
め
､
平
成
18年
度
決
算
か

ら
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
｡

措
置
状
況

人
会
計
基
準
｣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
､
財

務
諸
表
に
対
す
る
注
記
の
中
で
､
期
首
残
高
と

期
末
残
高
と
の
対
比
を
記
載
す
る
こ
と
で
そ
の

増
減
を
明
ら
か
に
し
､
理
事
会
の
承
認
を
得
る

こ
と
と
し
た
｡

ま
た
､
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
､
平
成

18年
12月
に
策
定
し
た
｢中
期
経
営
計
画
｣
の

中
で
､
当
セ
ン
タ
ー
の
自
主
企
画
事
業
で
あ
る

各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
を
よ
り
積
極
的
に
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
｡

県
と
し
て
は
､
財
務
諸
表
に
対
す
る
注
記
に

お
い
て
､
特
定
資
産
の
期
首
残
高
と
期
末
残
高

を
記
載
し
､
そ
の
増
減
を
明
示
す
る
な
ど
､
公

益
法
人
会
計
基
準
に
基
づ
く
適
切
な
事
務
処
理

を
行
う
よ
う
指
導
し
た
｡

ま
た
､
当
該
特
定
資
産
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
は
､
適
切
か
つ
継
続
的
な
事
業
執
行
を
踏
ま

え
つ
つ
､
商
工
業
人
材
育
成
事
業
の
趣
旨
に
沿
っ

た
積
極
的
な
展
開
を
図
る
よ
う
指
導
し
た
｡

｢検
討
事
項
｣

浄
化
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
業
務
委
託
の
日

常
清
掃
に
つ
い
て
検
討
を
要
す
る
も
の
が
あ

る
｡｢事
実
｣

県
か
ら
受
託
し
て
い
る
阿
武
隈
川
流
域
下

水
道
維
持
管
理
業
務
及
び
下
水
汚
泥
処
理
業

務
の
う
ち
､
浄
化
施
設
の
運
転
操
作
や
保
守

点
検
及
び
修
繕
等
に
係
る
浄
化
セ
ン
タ
ー
維

持
管
理
業
務
の
再
委
託
に
当
た
り
､
管
理
棟

廊
下
や
会
議
室
等
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
日
常
清

掃
業
務
を
含
め
て
行
っ
て
い
る
｡

日
常
清
掃
業
務
の
委
託
に
つ
い
て
は
､
一

般
の
清
掃
業
者
で
も
実
施
可
能
な
こ
と
や
､

委
託
費
積
算
に
お
い
て
浄
化
セ
ン
タ
ー
毎
の

採
用
単
価
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
な

ど
か
ら
､
当
該
業
務
の
分
離
発
注
及
び
積
算

根
拠
の
統
一
に
つ
い
て
､
検
討
を
要
す
る
｡

指
摘
・
検
討
事
項

｢事
実
｣

県
か
ら
の
長
期
借
入
金
に
つ
い
て
､
借
入

の
契
約
が
な
く
借
入
の
実
態
が
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
､
県
の
翌
年
度
予
算
が
確
定
し
た

こ
と
を
も
っ
て
､
借
入
が
確
実
で
あ
る
と
し

て
当
該
年
度
に
計
上
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
｡

ま
た
､
そ
の
額
を
｢預
け
金
｣
の
勘
定
科

目
に
入
れ
､
流
動
資
産
が
増
加
し
た
こ
と
と

し
て
計
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
収
支
計
算
書
､

貸
借
対
照
表
等
決
算
諸
表
が
正
し
く
表
示
さ

れ
て
い
な
い
｡

正
当
計
上
額

751,909,000円
誤
計
上
額
1,038,911,433円

過
大
計
上
額

287,002,433円

｢是
正
､
留
意
・
改
善
の
意
見
｣

県
長
期
借
入
金
の
計
上
に
当
た
っ
て
は
､

関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡

今
後
､
日
常
清
掃
業
務
委
託
費
の
積
算
に
つ

い
て
は
､
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
官
庁
営
繕
部

監
修
｢建
築
保
全
業
務
積
算
基
準
｣
等
を
使
用

す
る
こ
と
と
し
､
積
算
根
拠
の
統
一
化
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
日
常
清
掃
業
務
に
つ
い
て
は
､
同
業

務
を
分
離
発
注
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

県
と
し
て
は
､
民
間
活
力
の
活
用
及
び
経
費

削
減
を
図
る
観
点
か
ら
､
維
持
管
理
業
務
の
全

般
的
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
､
日
常
清
掃
業
務
に
つ
い
て
も
､
最
も
経
費

の
削
減
効
果
が
で
き
る
発
注
方
法
を
採
用
す
る

よ
う
指
導
し
た
｡ 措
置
状
況

当
て
る
と
い
う
発
生
主
義
の
原
則
に
基
づ
い
た

処
理
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
｡

し
た
が
っ
て
､
県
の
翌
年
度
予
算
が
確
定
し

た
と
い
う
こ
と
を
判
断
基
準
に
当
該
年
度
の
借

入
金
と
し
て
会
計
処
理
し
て
い
る
県
か
ら
の
長

期
借
入
金
の
借
入
れ
に
つ
い
て
は
､
発
生
主
義

と
い
う
会
計
原
則
に
基
づ
き
そ
の
事
実
の
発
生

が
あ
っ
た
時
点
に
お
い
て
借
入
金
と
し
て
計
上

す
る
会
計
処
理
に
改
め
､
平
成
18年
度
決
算
か

ら
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
｡

ま
た
､
当
該
会
計
処
理
に
伴
い
収
支
計
算
書
､

貸
借
対
照
表
等
の
決
算
諸
表
に
つ
い
て
も
､
当

公
社
の
経
営
状
況
が
正
し
く
表
示
さ
れ
た
も
の

と
す
る
よ
う
改
め
る
こ
と
と
し
た
｡

県
と
し
て
は
､
発
生
主
義
と
い
う
会
計
原
則

に
基
づ
き
､
県
か
ら
の
長
期
借
入
金
の
借
入
に

つ
い
て
は
､
発
生
が
あ
っ
た
時
点
に
お
い
て
借

入
金
と
し
て
計
上
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
と

し
た
｡

財
政
的
援
助
等
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象
法
人
等

社
団
法
人
福
島
県
林
業
公
社

２
所
管
部
局

農
林
水
産
部
(森
林
林
業
領
域
)

３
指
摘
・
検
討
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て

財
政
的
援
助
等
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象
法
人
等

財
団
法
人
福
島
県
下
水
道
公
社

２
所
管
部
局

土
木
部
(都
市
領
域
)

３
指
摘
・
検
討
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て
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｢指
摘
事
項
｣

収
益
計
上
の
算
出
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ

る
｡｢事
実
｣

平
成
13年
度
に
基
本
財
産
と
し
て
購
入
し
た

指
摘
・
検
討
事
項

持
管
理
業
務
の
再
委
託
に
当
た
り
､
管
理
棟

廊
下
や
会
議
室
等
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
日
常
清

掃
業
務
を
含
め
て
行
っ
て
い
る
｡

日
常
清
掃
業
務
の
委
託
に
つ
い
て
は
､
一

般
の
清
掃
業
者
で
も
実
施
可
能
な
こ
と
や
､

委
託
費
積
算
に
お
い
て
浄
化
セ
ン
タ
ー
毎
の

採
用
単
価
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
な

ど
か
ら
､
当
該
業
務
の
分
離
発
注
及
び
積
算

根
拠
の
統
一
に
つ
い
て
､
検
討
を
要
す
る
｡

般
的
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
､
日
常
清
掃
業
務
に
つ
い
て
も
､
最
も
経
費

の
削
減
効
果
が
で
き
る
発
注
方
法
を
採
用
す
る

よ
う
指
導
し
た
｡

左
記
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
､
債
権
台

帳
を
整
備
す
る
と
と
も
に
､
平
成
19年
１
月

31日
に
基
本
財
産
利
息
収
入
の
計
上
処
理
を

行
い
ま
し
た
｡

今
後
は
､
利
息
収
入
の
計
上
処
理
を
適
切

措
置

状
況

｢指
摘
事
項
｣

収
益
計
上
の
算
出
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ

る
｡｢事
実
｣

平
成
13年
度
に
基
本
財
産
と
し
て
購
入
し
た

中
期
国
債
フ
ァ
ン
ド
及
び
平
成
14年
度
に
基
本

財
産
か
ら
運
用
財
産
に
し
た
中
期
国
債
フ
ァ
ン

ド
が
毎
年
利
息
を
発
生
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
､
購
入
以
来
基
本
財
産
利
息
収
入
と
し
て

計
上
さ
れ
て
い
な
い
｡

年
度

未
計
上
収
益
額

平
成
13年
度

97,693円
平
成
14年
度

18,610円
平
成
15年
度

7,916円
平
成
16年
度

5,727円
平
成
17年
度

9,467円
合
計

139,413円

｢是
正
､
留
意
・
改
善
の
意
見
｣

損
益
計
上
に
当
た
っ
て
は
､
公
益
法
人
会
計

基
準
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡

指
摘
・
検
討
事
項

左
記
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
､
債
権
台

帳
を
整
備
す
る
と
と
も
に
､
平
成
19年
１
月

31日
に
基
本
財
産
利
息
収
入
の
計
上
処
理
を

行
い
ま
し
た
｡

今
後
は
､
利
息
収
入
の
計
上
処
理
を
適
切

に
行
い
ま
す
｡

県
と
し
て
は
､
公
益
法
人
会
計
基
準
に
則

し
た
適
正
な
利
息
収
入
の
計
上
処
理
を
指
導

し
ま
し
た
｡ 措

置
状

況

監
査
公
表
第
１
９
号

平
成
19年

３
月
16日

監
査
公
表
第
５
号
に
よ
り
公
表
し
た
監
査
結
果
に
つ
い
て
､
地
方
自
治
法

(昭
和
22年
法
律
第
67号
)
第
199条

第
12項
の
規
定
に
基
づ
き
､
福
島
県
教
育
委
員
会
委
員
長
か
ら
次

の
と
お
り
措
置
状
況
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
､
同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
公
表
す
る
｡

平
成
19年
８
月
17日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

18
教
総
第
1407

号
平
成
19年
５
月
31日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美
様

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

福
島
県
教
育
委
員
会
委
員
長

印□
財
政
的
援
助
等
監
査
の
結
果
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て
(通
知
)

平
成
19年

３
月
９
日
付
け
18福

監
第
161号

に
よ
り
報
告
の
あ
っ
た
財
政
的
援
助
等
監
査
の
結
果
に

関
し
て
は
､
別
紙
の
と
お
り
措
置
を
講
じ
ま
し
た
の
で
､
地
方
自
治
法
第
199条

第
12項

の
規
定
に
よ

り
通
知
し
ま
す
｡

記
１
監
査
対
象
法
人

財
団
法
人
福
島
県
学
術
教
育
振
興
財
団

２
指
摘
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て

別
紙
の
と
お
り

財
政
的
援
助
等
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象
法
人
等

財
団
法
人
福
島
県
学
術
教
育
振
興
財
団

２
所
管
部
局

教
育
庁
(教
育
総
務
領
域
)

３
指
摘
・
検
討
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て

監
査
公
表
第
２
０
号

平
成
18年
12月
１
日
監
査
公
表
第
29号
に
よ
り
公
表
し
た
監
査
結
果
に
つ
い
て
､
地
方
自
治
法
(昭

和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
12項

の
規
定
に
基
づ
き
､
福
島
県
知
事
か
ら
次
の
と
お
り
措
置
状

況
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
､
同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
公
表
す
る
｡

平
成
19年
８
月
17日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

19
財
第
2849

号
平
成
19年
７
月
20日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美
様

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之
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②
N
PO
支
援
税
制
に
お
い
て
は
､
寄
付

控
除
制
度
の
拡
大
な
ど
N
PO
側
の
ニ
ー

ズ
が
十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
た
め
､
県
民

文
化
グ
ル
ー
プ
と
も
連
携
の
上
､
税
制
度

の
見
直
し
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
る
｡

第
３
行
政
監
査
対
象
業
務
の
監
査
結
果

２
概
要
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
み
を
実
施
し
た
事
業

～
監
査
結
果
及
び
所
見

�
本
庁
機
関

ア
総
務
部

①
№
１
｢分
権
宣
言
進
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
｣プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
中
､
｢住
民
提
案
型

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
｣
に
お
い
て
は
､

｢協
働
｣
に
よ
る
委
託
形
態
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
構
築
し
て
い
く
よ
う
検
討
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
｡

(行
政
経
営
グ
ル
ー
プ
)

監
査
委
員
所
見

N
PO
支
援
税
制
に
つ
い
て
は
､
税
制
度

上
の
枠
組
み
を
踏
ま
え
つ
つ
､
N
PO
所
管

部
局
と
税
務
担
当
部
局
の
連
携
の
も
と
に
必

要
に
応
じ
て
税
制
上
の
支
援
策
の
見
直
し
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
｡

住
民
提
案
型
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
､
住

民
の
発
想
に
基
づ
く
業
務
運
営
手
法
の
確
立

や
､
様
々
な
形
で
住
民
が
参
画
す
る
県
政
を

推
進
す
る
観
点
か
ら
､
住
民
か
ら
の
提
案
に

基
づ
く
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
し
て
導
入
す

る
も
の
で
あ
る
｡

こ
の
理
念
を
具
現
化
す
る
た
め
に
､
①
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
住
民
の
主
体
性
発
揮
､

②
業
務
の
質
向
上
､
③
費
用
対
効
果
の
視
点

か
ら
住
民
の
提
案
を
受
け
付
け
る
こ
と
と
し

て
制
度
構
築
中
で
あ
る
｡

制
度
構
築
に
当
た
っ
て
は
､
単
に
業
務
の

受
委
託
関
係
で
は
な
く
､
住
民
と
県
と
が
適

切
な
役
割
分
担
に
基
づ
い
て
協
働
し
て
業
務

遂
行
で
き
る
よ
う
､
具
体
的
な
提
案
内
容
に

は
､
業
務
の
手
法
の
み
な
ら
ず
､
県
と
の
役

割
分
担
や
協
働
手
法
に
つ
い
て
の
提
案
に
つ

い
て
も
受
け
付
け
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
｡

な
お
､
受
け
付
け
た
提
案
に
つ
い
て
は
､

審
査
委
員
会
(仮
称
)
に
よ
っ
て
審
査
し
､

審
査
内
容
を
公
表
す
る
と
と
も
に
､
採
択
と

な
っ
た
提
案
に
つ
い
て
も
､
提
案
者
と
県
の

両
者
で
十
分
に
議
論
し
て
磨
き
上
げ
て
､
よ

り
高
い
効
果
が
創
出
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
｡

措
置

状
況

③
№
13
｢公
益
信
託
う
つ
く
し
ま
基
金
｣

に
つ
い
て
は
､
申
請
団
体
間
の
平
等
な
権

②
№
11
｢う
つ
く
し
ま
未
来
博
メ
モ
リ
ア

ル
か
ら
く
り
民
話
茶
屋
４
周
年
記
念
｢夏

の
民
話
祭
｣｣
及
び
12
｢う
つ
く
し
ま
民

族
継
承
事
業
｢ふ
く
し
ま
七
つ
の
生
活
圏
・

七
つ
の
盆
唄
ま
つ
り
｣
の
｢後
援
｣
事
業

に
つ
い
て
は
､
事
業
実
施
後
の
状
況
を
把

握
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
｡

(県
民
文
化
Ｇ
)

ウ
生
活
環
境
部

①
№
９
｢平
成
17年
度
N
P
O
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
座
運
営
業
務
｣
の
事
業
に
お
い
て
､

新
産
業
創
出
分
野
に
お
け
る
｢プ
レ
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
｣
等
を
参
考

に
､
非
営
利
組
織
分
野
の
起
業
家
を
育
成

す
る
た
め
､
よ
り
実
践
的
な
企
画
内
容
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
機
会
の
提
供
に
努
め

る
よ
う
検
討
す
べ
き
で
あ
る
｡

(県
民
文
化
Ｇ
)

イ
企
画
調
整
部

①
№
５
｢環
境
学
習
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
等
業
務
｣
及
び
№
６
｢総
合
的
水
管

理
計
画
策
定
に
か
か
る
調
査
等
業
務
｣
の

両
事
業
に
つ
い
て
は
､
単
独
随
意
契
約
の

根
拠
が
弱
い
た
め
､
今
後
､
同
様
の
事
業

を
実
施
す
る
場
合
に
は
､
で
き
る
限
り
公

募
に
よ
り
委
託
先
を
選
定
す
る
な
ど
､
よ

り
参
入
機
会
の
透
明
性
の
確
保
を
図
ら
れ

た
い
｡
(首
都
機
能
移
転
・
超
学
際
Ｇ
)

②
N
PO
支
援
税
制
に
お
い
て
は
､
寄
付

控
除
制
度
の
拡
大
な
ど
N
PO
側
の
ニ
ー

ズ
が
十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
た
め
､
県
民

文
化
グ
ル
ー
プ
と
も
連
携
の
上
､
税
制
度

の
見
直
し
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
る
｡

(税
務
企
画
Ｇ
)

③
公
益
信
託
の
制
度
的
な
枠
組
み
を
踏
ま

え
､
基
金
の
目
的
が
最
大
限
に
発
揮
で
き

②
事
業
実
施
後
の
状
況
把
握
は
個
別
ケ
ー

ス
で
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
､
必
要
に

応
じ
て
事
業
実
施
後
の
状
況
把
握
に
努
め

た
い
｡

な
お
､
｢ふ
く
し
ま
協
働
推
進
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
(以
下
｢ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
と
い
う
｡
)
に
お
い
て
､

｢後
援
す
る
場
合
､
行
政
は
､
事
業
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
把
握
し
て
お
く
姿
勢
が

大
切
で
す
｡｣
と
明
記
し
た
と
と
も
に
､

職
員
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
｡

①
専
門
性
の
高
い
講
座
は
参
加
率
が
低
調

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
､
N
PO
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
､
費
用
対
効
果
が
発
揮
さ
れ
る

講
座
運
営
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

よ
り
実
践
的
な
講
座
の
ニ
ー
ズ
が
あ
れ

ば
今
後
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
｡

な
お
､
N
PO
か
ら
の
事
業
企
画
提
案

が
あ
れ
ば
､
担
当
グ
ル
ー
プ
等
と
の
意
見

交
換
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
事
業
化
に
向

け
た
協
議
の
場
の
設
定
を
検
討
し
て
い
く
｡

№
５
及
び
№
６
と
も
に
平
成
17年
度
の
単

年
度
事
業
で
あ
り
､
事
業
は
終
了
し
て
い
る
｡

今
後
の
類
似
事
業
に
つ
い
て
は
､
超
学
際

の
考
え
方
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
､
委
託

先
以
外
の
団
体
等
が
業
務
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
に
至
っ
た
場
合
は
､
企
画
競
争
へ
の
移

行
な
ど
､
契
約
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡

N
PO
支
援
税
制
に
つ
い
て
は
､
税
制
度

上
の
枠
組
み
を
踏
ま
え
つ
つ
､
N
PO
所
管

部
局
と
税
務
担
当
部
局
の
連
携
の
も
と
に
必

要
に
応
じ
て
税
制
上
の
支
援
策
の
見
直
し
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
｡

福
島
県
知
事
佐
藤
雄
平

印□
平
成
18年
度
行
政
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て
(通
知
)

平
成
18年

11月
16日

付
け
18福

監
第
117号

で
報
告
の
あ
っ
た
行
政
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
､
別
紙

の
と
お
り
措
置
を
講
じ
ま
し
た
の
で
､
地
方
自
治
法
第
199条

第
12項
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
ま
す
｡

行
政
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

１
監
査
対
象

N
PO
と
の
連
携
事
業
に
つ
い
て

２
所
見
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て
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エ
保
健
福
祉
部

①
№
26
｢ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ
2005映

画
上
映
会
｣､
30
｢ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ
200

5
｢障
害
を
持
つ
仲
間
た
ち
の
コ
ン
サ
ー

ト
｣｣､
34
｢第
８
回
｢心
の
輪
｣
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
｣
等
の
｢後
援
｣
事
業

に
つ
い
て
は
､
事
業
実
施
後
の
状
況
を
把

⑥
№
25
｢阿
賀
川
・
荒
川
－
清
流
大
河
発

見
実
現
事
業
｣
に
お
い
て
､
参
加
対
象
者

の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
､
新
潟
県
も
含

め
た
流
域
全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を

目
指
し
た
推
進
体
制
を
段
階
的
に
構
築
し

て
い
く
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
｡

(水
環
境
Ｇ
)

⑤
№
17
｢C
O
２ 削
減
モ
デ
ル
地
区
業
務
委

託
｣
は
､
単
独
随
意
契
約
の
根
拠
が
十

分
と
は
言
え
ず
､
今
後
同
様
の
事
業
を

実
施
す
る
場
合
に
は
､
で
き
る
限
り
環

境
関
係
N
PO
や
コ
ン
サ
ル
､
地
元
団

体
等
を
対
象
と
し
た
公
募
に
よ
り
委
託

先
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
｡

(環
境
活
動
推
進
Ｇ
)

④
№
14
｢災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
｣
に
お
い
て
は
､
新
指
針
の
整
備
を
急

ぐ
と
と
も
に
､
即
時
対
応
可
能
な
初
動
体

制
等
の
構
築
に
備
え
た
協
議
会
活
動
の
活

性
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
｡

(災
害
対
策
Ｇ
)

③
№
13
｢公
益
信
託
う
つ
く
し
ま
基
金
｣

に
つ
い
て
は
､
申
請
団
体
間
の
平
等
な
権

利
確
保
の
観
点
か
ら
も
､
受
託
者
に
お
け

る
助
成
事
業
の
適
切
な
進
行
管
理
・
運
用

に
つ
い
て
指
導
さ
れ
た
い
｡

(県
民
文
化
Ｇ
)

七
つ
の
盆
唄
ま
つ
り
｣
の
｢後
援
｣
事
業

に
つ
い
て
は
､
事
業
実
施
後
の
状
況
を
把

握
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
｡

(県
民
文
化
Ｇ
)

当
該
事
業
に
つ
い
て
は
､
団
体
か
ら
報
告

書
の
提
出
を
受
け
た
｡

な
お
､
今
後
､
後
援
等
を
行
っ
た
際
は
､

必
要
に
応
じ
て
事
業
実
施
後
の
状
況
把
握
に

努
め
た
い
｡

⑥
本
事
業
は
平
成
17年
度
で
終
了
し
た
も

の
で
あ
る
が
､
今
後
同
様
の
事
業
を
実
施

す
る
場
合
に
は
､
参
加
対
象
者
の
検
討
を

行
う
と
と
も
に
､
で
き
る
限
り
流
域
全
体

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
目
指
し
た
推
進

体
制
の
構
築
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ

と
と
し
た
い
｡

⑤
C
O
２ 削
減
モ
デ
ル
地
区
事
業
は
平
成
17

年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
り
､
当
時
､

そ
の
業
務
を
遂
行
で
き
る
能
力
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
機
関
と
い
う
こ
と
で
随
意
契

約
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

今
後
､
同
様
の
事
業
を
実
施
す
る
場
合

は
､
広
く
公
募
を
し
た
上
で
､
委
託
先
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
｡

④
平
成
19年
３
月
22日
に
新
指
針
の
整
備

の
た
め
の
会
議
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
｡

今
後
も
発
災
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
対
応
に
関
す
る
こ
と
､
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
､
行
政
機

関
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
団
体
の
役
割
分

担
に
関
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
の
検
討
を

行
う
た
め
､
協
議
会
活
動
を
実
施
し
て
参

り
ま
す
｡

③
公
益
信
託
の
制
度
的
な
枠
組
み
を
踏
ま

え
､
基
金
の
目
的
が
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
よ
う
､
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
助
成

内
容
の
点
検
､
見
直
し
な
ど
､
受
託
者
に

お
け
る
適
正
な
運
営
等
に
つ
い
て
､
働
き

掛
け
て
い
き
た
い
｡

な
お
､
｢ふ
く
し
ま
協
働
推
進
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
(以
下
｢ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
と
い
う
｡
)
に
お
い
て
､

｢後
援
す
る
場
合
､
行
政
は
､
事
業
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
把
握
し
て
お
く
姿
勢
が

大
切
で
す
｡｣
と
明
記
し
た
と
と
も
に
､

職
員
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
｡

④
№
36
｢福
島
県
精
神
障
が
い
者
社
会
復

帰
施
設
運
営
事
業
補
助
｣
に
お
い
て
は
､

社
会
復
帰
し
た
精
神
障
が
い
者
数
を
成
果

指
標
に
加
え
る
な
ど
､
よ
り
事
業
評
価
を

明
確
化
す
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
｡

(障
が
い
者
支
援
Ｇ
)

③
№
35
｢福
島
県
精
神
科
救
急
医
療
シ
ス

テ
ム
事
業
｣
は
､
休
日
及
び
夜
間
帯
に
お

け
る
在
宅
精
神
疾
患
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
重

要
な
意
義
に
鑑
み
､
精
神
医
療
に
関
す
る

相
談
を
集
約
・
ト
リ
ア
ー
ジ
(分
類
)
で

き
る
セ
ン
タ
ー
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
｡

(障
が
い
者
支
援
Ｇ
)

②
№
28
｢地
域
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
育
成
講
座
｣
で
は
､
県
は
当
該
事
業
の

広
報
や
市
町
村
を
通
じ
た
参
加
者
募
集
を

支
援
す
る
と
と
も
に
､
委
託
先
の
公
募
な

ど
参
入
機
会
の
確
保
に
努
め
る
よ
う
に
検

討
す
べ
き
で
あ
る
｡
(子
育
て
支
援
Ｇ
)

エ
保
健
福
祉
部

①
№
26
｢ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ
2005映

画
上
映
会
｣､
30
｢ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ
200

5
｢障
害
を
持
つ
仲
間
た
ち
の
コ
ン
サ
ー

ト
｣｣､
34
｢第
８
回
｢心
の
輪
｣
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
｣
等
の
｢後
援
｣
事
業

に
つ
い
て
は
､
事
業
実
施
後
の
状
況
を
把

握
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
｡
(児
童
家
庭

Ｇ
､
障
が
い
者
支
援
Ｇ
)

精
神
障
が
い
者
社
会
復
帰
施
設
は
､
平
成

18年
４
月
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

伴
い
､
平
成
24年
３
月
31日
ま
で
に
同
法
に

よ
る
新
た
な
事
業
体
系
等
に
移
行
す
る
こ
と

と
な
っ
た
｡

26施
設
中
16施
設
が
同
法
に
よ
る
新
た
な

事
業
体
系
等
に
既
に
移
行
済
み
で
あ
り
､
残

り
10施
設
も
今
後
移
行
す
る
予
定
で
あ
る
こ

精
神
科
の
相
談
を
集
約
・
ト
リ
ア
ー
ジ
す

る
た
め
の
精
神
科
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
､
福
島
県
精
神
科
救
急
医
療
体
制
整

備
連
絡
調
整
委
員
会
等
に
お
い
て
､
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

セ
ン
タ
ー
に
ど
の
様
な
機
能
を
持
た
せ
る

か
､
ま
た
､
直
営
に
す
る
か
委
託
に
す
る
か

等
検
討
す
る
事
項
も
多
い
こ
と
か
ら
､
精
神

科
病
院
協
会
､
県
立
病
院
等
と
引
き
続
き
検

討
を
重
ね
本
県
に
あ
っ
た
体
制
の
構
築
を
目

指
し
て
い
き
た
い
｡

平
成
18年
度
に
お
い
て
は
､
県
政
記
者
ク

ラ
ブ
へ
の
資
料
提
供
､
地
元
新
聞
へ
の
掲
載

依
頼
､
子
育
て
支
援
に
関
す
る
N
PO
法
人

へ
の
案
内
､
当
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
け
る
掲
載
等
に
よ
り
当
該
事
業
の
広
報
を

行
い
､
ま
た
､
関
係
機
関
へ
の
周
知
と
参
加

者
募
集
の
と
り
ま
と
め
を
市
町
村
に
依
頼
し

参
加
者
募
集
を
行
っ
た
結
果
､
21市
町
村
の

58名
か
ら
受
講
申
込
み
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
｡

当
該
事
業
は
平
成
18年
度
で
終
了
す
る
が
､

今
後
､
N
PO
等
へ
の
委
託
事
業
な
ど
を
構

築
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
公
募
な
ど
を
基

本
と
し
て
､
参
入
機
会
の
確
保
に
努
め
て
い

く
こ
と
と
す
る
｡

当
該
事
業
に
つ
い
て
は
､
団
体
か
ら
報
告

書
の
提
出
を
受
け
た
｡

な
お
､
今
後
､
後
援
等
を
行
っ
た
際
は
､

必
要
に
応
じ
て
事
業
実
施
後
の
状
況
把
握
に

努
め
た
い
｡

平成19年８月17日 金曜日 福 島 県 報 号外第64号 20



キ
土
木
部

①
№
43
｢県
営
住
宅
等
管
理
(県
中
地
区
)｣

の
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理
委
託
に

カ
農
林
水
産
部

①
№
41
｢う
つ
く
し
ま
､
ふ
く
し
ま
｡
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
｣
は
､

事
業
活
動
全
体
の
推
進
に
向
け
て
､
各
方

部
毎
の
推
進
会
議
と
の
連
携
を
密
に
し
､

全
県
的
な
企
画
立
案
や
情
報
交
換
機
会
の

提
供
､
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化
な
ど
､

よ
り
活
動
の
活
性
化
を
図
る
よ
う
努
め
ら

れ
た
い
｡
(農
山
村
整
備
Ｇ
)

オ
商
工
労
働
部

①
№
39
｢福
島
県
中
小
企
業
制
度
資
金
の

制
度
資
金
(小
規
模
企
業
資
金
)｣
に
つ

い
て
は
､
非
営
利
法
人
が
法
律
で
保
証
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
N
PO

法
人
が
金
融
機
関
の
理
解
を
得
ら
れ
融
資

が
活
用
で
き
る
よ
う
､
県
民
文
化
グ
ル
ー

プ
と
連
携
の
上
､
支
援
・
育
成
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
｡
(金
融
Ｇ
)

④
№
36
｢福
島
県
精
神
障
が
い
者
社
会
復

帰
施
設
運
営
事
業
補
助
｣
に
お
い
て
は
､

社
会
復
帰
し
た
精
神
障
が
い
者
数
を
成
果

指
標
に
加
え
る
な
ど
､
よ
り
事
業
評
価
を

明
確
化
す
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
｡

(障
が
い
者
支
援
Ｇ
)

今
後
の
指
定
管
理
者
の
募
集
に
向
け
て
は
､

責
任
分
担
を
さ
ら
に
明
確
化
す
る
と
と
も
に
､

①
平
成
18年
度
は
､
よ
り
機
能
的
な
運
営

を
図
る
と
と
も
に
､
推
進
会
議
の
構
成
員

に
各
方
部
毎
の
推
進
会
議
の
構
成
員
を
積

極
的
に
交
え
る
こ
と
に
よ
り
連
携
を
図
り
､

２
回
(７
､
９
月
)
開
催
し
た
｡

ま
た
､
県
内
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
取
組
に
つ
い
て
､
実
践
者
以
外
と
も

情
報
交
換
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
､
さ
ら

な
る
推
進
に
向
け
た
方
策
を
探
る
こ
と
を

目
的
に
､
平
成
18年
11月
28日
に
､
県
と

と
も
に
､
｢ふ
く
し
ま
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム
2006｣を

主
催
し
た
｡

今
後
も
､
事
業
活
動
全
体
の
促
進
を
図

る
た
め
､
よ
り
一
層
連
携
を
強
化
し
､
取

組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
｡

N
PO
法
人
向
け
融
資
に
つ
い
て
は
､
保

証
対
象
外
で
は
あ
る
が
､
引
き
続
き
小
規
模

企
業
資
金
に
お
い
て
融
資
対
象
と
す
る
ほ
か
､

N
PO
法
人
が
融
資
を
活
用
し
や
す
く
な
る

よ
う
､
県
民
文
化
グ
ル
ー
プ
と
連
携
の
上
､

金
融
機
関
を
始
め
関
係
機
関
に
対
し
て
広
報

を
行
う
と
と
も
に
､
貸
し
手
で
あ
る
金
融
機

関
が
融
資
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
整
備
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
｡

精
神
障
が
い
者
社
会
復
帰
施
設
は
､
平
成

18年
４
月
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

伴
い
､
平
成
24年
３
月
31日
ま
で
に
同
法
に

よ
る
新
た
な
事
業
体
系
等
に
移
行
す
る
こ
と

と
な
っ
た
｡

26施
設
中
16施
設
が
同
法
に
よ
る
新
た
な

事
業
体
系
等
に
既
に
移
行
済
み
で
あ
り
､
残

り
10施
設
も
今
後
移
行
す
る
予
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
､
本
事
業
は
ま
も
な
く
終
了
す
る
見

込
み
で
あ
る
｡

よ
っ
て
､
当
該
施
設
が
同
法
に
基
づ
く
施

設
等
に
再
編
さ
れ
た
時
点
で
､
障
が
い
者
福

祉
計
画
に
お
け
る
新
た
な
事
業
の
進
行
管
理

等
を
参
考
に
､
新
た
な
事
業
評
価
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
｡

�
出
先
機
関

ウ
地
方
振
興
局

①
№
９
｢福
島
県
水
環
境
団
体
交
流
事
業
｣

は
､
任
意
団
体
内
の
団
体
や
個
人
会
員
同

士
の
交
流
会
の
み
を
対
象
と
し
た
事
業
で

あ
り
､
今
後
､
同
様
の
事
業
を
実
施
す
る

場
合
に
は
､
補
助
対
象
事
業
と
し
て
は
慎

重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
｡
(県
中
地
方

振
興
局
)

③
N
PO
と
の
協
働
を
推
進
す
る
基
本
方

針
は
望
ま
し
い
方
向
性
で
は
あ
る
が
､
特

定
の
N
PO
に
委
託
事
業
が
集
中
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
､
事
業
推
進
に
当
た
っ

て
は
､
N
PO
の
特
性
で
あ
る
自
発
性
・

自
主
性
に
十
分
配
慮
す
る
よ
う
部
内
に
徹

底
す
る
と
と
も
に
､
個
々
の
事
業
委
託
先

の
選
定
に
当
た
っ
て
は
､
真
に
N
PO
に

限
定
す
る
こ
と
が
適
当
な
の
か
ど
う
か
を

個
別
に
検
討
の
上
､
県
民
の
誤
解
を
招
く

こ
と
の
な
い
よ
う
特
に
留
意
さ
れ
た
い
｡

ま
た
､
ま
ち
づ
く
り
分
野
に
お
い
て
､

各
建
設
事
務
所
と
N
PO
と
の
連
携
(協

働
)
を
さ
ら
に
進
め
る
よ
う
検
討
さ
れ
た

い
｡
(総
務
予
算
Ｇ
､
土
木
企
画
Ｇ
)

②
№
44
｢土
砂
災
害
防
止
月
間
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
用
品
(砂
防
ニ
ュ
ー
ス
)
の
購
入
｣
事

業
に
お
い
て
は
､
副
読
本
や
ポ
ス
タ
ー
の

具
体
的
な
活
用
方
法
や
事
業
効
果
の
検
証

に
つ
い
て
､
適
切
な
対
応
を
行
う
よ
う
改

善
す
べ
き
で
あ
る
｡
(砂
防
Ｇ
)

キ
土
木
部

①
№
43
｢県
営
住
宅
等
管
理
(県
中
地
区
)｣

の
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理
委
託
に

当
た
っ
て
は
､
業
務
内
容
に
関
す
る
責
任

分
担
の
明
確
化
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
､
今
後
は
､

公
募
段
階
か
ら
提
示
し
協
定
書
の
中
で
共

有
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
｡

(建
築
住
宅
企
画
Ｇ
)

①
事
業
の
採
択
に
あ
た
っ
て
は
､
事
業
内

容
及
び
事
業
実
施
に
お
け
る
効
果
な
ど
事

業
の
実
施
が
地
域
づ
く
り
に
真
に
寄
与
す

る
も
の
か
､
よ
り
一
層
慎
重
に
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
｡

N
PO
と
の
協
働
に
つ
い
て
は
､
県
民
文

化
グ
ル
ー
プ
が
総
合
窓
口
と
な
っ
て
､
全
庁

的
に
説
明
会
・
情
報
提
供
等
を
行
う
等
､
各

グ
ル
ー
プ
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
｡

事
業
委
託
先
の
選
定
に
つ
い
て
は
､
各
事

業
担
当
グ
ル
ー
プ
が
N
PO
に
限
定
す
る
こ

と
が
適
当
か
ど
う
か
検
討
し
な
が
ら
適
正
な

執
行
に
努
め
ま
す
｡

ま
た
､
ま
ち
づ
く
り
分
野
に
お
い
て
も
､

N
PO
と
の
連
携
(協
働
)
を
さ
ら
に
進
め

る
よ
う
検
討
し
ま
す
｡

平
成
19年
度
土
砂
災
害
防
止
月
間
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
後
､
市
町
村
に
対
し
て

実
施
状
況
及
び
事
業
効
果
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
､
事
業
効
果
を
検
証
す

る
｡ 今
後
の
指
定
管
理
者
の
募
集
に
向
け
て
は
､

責
任
分
担
を
さ
ら
に
明
確
化
す
る
と
と
も
に
､

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
提
案
さ
せ
る
よ
う
な
募
集
要
項
の
作
成

に
つ
い
て
検
討
す
る
｡

目
的
に
､
平
成
18年
11月
28日
に
､
県
と

と
も
に
､
｢ふ
く
し
ま
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム
2006｣を

主
催
し
た
｡

今
後
も
､
事
業
活
動
全
体
の
促
進
を
図

る
た
め
､
よ
り
一
層
連
携
を
強
化
し
､
取

組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
｡
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③
№
53
｢黒
森
川
総
合
開
発
事
業
｣､
69

｢わ
が
道
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
委

託
｣､
70
｢水
辺
空
間
環
境
計
画
策
定
業

務
｣､
72
｢エ
コ
ロ
ー
ド
計
画
策
定
業
務

委
託
｣､
74
｢調
節
池
維
持
管
理
計
画
策

定
事
業
｣
に
つ
い
て
は
､
単
独
随
意
契
約

と
な
っ
て
い
る
が
､
委
託
先
N
PO
の
選

②
ト
ン
ネ
ル
及
び
橋
梁
等
点
検
に
つ
い
て

は
､
委
託
先
を
N
PO
に
限
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て
､
対
外
的
に
説
明
で
き
る
合
理

性
が
な
い
の
で
､
当
該
委
託
業
務
の
募
集

方
法
及
び
委
託
先
の
選
定
方
法
に
つ
い
て

見
直
す
よ
う
改
善
さ
れ
た
い
｡
(道
路
管

理
Ｇ
､
各
建
設
事
務
所
)

カ
建
設
事
務
所

①
№
66
｢元
気
ふ
く
し
ま
､
地
域
づ
く
り
・

交
流
促
進
事
業
｣
及
び
№
74
｢調
節
池
維

持
管
理
計
画
策
定
事
業
｣
に
お
い
て
､
事

業
目
的
・
内
容
の
一
つ
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
・
N
PO
法
人
の
設
立
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
､
い
わ
ゆ
る
N
PO
法
の

趣
旨
や
N
PO
本
来
の
自
発
性
・
自
立
性

の
観
点
か
ら
､
行
政
が
積
極
的
に
取
り
組

む
事
業
内
容
と
し
て
相
応
し
く
な
い
の
で
､

見
直
し
改
善
さ
れ
た
い
｡
(南
会
津
建
設

事
務
所
､
い
わ
き
建
設
事
務
所
)

�
出
先
機
関

ウ
地
方
振
興
局

①
№
９
｢福
島
県
水
環
境
団
体
交
流
事
業
｣

は
､
任
意
団
体
内
の
団
体
や
個
人
会
員
同

士
の
交
流
会
の
み
を
対
象
と
し
た
事
業
で

あ
り
､
今
後
､
同
様
の
事
業
を
実
施
す
る

場
合
に
は
､
補
助
対
象
事
業
と
し
て
は
慎

重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
｡
(県
中
地
方

振
興
局
)

今
後
､
N
PO
に
委
託
す
る
事
業
を
行
う

場
合
に
は
､
広
く
公
募
に
よ
り
選
定
を
行
っ

て
参
り
ま
す
｡
(県
中
建
設
事
務
所
)

地
域
特
性
等
に
精
通
し
､
地
域
活
動
団
体

と
行
政
と
の
連
携
や
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
や
豊
富
な
経
験
を
蓄
積
し
て
い
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
単
独
随
意
契

本
業
務
の
委
託
に
際
し
て
は
福
島
県
新
長

期
総
合
計
画
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
掲

げ
る
､
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
N
PO
等
､
多
様

な
主
体
の
参
加
と
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り

を
積
極
的
に
展
開
す
る
た
め
､
道
路
な
ど
社

会
資
本
に
お
い
て
も
地
域
住
民
や
N
PO
と

の
協
働
・
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
背
景

に
あ
っ
て
､
原
則
N
PO
法
人
に
委
託
す
る

も
の
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
｡

委
託
先
の
選
定
に
あ
た
り
､
複
数
の
N
P

O
法
人
か
ら
受
託
候
補
者
を
選
定
し
ま
し
た

が
､
業
務
の
内
容
か
ら
結
果
的
に
特
定
の
N

PO
法
人
と
の
随
意
契
約
と
な
り
ま
し
た
｡

当
該
業
務
は
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
も

受
託
可
能
な
こ
と
か
ら
､
今
後
は
競
争
入
札

と
し
､
透
明
性
や
競
争
性
を
確
保
す
る
よ
う

努
め
ま
す
｡

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
､
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
自
主
性
を
重
ん
じ
見
直
し
を
図
り
､

今
後
は
市
町
村
や
地
域
団
体
・
住
民
と
連
携
・

協
働
を
引
き
続
き
推
進
し
､
持
続
的
発
展
が

可
能
な
地
域
社
会
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
｡
(南
会
津
建
設
事
務
所
)

事
業
内
容
の
見
直
し
を
図
り
､
今
後
は
､

N
PO
法
の
趣
旨
､
N
PO
の
自
発
性
・
自
立

性
の
観
点
か
ら
連
携
協
働
を
引
き
続
き
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
｡
(い
わ
き
建
設

事
務
所
)

①
事
業
の
採
択
に
あ
た
っ
て
は
､
事
業
内

容
及
び
事
業
実
施
に
お
け
る
効
果
な
ど
事

業
の
実
施
が
地
域
づ
く
り
に
真
に
寄
与
す

る
も
の
か
､
よ
り
一
層
慎
重
に
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
｡

③
う
つ
く
し
ま
夢
パ
レ
ッ
ト
事
業
(生
活

環
境
部
青
少
年
Ｇ
：
⑰
～
)

�
事
業
主
体
で
あ
る
市
町
村
民
会
議
等
が

主
体
的
に
実
施
団
体
を
選
定
し
､
よ
り

効
果
的
な
事
業
実
施
に
向
け
て
､
目
的

や
内
容
に
つ
い
て
一
層
の
理
解
､
協
力

を
得
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
｡

②
ふ
く
し
ま
型
Ｕ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

促
進
事
業
(生
活
環
境
部
人
権
男
女
共
生

Ｇ
：
⑰
～
)

�
公
募
に
際
し
て
は
､
ふ
く
し
ま
型
Ｕ
Ｄ

に
つ
い
て
N
PO
へ
の
周
知
を
十
分
配

慮
す
る
と
共
に
､
ハ
ー
ド
事
業
と
モ
デ

ル
事
業
等
が
一
体
と
な
っ
た
推
進
方
法

を
工
夫
し
な
が
ら
､
Ｕ
Ｄ
認
知
度
の
向

上
な
ど
事
業
効
果
を
高
め
て
い
く
よ
う

検
討
さ
れ
た
い
｡

３
概
要
及
び
詳
細
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た

事
業

～
監
査
結
果
及
び
所
見

�
本
庁
機
関

①
水
・
温
故
知
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(生
活

環
境
部
総
務
企
画
Ｇ
：
⑰
～
)

�
事
業
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
を
構
築
し
､
社

会
的
実
験
ま
で
到
達
す
る
に
至
ら
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
､
今
後
の
事
業
展
開
に
当

た
っ
て
は
､
目
的
に
相
応
し
い
推
進
母

体
の
編
成
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
､
所

期
の
事
業
目
的
を
達
成
す
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
｡

③
№
53
｢黒
森
川
総
合
開
発
事
業
｣､
69

｢わ
が
道
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
委

託
｣､
70
｢水
辺
空
間
環
境
計
画
策
定
業

務
｣､
72
｢エ
コ
ロ
ー
ド
計
画
策
定
業
務

委
託
｣､
74
｢調
節
池
維
持
管
理
計
画
策

定
事
業
｣
に
つ
い
て
は
､
単
独
随
意
契
約

と
な
っ
て
い
る
が
､
委
託
先
N
PO
の
選

定
に
当
た
っ
て
は
､
環
境
分
野
等
の
N
P

O
な
ど
広
く
公
募
に
よ
る
選
定
を
行
う
よ

う
改
善
す
べ
き
で
あ
る
｡
(県
中
建
設
事

務
所
､
い
わ
き
建
設
事
務
所
)

今
後
の
事
務
の
執
行
に
お
い
て
は
､
一
つ

の
市
町
村
民
会
議
等
か
ら
同
時
に
複
数
の
補

助
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
､
採
択
の
優
先

順
位
に
関
す
る
事
業
主
体
の
意
見
を
参
考
に

す
る
な
ど
､
実
施
団
体
選
定
に
お
け
る
市
町

村
民
会
議
等
の
主
体
性
に
配
慮
す
る
こ
と
と

し
た
い
｡

ま
た
､
市
町
村
民
会
議
等
と
実
施
団
体
で

公
募
に
際
し
て
は
､
定
款
上
の
活
動
目
的

か
ら
N
PO
法
人
を
選
定
し
募
集
要
領
等
を

直
接
郵
送
し
て
い
る
ほ
か
､
新
聞
､
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
の
活
用
に
よ
り
広
く
周
知
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
今
後
は
､
本
県
独

自
の
｢ふ
く
し
ま
型
Ｕ
Ｄ
｣
に
対
す
る
一
層

の
理
解
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
､
事
業
効

果
の
向
上
に
向
け
他
部
局
と
の
連
携
強
化
を

図
る
な
ど
､
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

Ｕ
Ｄ
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
い
｡

本
事
業
は
､
平
成
17年
度
で
終
了
し
て
い

る
が
､
今
後
同
様
の
事
業
を
実
施
す
る
場
合

に
は
､
で
き
る
限
り
所
期
の
事
業
目
的
を
達

成
で
き
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
た
い
｡

今
後
､
N
PO
に
委
託
す
る
事
業
を
行
う

場
合
に
は
､
広
く
公
募
に
よ
り
選
定
を
行
っ

て
参
り
ま
す
｡
(県
中
建
設
事
務
所
)

地
域
特
性
等
に
精
通
し
､
地
域
活
動
団
体

と
行
政
と
の
連
携
や
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
や
豊
富
な
経
験
を
蓄
積
し
て
い
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
単
独
随
意
契

約
で
あ
っ
た
が
､
今
後
は
競
争
性
､
透
明
性

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
､
広
く
N
PO
を
公

募
し
､
本
業
務
に
適
し
た
N
PO
を
選
定
す

る
こ
と
と
す
る
｡
(い
わ
き
建
設
事
務
所
)
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⑥
県
民
運
動
推
進
事
業
(生
活
環
境
部
県

民
文
化
Ｇ
：
⑮
～
)

�
県
民
運
動
の
意
義
や
目
標
､
推
進
手
法

な
ど
を
よ
り
明
確
に
す
る
よ
う
見
直
す

と
と
も
に
､
N
PO
の
登
録
が
増
え
る

よ
う
さ
ら
に
啓
発
す
る
必
要
が
あ
る
｡

⑤
県
民
ふ
れ
あ
い
広
場
管
理
運
営
事
業

(生
活
環
境
部
県
民
文
化
Ｇ
：
⑬
～
)

�
当
委
託
先
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
､
運

営
の
自
由
度
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
受
託

者
の
採
算
努
力
の
余
地
を
確
保
し
な
が

ら
公
募
す
る
な
ど
､
透
明
性
の
確
保
を

一
層
高
め
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
｡

ま
た
､
事
業
の
達
成
度
を
判
断
す
る

た
め
に
も
､
適
切
な
成
果
指
標
を
設
定

し
て
進
行
管
理
し
て
い
く
と
と
も
に
､

費
用
対
効
果
を
含
め
た
総
合
的
評
価
を

行
う
べ
き
で
あ
る
｡

④
N
P
O
法
人
設
立
相
談
(生
活
環
境
部

県
民
文
化
Ｇ
：
⑰
)

�
相
談
件
数
が
少
な
く
､
効
率
性
の
観
点

か
ら
も
､
｢み
ら
い
工
房
｣
の
管
理
運

営
業
務
委
託
の
中
に
含
め
る
よ
う
改
善

す
る
必
要
が
あ
る
｡

③
う
つ
く
し
ま
夢
パ
レ
ッ
ト
事
業
(生
活

環
境
部
青
少
年
Ｇ
：
⑰
～
)

�
事
業
主
体
で
あ
る
市
町
村
民
会
議
等
が

主
体
的
に
実
施
団
体
を
選
定
し
､
よ
り

効
果
的
な
事
業
実
施
に
向
け
て
､
目
的

や
内
容
に
つ
い
て
一
層
の
理
解
､
協
力

を
得
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
｡

新
た
な
｢県
民
運
動
｣
に
つ
い
て
､
県
民

運
動
の
推
進
母
体
で
あ
る
｢“
う
つ
く
し
ま
､

ふ
く
し
ま
｡
”
県
民
運
動
推
進
会
議
｣
に
お

い
て
､
新
た
な
視
点
で
そ
の
あ
り
方
等
を
見

直
す
こ
と
と
し
て
い
る
｡

平
成
18年
度
か
ら
､
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
り
委
託
先
を
選
定
し
､
N
PO
の
協
働

事
業
へ
の
参
加
を
促
進
し
た
｡

な
お
､
当
該
事
業
は
､
平
成
18年
度
で
終

了
と
な
る
｡

当
該
業
務
は
､
平
成
18年

度
か
ら
､
｢み

ら
い
工
房
｣
の
管
理
運
営
業
務
委
託
の
委
託

仕
様
に
盛
り
込
ん
だ
｡

今
後
の
事
務
の
執
行
に
お
い
て
は
､
一
つ

の
市
町
村
民
会
議
等
か
ら
同
時
に
複
数
の
補

助
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
､
採
択
の
優
先

順
位
に
関
す
る
事
業
主
体
の
意
見
を
参
考
に

す
る
な
ど
､
実
施
団
体
選
定
に
お
け
る
市
町

村
民
会
議
等
の
主
体
性
に
配
慮
す
る
こ
と
と

し
た
い
｡

ま
た
､
市
町
村
民
会
議
等
と
実
施
団
体
で

あ
る
N
PO
法
人
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
､

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
状
況
に
応
じ
た
適
切

な
対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う
､
市
町
村
民
会
議

等
に
対
し
て
､
改
め
て
事
業
の
趣
旨
等
を
説

明
す
る
な
ど
､
一
層
の
働
き
か
け
を
す
る
こ

と
と
し
た
い
｡

⑩
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
賑
わ
い
創
出
促
進

事
業
(商
工
労
働
部
団
体
支
援
Ｇ
：
⑮
～
)

�
当
該
事
業
は
本
来
､
単
独
随
意
契
約
で

は
な
く
､
公
募
に
よ
る
企
画
コ
ン
ペ
の

実
施
な
ど
広
く
N
PO
等
団
体
の
参
入

機
会
の
確
保
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
｡

ま
た
､
福
島
市
の
｢ま
ち
の
駅
｣
委

託
事
業
と
の
関
連
か
ら
同
一
委
託
先
と

な
る
場
合
に
お
け
る
積
算
内
容
等
に
つ

い
て
の
調
整
を
図
り
､
よ
り
効
率
的
､

効
果
的
な
事
業
実
施
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
｡
な
お
､
事
業
目
標
を
明
確
化
し
､
コ

ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
施
設
運
営
連
絡
会
に

⑨
平
成
17年
度
福
島
県
授
産
事
業
振
興
会

助
成
事
業
(保
健
福
祉
部
障
が
い
者
支
援

Ｇ
：
⑦
～
)

�
当
該
事
業
の
補
助
根
拠
で
あ
る
要
綱
に

お
い
て
､
｢福
島
県
授
産
事
業
支
援
セ

ン
タ
ー
｣
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
､
補
助
対
象
経
費
を
明
確
に

す
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
｡

ま
た
､
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行

を
踏
ま
え
､
会
員
数
確
保
や
授
産
製
品

の
販
路
拡
大
等
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
､
補
助
先
団
体
で
､
独
自
Ｈ
Ｐ
の
立

ち
上
げ
等
に
よ
る
広
報
の
充
実
を
急
ぐ

よ
う
助
言
さ
れ
た
い
｡

⑦
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
実

施
業
務
委
託
(生
活
環
境
部
自
然
保
護
Ｇ
：

⑰
～
)

�
委
託
先
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
､
当
面
､

上
記
協
議
会
へ
委
託
す
る
か
､
あ
る
い

は
､
専
門
性
を
有
す
る
県
内
N
PO
等

団
体
へ
公
募
委
託
す
る
よ
う
見
直
す
と

と
も
に
､
将
来
は
､
民
間
団
体
主
催
で

県
が
支
援
す
る
形
態
を
検
討
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
｡

ま
た
､
委
託
料
に
お
い
て
､
受
講
料

の
使
途
先
や
人
件
費
及
び
報
償
費
積
算

単
価
の
根
拠
が
明
確
で
な
い
こ
と
か
ら
､

経
費
支
出
内
容
を
再
検
証
さ
れ
た
い
｡

当
該
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
､
平
成

18年
10月
か
ら
の
業
務
委
託
に
関
し
､
事
業

の
実
施
場
所
を
従
来
の
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

１
階
に
あ
る
福
島
市
の
｢ま
ち
の
駅
｣
か
ら
､

２
階
｢経
営
支
援
プ
ラ
ザ
｣
内
に
移
す
と
と

も
に
､
従
来
の
単
独
随
意
契
約
を
改
め
､
公

募
に
よ
る
企
画
コ
ン
ペ
で
委
託
先
を
選
考

(５
団
体
が
応
募
)
し
て
､
福
島
市
の
｢ま

ち
の
駅
｣
委
託
事
業
と
の
整
理
及
び
参
入
機

会
の
確
保
と
事
業
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
｡

今
後
は
､
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
施
設
運
営

連
絡
会
で
定
め
た
賑
わ
い
イ
ベ
ン
ト
実
施
要

綱
に
基
づ
き
､
効
果
的
な
事
業
実
施
を
行
う

｢福
島
県
授
産
事
業
振
興
会
助
成
補
助
金

交
付
要
綱
｣
に
つ
い
て
､
｢福
島
県
授
産
事

業
支
援
セ
ン
タ
ー
｣
の
位
置
付
け
及
び
補
助

対
象
経
費
が
明
確
に
な
る
よ
う
要
綱
の
改
正

を
検
討
し
た
い
｡

ま
た
､
補
助
先
で
あ
る
福
島
県
授
産
事
業

振
興
会
に
対
し
､
独
自
の
Ｈ
Ｐ
の
立
ち
上
げ

等
に
よ
る
広
報
の
充
実
に
つ
い
て
､
指
導
・

助
言
を
行
っ
た
｡

現
在
､
地
元
関
係
者
(観
光
協
会
､
商
工

会
､
地
元
有
志
等
)
に
よ
り
､
平
成
19年
度

当
初
の
設
立
を
目
標
に
｢裏
磐
梯
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
会
(仮
称
)｣
の
設
立
に
向
け
た

準
備
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
､
こ
の
協
会

(N
PO
法
人
登
録
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
｡)

へ
の
委
託
を
含
め
､
検
討
す
る
こ
と
と
し
た

い
｡ま
た
､
経
費
の
内
訳
に
つ
い
て
は
､
委
託

先
に
経
費
支
出
明
細
の
提
出
を
求
め
る
な
ど
､

適
正
な
積
算
根
拠
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
と

し
た
い
｡
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⑫
首
都
圏
販
売
動
向
及
び
流
動
経
路
調
査

業
務
(商
工
労
働
部
県
産
品
振
興
Ｇ
：
⑰
)

�
調
査
委
託
に
当
た
っ
て
は
､
委
託
側
の

目
的
や
意
向
等
を
十
分
に
説
明
し
､
必

要
に
応
じ
た
処
理
状
況
の
報
告
や
情
報

交
換
を
行
う
な
ど
の
進
行
管
理
に
努
め
､

所
期
の
事
業
目
的
を
達
成
す
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
｡

⑪
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
[起
業
支
援

室
]
運
営
事
業
(商
工
労
働
部
産
業
創
出

Ｇ
：
⑮
～
)

�
費
用
対
効
果
面
に
つ
い
て
は
中
長
期
的

に
評
価
す
る
必
要
は
あ
る
が
､
常
時
空

き
室
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
､
入
退
居

要
件
な
ど
そ
の
要
因
を
調
査
分
析
の
上
､

空
き
室
の
解
消
に
努
め
ら
れ
た
い
｡

実
施
な
ど
広
く
N
PO
等
団
体
の
参
入

機
会
の
確
保
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
｡

ま
た
､
福
島
市
の
｢ま
ち
の
駅
｣
委

託
事
業
と
の
関
連
か
ら
同
一
委
託
先
と

な
る
場
合
に
お
け
る
積
算
内
容
等
に
つ

い
て
の
調
整
を
図
り
､
よ
り
効
率
的
､

効
果
的
な
事
業
実
施
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
｡
な
お
､
事
業
目
標
を
明
確
化
し
､
コ

ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
施
設
運
営
連
絡
会
に

よ
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
活
用
す
べ
き
で

あ
る
｡

今
後
調
査
委
託
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て

は
､
委
託
側
の
目
的
や
意
向
等
を
十
分
に
説

明
し
､
契
約
内
容
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
持

つ
こ
と
と
し
､
必
要
に
応
じ
て
処
理
状
況
の

報
告
や
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
事
業
の
進
捗

状
況
を
確
認
し
て
､
進
行
管
理
に
努
る
こ
と

に
よ
り
､
所
期
の
事
業
目
的
を
達
成
す
る
よ

う
に
す
る
｡

平
成
15年
７
月
の
オ
ー
プ
ン
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
､
２
年
間
の
入
居
期
限
に
達
し
た
共

同
利
用
室
入
居
者
の
卒
業
が
集
中
し
た
こ
と

や
､
そ
れ
に
応
じ
た
入
居
適
格
者
の
応
募
が

少
な
か
っ
た
こ
と
､
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
新

た
な
広
報
策
が
十
分
浸
透
し
な
か
っ
た
こ
と

等
を
要
因
と
し
て
､
平
成
17年
度
の
入
居
率

は
､
前
年
度
に
比
べ
低
下
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
｡

こ
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
平
成
18年
度
か

ら
は
､
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
､
よ
り

効
果
的
な
入
居
に
関
す
る
広
報
策
を
次
の
と

お
り
推
進
し
､
そ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
｡

１
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
に
相
談
の
あ
っ

た
入
居
希
望
者
へ
の
ア
イ
デ
ア
や
事
業
プ

ラ
ン
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
う
事
前

相
談
を
実
施
し
た
｡

２
募
集
に
当
た
り
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
を

重
点
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
｡

３
指
定
管
理
者
と
連
携
し
､
各
団
体
に
対

し
積
極
的
な
広
報
を
依
頼
し
た
｡

以
上
の
取
組
み
に
よ
り
､
平
成
19年
２
月

１
日
現
在
の
入
居
者
は
17室
中
15室
と
な
っ

て
い
る
｡

１
階
に
あ
る
福
島
市
の
｢ま
ち
の
駅
｣
か
ら
､

２
階
｢経
営
支
援
プ
ラ
ザ
｣
内
に
移
す
と
と

も
に
､
従
来
の
単
独
随
意
契
約
を
改
め
､
公

募
に
よ
る
企
画
コ
ン
ペ
で
委
託
先
を
選
考

(５
団
体
が
応
募
)
し
て
､
福
島
市
の
｢ま

ち
の
駅
｣
委
託
事
業
と
の
整
理
及
び
参
入
機

会
の
確
保
と
事
業
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
｡

今
後
は
､
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
施
設
運
営

連
絡
会
で
定
め
た
賑
わ
い
イ
ベ
ン
ト
実
施
要

綱
に
基
づ
き
､
効
果
的
な
事
業
実
施
を
行
う

と
と
も
に
､
施
設
運
営
連
絡
会
に
お
い
て
､

実
施
状
況
等
の
確
認
と
支
援
を
行
っ
て
い
く
｡

⑥
音
楽
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ま
ち
づ
く
り

活
性
化
事
業
(県
中
地
方
振
興
局
：
⑮
～

⑰
)

�
教
育
委
員
会
の
｢後
援
｣
に
加
え
､
各

学
校
レ
ベ
ル
の
理
解
を
得
る
方
法
を
講

じ
る
な
ど
､
地
域
づ
く
り
と
し
て
の
効

果
を
一
層
高
め
る
推
進
方
法
に
つ
い
て

助
言
す
べ
き
で
あ
る
｡

ま
た
､
障
が
い
者
を
含
め
た
合
同
練

習
の
参
加
者
数
等
に
つ
い
て
も
､
成
果

や
効
果
面
を
適
正
に
評
価
し
て
お
く
べ

き
で
あ
る
｡

④
う
つ
く
し
ま
民
族
継
承
事
業
(県
中
地

方
振
興
局
：
⑰
～
)

�
成
果
品
(D
VD
)
活
用
度
向
上
の
観

点
か
ら
､
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
さ

ら
に
図
る
な
ど
､
地
域
づ
く
り
事
業
と

し
て
の
事
業
効
果
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

て
い
く
よ
う
助
言
さ
れ
た
い
｡

�
出
先
機
関

③
｢福
島
空
港
地
域
ふ
れ
あ
い
広
場
｣
～

心
の
ふ
れ
あ
い
事
業
～
(県
中
地
方
振
興

局
：
⑮
～
⑰
)

�
N
PO
単
独
の
補
助
先
と
な
っ
て
い
る

が
､
事
業
の
目
的
及
び
効
率
性
・
効
果

性
の
観
点
か
ら
､
で
き
る
だ
け
統
一
し

た
推
進
母
体
で
実
施
す
る
よ
う
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
｡

⑫
首
都
圏
販
売
動
向
及
び
流
動
経
路
調
査

業
務
(商
工
労
働
部
県
産
品
振
興
Ｇ
：
⑰
)

�
調
査
委
託
に
当
た
っ
て
は
､
委
託
側
の

目
的
や
意
向
等
を
十
分
に
説
明
し
､
必

要
に
応
じ
た
処
理
状
況
の
報
告
や
情
報

交
換
を
行
う
な
ど
の
進
行
管
理
に
努
め
､

所
期
の
事
業
目
的
を
達
成
す
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
｡

⑥
当
該
事
業
に
つ
い
て
は
18年
度
で
補
助

事
業
は
終
了
す
る
が
､
今
後
同
様
の
事
業

を
実
施
す
る
場
合
に
は
､
関
係
団
体
の
後

援
な
ど
地
域
づ
く
り
と
し
て
の
効
果
を
一

層
高
め
る
推
進
方
法
に
つ
い
て
助
言
す
る

こ
と
と
し
た
｡

ま
た
､
事
業
の
評
価
は
｢事
業
の
目
標

達
成
度
を
把
握
す
る
た
め
の
指
標
名
及
び

数
値
｣
を
事
前
に
設
定
す
る
際
に
成
果
や

効
果
面
を
よ
り
適
正
に
反
映
で
き
る
よ
う

そ
の
指
標
・
数
値
の
設
定
に
つ
い
て
指
導

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
｡

④
活
用
度
向
上
を
図
る
た
め
､
各
市
町
村

教
育
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
総
合
学
習

等
で
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
､
事
前
に

調
整
等
を
行
う
な
ど
助
言
す
る
こ
と
と
し

た
｡

③
地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
は
､
各
地

域
づ
く
り
団
体
が
主
体
的
に
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
む
活
動
に
つ
い
て
補
助
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
が
､
今
後
の
事
業
採
択
に

あ
た
っ
て
は
事
業
の
目
的
が
同
一
の
も
の

で
､
そ
の
事
業
の
効
率
性
・
効
果
性
の
観

点
か
ら
､
統
一
し
た
推
進
母
体
で
実
施
し

た
方
が
よ
い
と
判
断
で
き
る
も
の
に
つ
い

て
は
､
統
一
し
た
推
進
母
体
で
の
実
施
に

つ
い
て
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
と
し
た
｡

今
後
調
査
委
託
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て

は
､
委
託
側
の
目
的
や
意
向
等
を
十
分
に
説

明
し
､
契
約
内
容
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
持

つ
こ
と
と
し
､
必
要
に
応
じ
て
処
理
状
況
の

報
告
や
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
事
業
の
進
捗

状
況
を
確
認
し
て
､
進
行
管
理
に
努
る
こ
と

に
よ
り
､
所
期
の
事
業
目
的
を
達
成
す
る
よ

う
に
す
る
｡
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⑪
悩
む
親
と
子
の
救
済
事
業
(南
会
津
地

方
振
興
局
：
⑰
)

�
事
業
内
容
の
性
格
や
対
象
者
等
を
考
慮

す
る
と
､
当
該
N
PO
単
独
で
対
応
す

る
の
で
は
な
く
､
保
健
福
祉
事
務
所
や

県
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ
､
県
授
産

事
業
振
興
会
な
ど
と
の
チ
ー
ム
連
携
で

⑨
芸
術
文
化
活
動
支
援
事
業
(会
津
地
方

振
興
局
：
⑮
～
⑰
)

�
｢邦
楽
｣
を
通
し
て
会
津
地
域
に
お
け

る
音
楽
教
育
の
貴
重
な
機
会
提
供
を
行

う
目
的
か
ら
､
音
楽
機
会
に
恵
ま
れ
な

い
郡
部
の
小
中
学
校
へ
の
活
動
範
囲
を

さ
ら
に
拡
大
す
る
よ
う
見
直
し
て
行
く

べ
き
で
あ
る
｡

ま
た
､
採
択
に
あ
た
っ
て
は
個
々
の

学
校
現
場
の
理
解
を
得
る
た
め
､
教
育

事
務
所
や
学
校
等
を
含
め
た
連
絡
組
織

等
を
活
用
す
る
な
ど
の
対
応
を
助
言
す

べ
き
で
あ
る
｡

⑧
ふ
る
さ
と
思
い
出
作
り
事
業
(県
南
地

方
振
興
局
：
⑰
)

�
事
業
計
画
の
継
続
性
を
含
め
た
成
果
検

証
を
十
分
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
｡

助
言
す
べ
き
で
あ
る
｡

ま
た
､
障
が
い
者
を
含
め
た
合
同
練

習
の
参
加
者
数
等
に
つ
い
て
も
､
成
果

や
効
果
面
を
適
正
に
評
価
し
て
お
く
べ

き
で
あ
る
｡

今
後
は
､
事
業
内
容
の
性
格
や
対
象
者
等

を
考
慮
し
､
必
要
が
あ
れ
ば
N
PO
単
独
で

の
対
応
で
は
な
く
､
県
関
係
機
関
等
と
協
議

し
､
チ
ー
ム
連
携
で
の
対
応
と
し
て
い
き
た

い
｡ 当
振
興
局
で
は
､
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

事
業
(現
：
地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業

(サ
ポ
ー
ト
事
業
))
に
お
け
る
採
択
事
業
に

対
し
て
､
必
要
と
思
わ
れ
る
支
援
(広
報
､

関
係
機
関
へ
の
周
知
等
)
を
適
宜
行
っ
て
い

る
が
､
指
摘
の
あ
っ
た
事
業
に
つ
い
て
は
､

実
施
期
間
中
に
採
択
団
体
か
ら
の
協
力
要
請

等
が
な
く
､
結
果
と
し
て
実
施
範
囲
が
限
定

さ
れ
て
し
ま
っ
た
｡

今
後
は
採
択
さ
れ
た
団
体
に
対
し
て
､
行

政
機
関
の
協
力
が
必
要
な
場
合
は
当
振
興
局

と
調
整
す
る
よ
う
周
知
し
､
事
業
の
実
施
効

果
の
向
上
を
図
り
た
い
｡

地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
は
､

原
則
と
し
て
単
年
度
と
し
て
終
了
す
る
も
の

で
あ
る
と
し
て
お
り
､
当
該
事
業
は
事
業
計

画
当
初
か
ら
補
助
事
業
は
単
年
度
で
終
了
し
､

補
助
事
業
終
了
後
は
､
N
PO
法
人
独
自
の

活
動
に
よ
り
､
森
林
環
境
保
護
等
の
活
動
を

行
う
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
｡
当
該
事
業

を
実
施
し
た
N
PO
法
人
に
よ
る
と
､
平
成
1

8年
度
に
お
い
て
も
森
林
環
境
保
護
等
に
資

す
る
た
め
､
郡
山
市
及
び
西
郷
村
に
お
い
て
､

間
伐
作
業
や
植
林
作
業
を
実
施
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
｡

今
後
と
も
､
事
業
計
画
の
事
前
検
証
の
更

な
る
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
､
事
業
実

施
主
体
か
ら
提
出
さ
れ
る
事
業
成
果
調
査
の

詳
細
な
検
証
や
成
果
発
表
会
の
充
実
を
図
る

な
ど
､
事
業
終
了
後
の
成
果
検
証
の
強
化
を

図
る
こ
と
と
し
た
い
｡

ま
た
､
事
業
の
評
価
は
｢事
業
の
目
標

達
成
度
を
把
握
す
る
た
め
の
指
標
名
及
び

数
値
｣
を
事
前
に
設
定
す
る
際
に
成
果
や

効
果
面
を
よ
り
適
正
に
反
映
で
き
る
よ
う

そ
の
指
標
・
数
値
の
設
定
に
つ
い
て
指
導

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
｡

４
N
P
O
と
の
連
携
(協
働
)
の
推
進
状
況

～
監
査
結
果
及
び
所
見
(県
民
文
化
Ｇ
)

１
～
３
の
監
査
結
果
等
を
踏
ま
え
､
監
査
の

観
点
｢N
PO
と
の
連
携
(協
働
)
関
係
｣
か

ら
､
本
県
に
お
け
る
｢N
PO
と
の
連
携
(協

働
)
の
推
進
状
況
｣
を
各
連
携
事
業
を
通
し
て

検
証
し
た
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
｡

⑭
相
双
耕
す
ネ
ッ
ト
事
業
(相
双
地
方
振

興
局
：
⑰
～
)

�
事
業
目
的
の
重
要
性
等
か
ら
､
参
加
対

象
者
の
範
囲
を
含
め
､
遊
休
農
地
を
活

用
し
た
事
業
展
開
を
さ
ら
に
事
業
計
画

の
着
実
な
実
現
に
向
け
て
､
適
切
な
助

言
を
行
う
な
ど
の
一
層
の
支
援
に
努
め

ら
れ
た
い
｡

⑫
定
住
促
進
､
田
舎
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
事

業
(南
会
津
地
方
振
興
局
：
⑰
)

�
N
PO
の
特
性
等
を
生
か
し
た
事
業
効

果
の
観
点
に
立
ち
､
事
業
実
施
時
期
の

見
直
し
を
は
じ
め
､
定
住
条
件
な
ど
を

事
前
調
査
し
､
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た

段
階
的
な
推
進
手
法
を
導
入
し
て
い
く

よ
う
努
め
ら
れ
た
い
｡

ま
た
､
今
後
取
り
組
む
｢空
き
家
｣

対
策
に
お
い
て
は
､
家
主
側
か
ら
の
信

頼
性
確
保
等
の
た
め
県
関
係
機
関
や
地

元
町
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
る
な
ど
､

事
業
ス
キ
ー
ム
全
体
の
再
構
築
に
十
分

配
慮
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
｡

⑪
悩
む
親
と
子
の
救
済
事
業
(南
会
津
地

方
振
興
局
：
⑰
)

�
事
業
内
容
の
性
格
や
対
象
者
等
を
考
慮

す
る
と
､
当
該
N
PO
単
独
で
対
応
す

る
の
で
は
な
く
､
保
健
福
祉
事
務
所
や

県
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ
､
県
授
産

事
業
振
興
会
な
ど
と
の
チ
ー
ム
連
携
で

の
対
応
に
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
｡

こ
れ
ま
で
も
事
業
計
画
に
対
す
る
助
言
等

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
､
計
画
の
着
実
な
実

現
に
向
け
て
､
今
後
も
必
要
に
応
じ
､
適
切

な
助
言
を
行
う
な
ど
の
支
援
に
努
め
ま
す
｡

今
後
は
､
N
PO
の
特
性
等
を
生
か
せ
る

よ
う
に
､
事
業
内
容
を
十
分
に
事
前
調
査
し
､

効
果
的
な
事
業
の
推
進
手
法
を
検
討
す
る
と

と
も
に
､
県
関
係
機
関
を
始
め
､
地
元
町
村

と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
､
事
業
ス
キ
ー
ム

を
構
築
し
て
い
き
た
い
｡

今
後
は
､
事
業
内
容
の
性
格
や
対
象
者
等

を
考
慮
し
､
必
要
が
あ
れ
ば
N
PO
単
独
で

の
対
応
で
は
な
く
､
県
関
係
機
関
等
と
協
議

し
､
チ
ー
ム
連
携
で
の
対
応
と
し
て
い
き
た

い
｡
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１
連
携
(協
働
)
事
業
の
推
進
が
積
極
的
に

検
討
さ
れ
て

い
る
か
｡

①
指
針
及
び
手
引

�
協
働
の
指
針
は
､
支
援
策
部
分
を
除
く

連
携
(協
働
)
事
業
に
つ
い
て
連
携
領

域
の
明
確
化
に
伴
う
ル
ー
ル
化
や
施
策

展
開
に
つ
い
て
の
表
明
・
方
向
性
が
弱

く
､
具
体
的
な
行
動
計
画
(ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
)
が
未
策
定
で
あ
る
｡
(※

平
成
18年
度
内
策
定
計
画
あ
り
｡
)

�
協
働
の
手
引
の
内
容
が
実
務
性
に
乏
し

い
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
｡

�
連
携
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
､
手
引
の

活
用
が
図
ら
れ
て
い
な
い
｡

②
政
策
の
各
プ
ロ
セ
ス
へ
の
参
画

�
本
来
は
､
企
画
段
階
か
ら
の
参
画
が
望

ま
し
い
が
､
こ
れ
ら
に
よ
ら
な
い
ケ
ー

ス
が
､
特
に
委
託
事
業
な
ど
に
お
い
て

認
め
ら
れ
た
｡

③
連
携
(協
働
)
の
推
進
分
野

�
保
健
福
祉
､
農
林
及
び
土
木
の
各
分
野

を
中
心
に
､
特
に
出
先
機
関
段
階
で
の

連
携
(協
働
)
が
進
ん
で
い
な
い
傾
向

が
伺
わ
れ
る
｡

�
子
育
て
支
援
等
保
健
福
祉
分
野
で
は
､

広
報
等
を
含
め
た
連
携
を
推
進
す
る
余

地
が
あ
る
｡

(改
善
又
は
検
討
を
要
す
る
事
項
)

①
協
働
の
指
針
に
つ
い
て
､
特
に
施
策
が

実
現
で
き
る
よ
う
な
具
体
的
な
指
針
を
盛

り
込
む
よ
う
検
討
す
る
と
と
も
に
､
今
後
､

N
PO
と
の
連
携
(協
働
)
を
さ
ら
に
推

進
す
る
た
め
に
は
､
指
針
を
具
体
化
す
る

｢行
動
計
画
(ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
)｣
の

策
定
が
必
要
で
あ
る
｡

②
連
携
(協
働
)
に
相
応
し
い
事
業
を
関

係
部
局
に
検
討
さ
せ
､
そ
の
実
施
状
況
を

検
証
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
と

と
も
に
､
毎
年
定
期
的
に
専
門
家
や
N
P

O
等
の
助
言
を
得
な
が
ら
推
進
す
る
よ
う

検
討
す
べ
き
で
あ
る
｡

①
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
平
成
19年

２
月
に
策
定
し
た
｡

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
､
現
行
の
｢手
引

き
｣
を
発
展
さ
せ
､
協
働
推
進
の
た
め
の

具
体
的
な
方
策
や
協
働
の
ル
ー
ル
を
提
示

し
た
｡
協
働
の
指
針
に
つ
い
て
は
､
今
後
､
社

会
ニ
ー
ズ
等
を
み
た
上
で
改
訂
等
を
検
討

す
る
｡

②
庁
内
に
お
い
て
は
､
従
来
設
置
し
て
き

た
｢ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
N
PO
活
動
促
進
庁

内
連
絡
調
整
会
議
｣
を
発
展
さ
せ
､
N
P

O
と
県
と
の
協
働
を
全
庁
的
に
推
進
し
､

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
及
び
進

行
管
理
を
行
う
､
｢N
PO
と
県
と
の
協
働

２
適
切
な
相
手
方
と
効
率
的
で
効
果
的
な
連

携
形
態
と
な
っ
て
い
る
か
｡

①
参
入
機
会
及
び
競
争
性
の
確
保

�
委
託
先
等
の
選
定
過
程
に
つ
い
て
､
競

争
性
に
欠
け
透
明
性
の
確
保
が
十
分
で

な
い
｡

�
特
定
の
N
PO
に
事
業
が
集
中
し
て
い

る
事
例
が
み
ら
れ
､
公
平
性
へ
の
配
慮

も
欠
け
て
い
る
｡

�
選
択
に
際
し
て
､
各
N
PO
の
得
意
分

野
や
実
績
等
の
情
報
が
不
足
し
て
い
る
｡

②
協
働
の
形
態

�
目
的
の
共
有
や
企
画
段
階
か
ら
の
連
携

を
行
う
本
来
の
意
味
の
｢協
働
｣
事
業

が
少
な
い
｡

�
｢共
催
｣
｢事
業
協
力
｣
｢情
報
交
換
提

供
｣
の
連
携
形
態
は
少
な
い
｡

�
連
携
形
態
や
連
携
先
を
見
直
す
必
要
の

あ
る
事
業
が
散
見
さ
れ
た
｡

③
連
携
の
具
体
的
方
法

�
人
材
育
成
関
係
委
託
事
業
等
に
お
い
て

は
､
N
PO
支
援
の
観
点
か
ら
､
委
託

先
を
分
割
し
た
方
が
効
果
的
と
み
ら
れ

る
事
例
が
あ
っ
た
｡

�
N
PO
の
自
立
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
は
､

特
に
補
助
事
業
終
了
後
も
N
PO
が
継

続
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
､
活
動
環
境

の
整
備
(税
制
や
融
資
制
度
等
)
に
努

め
る
べ
き
で
あ
る
｡

�
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
は
､
N

PO
支
援
の
趣
旨
が
優
先
さ
れ
事
業
目

｢行
動
計
画
(ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
)｣
の

策
定
が
必
要
で
あ
る
｡

②
連
携
(協
働
)
に
相
応
し
い
事
業
を
関

係
部
局
に
検
討
さ
せ
､
そ
の
実
施
状
況
を

検
証
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
と

と
も
に
､
毎
年
定
期
的
に
専
門
家
や
N
P

O
等
の
助
言
を
得
な
が
ら
推
進
す
る
よ
う

検
討
す
べ
き
で
あ
る
｡

し
た
｡
協
働
の
指
針
に
つ
い
て
は
､
今
後
､
社

会
ニ
ー
ズ
等
を
み
た
上
で
改
訂
等
を
検
討

す
る
｡

②
庁
内
に
お
い
て
は
､
従
来
設
置
し
て
き

た
｢ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
N
PO
活
動
促
進
庁

内
連
絡
調
整
会
議
｣
を
発
展
さ
せ
､
N
P

O
と
県
と
の
協
働
を
全
庁
的
に
推
進
し
､

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
及
び
進

行
管
理
を
行
う
､
｢N
PO
と
県
と
の
協
働

推
進
庁
内
連
携
会
議
｣
(以
下
｢連
携
会

議
｣
と
い
う
｡
)
を
設
置
し
た
｡

ま
た
､
有
識
者
や
N
PO
も
交
え
て
､
N

PO
と
県
と
の
今
後
の
協
働
の
さ
ら
な
る

推
進
に
つ
い
て
議
論
す
る
会
議
の
設
置
に

つ
い
て
は
､
今
後
検
討
し
て
い
く
｡
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３
連
携
(協
働
)
事
業
の
目
的
､
役
割
分
担
､

責
任
の
所
在
等
は
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
｡

①
目
的
の
共
有

�
安
価
に
委
託
で
き
る
相
手
先
､
あ
る
い

は
地
域
課
題
へ
の
取
組
み
団
体
と
い
っ

た
､
誤
解
や
過
剰
意
識
が
一
部
み
ら
れ

る
｡

�
地
域
課
題
の
共
有
に
つ
い
て
は
､
事
業

展
開
に
当
た
っ
て
配
慮
は
伺
わ
れ
な
か
っ

た
｡
事
業
目
的
・
内
容
の
中
に
､
行
政
が
関

は
､
N
PO
支
援
の
観
点
か
ら
､
委
託

先
を
分
割
し
た
方
が
効
果
的
と
み
ら
れ

る
事
例
が
あ
っ
た
｡

�
N
PO
の
自
立
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
は
､

特
に
補
助
事
業
終
了
後
も
N
PO
が
継

続
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
､
活
動
環
境

の
整
備
(税
制
や
融
資
制
度
等
)
に
努

め
る
べ
き
で
あ
る
｡

�
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
は
､
N

PO
支
援
の
趣
旨
が
優
先
さ
れ
事
業
目

的
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
る
｡

�
｢後
援
｣
事
業
で
は
､
承
認
行
為
後
の

実
施
状
況
把
握
が
さ
れ
て
い
な
い
事
例

が
見
ら
れ
た
｡

(改
善
又
は
検
討
を
要
す
る
事
項
)

①
各
N
PO
の
得
意
分
野
や
実
績
等
の
情

報
を
提
供
､
公
開
す
る
よ
う
努
め
る
べ
き

で
あ
る
｡

②
で
き
る
限
り
企
画
コ
ン
ペ
等
に
よ
る
公

募
を
行
い
､
連
携
先
N
PO
の
選
定
に
関

す
る
透
明
性
の
確
保
に
努
め
る
よ
う
説
明

責
任
原
則
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
｡

③
通
常
の
外
部
委
託
と
異
な
る
N
PO
と

の
｢協
働
｣
に
よ
る
委
託
等
に
お
い
て
は
､

協
働
事
業
に
お
け
る
課
題
や
目
的
(成
果
､

評
価
を
含
む
｡
)
の
共
有
､
N
PO
に
よ

る
提
案
や
成
果
の
評
価
手
続
の
整
備
等
を

行
い
､
協
働
に
係
る
ル
ー
ル
を
一
層
明
確

化
さ
れ
た
い
｡

④
｢委
託
｣
｢補
助
｣
以
外
の
連
携
形
態

を
一
層
活
用
す
る
よ
う
関
係
部
局
を
指
導

さ
れ
た
い
｡

①
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
N
PO
関
連
ペ
ー

ジ
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
､
広
報
紙
に

よ
る
協
働
に
関
す
る
情
報
提
供
に
も
努
め

て
い
く
｡

②
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
､

N
PO
と
の
契
約
に
つ
い
て
は
､
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
る
公
募
が
適
当
で
あ
り
､

理
由
を
示
す
等
の
条
件
付
で
単
独
随
意
契

約
の
場
合
も
あ
る
と
し
て
い
る
｡

③
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
｢協
働
の

ル
ー
ル
｣
を
明
記
し
て
お
り
､
連
携
会
議

等
を
通
じ
て
全
庁
的
な
浸
透
を
図
っ
て
い

く
｡な
お
､
評
価
シ
ス
テ
ム
(協
働
事
業
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
)
に
つ
い
て
は
､

モ
デ
ル
的
に
実
施
・
検
証
し
た
上
で
､
シ

ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
い
｡

④
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
代
表
的
な

協
働
の
形
態
を
例
示
し
て
お
り
､
連
携
会

議
等
を
通
じ
て
全
庁
的
な
浸
透
を
図
っ
て

い
く
｡

責
任
の
所
在
等
は
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
｡

①
目
的
の
共
有

�
安
価
に
委
託
で
き
る
相
手
先
､
あ
る
い

は
地
域
課
題
へ
の
取
組
み
団
体
と
い
っ

た
､
誤
解
や
過
剰
意
識
が
一
部
み
ら
れ

る
｡

�
地
域
課
題
の
共
有
に
つ
い
て
は
､
事
業

展
開
に
当
た
っ
て
配
慮
は
伺
わ
れ
な
か
っ

た
｡

�
事
業
目
的
・
内
容
の
中
に
､
行
政
が
関

与
し
た
N
PO
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を

委
託
し
て
い
る
事
例
が
あ
っ
た
｡

②
実
施
段
階
の
役
割
分
担

�
｢協
議
会
｣
｢委
員
会
｣
形
態
の
場
合
､

責
任
の
所
在
や
役
割
分
担
が
明
確
で
な

い
事
例
が
あ
っ
た
｡

�
事
業
目
的
や
課
題
に
関
し
て
､
単
独
N

PO
が
取
り
組
む
に
は
限
界
が
あ
る
事

例
が
散
見
さ
れ
た
が
､
特
に
学
校
関
係

な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
が

少
な
い
｡

�
委
託
や
補
助
事
業
の
開
始
時
期
が
遅
れ

気
味
で
あ
る
｡

�
公
益
信
託
に
お
い
て
､
助
成
金
の
返
還

等
事
例
が
あ
る
た
め
､
受
託
先
に
お
い

て
適
切
な
進
行
管
理
が
必
要
で
あ
る
｡

�
事
業
実
績
等
の
N
PO
関
連
情
報
の
提

供
､
事
業
終
了
後
の
情
報
提
供
等
の
フ
ォ

ロ
ー
が
な
い
｡

�
広
報
や
啓
発
・
普
及
面
で
は
Ｈ
Ｐ
の
立

ち
上
げ
を
含
め
さ
ら
に
支
援
す
る
余
地

が
み
ら
れ
る
｡

③
契
約
・
協
定
内
容

�
守
秘
義
務
関
係
に
つ
い
て
は
､
概
ね
適

正
で
あ
っ
た
｡

�
成
果
品
の
帰
属
・
著
作
権
や
利
用
権
､

公
表
関
係
､
瑕
疵
担
保
責
任
関
係
に
つ

い
て
は
､
委
託
契
約
書
や
協
定
､
仕
様

書
の
様
式
が
不
十
分
と
な
っ
て
い
る
｡

�
指
定
管
理
者
制
度
の
N
PO
と
の
協
定

に
お
い
て
は
､
成
果
指
標
の
設
定
な
ど

サ
ー
ビ
ス
の
質
的
確
保
へ
の
配
慮
が
不

足
し
て
い
る
｡

�
契
約
や
協
定
の
中
に
､
評
価
や
広
報
等

役
割
分
担
に
関
す
る
規
定
が
な
い
｡
創

意
工
夫
等
の
余
地
が
少
な
い
｡

(改
善
又
は
検
討
事
項
)

①
自
発
的
な
社
会
貢
献
活
動
な
ど
､
N
P

O
法
の
精
神
に
基
づ
く
政
策
推
進
や
地
域
①

N
PO
と
行
政
と
の
意
見
交
換
会
を
開
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４
81連
携
(協
働
)
事
業
の
評
価
､
反
映
を

十
分
に
行
っ
て
い
る
か
｡

①
自
己
評
価
・
相
互
評
価

�
連
携
し
た
事
業
は
､
連
携
先
N
PO
の

持
つ
特
性
や
専
門
性
､
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
を
生
か
し
て
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

い
た
｡

�
目
標
設
定
や
成
果
評
価
が
十
分
に
行
わ

れ
て
い
な
い
｡

�
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
(補
助
事

業
)
は
｢実
績
書
｣
が
あ
る
が
､
行
政

評
価
シ
ー
ト
が
県
全
体
の
評
価
と
な
っ

て
お
り
､
十
分
な
評
価
が
行
わ
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
｡

�
手
引
に
あ
る
｢協
働
事
業
評
価
シ
ー
ト
｣

の
活
用
や
相
互
評
価
が
行
わ
れ
て
い
な

い
｡

�
各
事
業
毎
の
課
題
は
担
当
レ
ベ
ル
で
は

概
ね
認
識
さ
れ
て
い
る
が
､
調
査
票
等

に
は
一
部
の
み
記
載
さ
れ
て
い
た
｡

�
連
携
事
業
に
係
る
実
施
状
況
等
の
現
場

把
握
が
不
足
し
て
い
る
｡

②
事
業
の
情
報
公
開
性

指
定
管
理
者
制
度
の
N
PO
と
の
協
定

に
お
い
て
は
､
成
果
指
標
の
設
定
な
ど

サ
ー
ビ
ス
の
質
的
確
保
へ
の
配
慮
が
不

足
し
て
い
る
｡

�
契
約
や
協
定
の
中
に
､
評
価
や
広
報
等

役
割
分
担
に
関
す
る
規
定
が
な
い
｡
創

意
工
夫
等
の
余
地
が
少
な
い
｡

(改
善
又
は
検
討
事
項
)

①
自
発
的
な
社
会
貢
献
活
動
な
ど
､
N
P

O
法
の
精
神
に
基
づ
く
政
策
推
進
や
地
域

課
題
の
共
有
に
つ
い
て
､
行
政
機
関
内
外

に
わ
た
り
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
必
要

が
あ
る
｡

②
実
施
段
階
に
お
い
て
は
､
N
PO
側
の

ニ
ー
ズ
を
よ
く
把
握
す
る
と
と
も
に
､
広

報
支
援
や
進
行
管
理
面
な
ど
事
前
に
適
切

な
役
割
分
担
を
行
う
よ
う
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
｡

ま
た
､
関
係
機
関
・
団
体
と
N
PO
が

十
分
連
携
調
整
を
行
い
な
が
ら
事
業
を
展

開
し
て
い
け
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
｡

③
N
PO
の
自
立
性
に
配
慮
し
た
｢協
働
｣

に
相
応
し
い
契
約
等
様
式
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
｡

①
N
PO
と
行
政
と
の
意
見
交
換
会
を
開

催
す
る
な
ど
､
相
互
の
情
報
の
共
有
化
を

図
っ
て
い
く
｡

ま
た
､
よ
り
住
民
に
近
い
地
方
振
興
局

や
市
町
村
と
の
連
携
に
努
め
､
協
働
事
業

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
｡

②
連
携
会
議
等
を
活
用
し
､
受
委
託
相
互

の
適
切
な
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
よ
う

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
｡

ま
た
､
N
PO
活
動
に
関
す
る
情
報
提

供
や
各
種
相
談
対
応
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等

に
つ
い
て
支
援
す
る
と
と
も
に
､
中
間
支

援
N
PO
の
支
援
に
努
め
て
い
く
｡

③
事
業
及
び
協
働
形
態
等
に
よ
り
､
契
約

事
項
は
様
々
で
あ
る
の
で
､
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
対
応
し
て
い
く
｡

第
５
N
P
O
の
活
動
環
境
等
と
推
進
体
制

２
所
見
(改
善
又
は
検
討
を
要
す
る
事
項
：

県
民
文
化
Ｇ
)

�
組
織
基
盤
の
強
化
・
活
動
環
境
の
整
備

今
後
､
以
下
の
諸
点
を
中
心
に
､
N
PO

の
組
織
基
盤
の
強
化
及
び
活
動
環
境
の
整
備

に
向
け
た
一
層
の
支
援
措
置
を
講
じ
て
い
く

必
要
が
あ
る
｡

①
毎
年
実
施
し
て
い
る
実
態
調
査
に
つ
い

て
は
､
ニ
ー
ズ
把
握
が
十
分
で
な
い
の
で
､

事
業
実
施
機
関
等
を
通
じ
常
時
ニ
ー
ズ
把

握
を
行
う
な
ど
の
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ

る
｡ る
と
は
言
え
な
い
｡

�
手
引
に
あ
る
｢協
働
事
業
評
価
シ
ー
ト
｣

の
活
用
や
相
互
評
価
が
行
わ
れ
て
い
な

い
｡

�
各
事
業
毎
の
課
題
は
担
当
レ
ベ
ル
で
は

概
ね
認
識
さ
れ
て
い
る
が
､
調
査
票
等

に
は
一
部
の
み
記
載
さ
れ
て
い
た
｡

�
連
携
事
業
に
係
る
実
施
状
況
等
の
現
場

把
握
が
不
足
し
て
い
る
｡

②
事
業
の
情
報
公
開
性

�
委
託
事
業
に
つ
い
て
は
､
広
報
等
を
含

め
て
事
業
の
周
知
が
一
部
に
止
ま
っ
て

い
る
｡

�
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
は
､
一

覧
性
の
あ
る
採
択
事
業
内
容
を
公
開
し

て
い
る
｡

�
各
事
務
事
業
単
位
の
個
別
行
政
評
価
表

は
公
開
さ
れ
て
い
る
が
､
一
部
事
業
単

位
が
大
括
り
に
な
っ
て
る
ほ
か
､
成
果

指
標
等
の
設
定
が
適
切
で
な
い
も
の
が

あ
る
｡

③
評
価
結
果
の
反
映

�
反
映
は
N
PO
と
の
意
見
等
も
踏
ま
え

担
当
者
レ
ベ
ル
の
問
題
認
識
を
中
心
に

行
わ
れ
て
い
る
実
態
が
伺
わ
れ
る
｡
こ

の
た
め
､
厳
し
い
見
直
し
や
助
言
は
全

体
的
に
少
な
い
｡

�
事
業
成
果
の
蓄
積
や
継
承
が
十
分
で
な

く
､
自
立
性
へ
の
影
響
も
み
ら
れ
る
｡

(改
善
又
は
検
討
を
要
す
る
事
項
)

①
相
互
評
価
を
行
い
､
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ

イ
ク
ル
を
機
能
さ
せ
､
説
明
責
任
を
重
視

し
た
ル
ー
ル
を
確
立
し
､
推
進
さ
れ
た
い
｡

①
当
該
実
態
調
査
は
､
庁
内
及
び
市
町
村

に
お
け
る
協
働
の
状
況
調
査
で
あ
り
､
N

PO
の
ニ
ー
ズ
把
握
は
目
的
と
し
て
い
な

い
｡

①
協
働
を
よ
り
効
果
的
に
進
め
る
た
め
､

相
互
評
価
､
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
等

を
含
め
た
､
｢協
働
事
業
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
｣
に
つ
い
て
検
討
し
､
シ
ス
テ

ム
の
確
立
を
目
指
し
て
い
く
｡
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�
連
携
事
業
の
推
進
体
制

推
進
体
制
が
脆
弱
な
現
状
に
あ
る
こ
と
か

ら
､
以
下
の
諸
点
を
中
心
に
､
一
層
の
充
実

強
化
策
の
検
討
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
｡

①
｢手
引
｣
に
つ
い
て
､
全
国
的
に
活
発

な
展
開
を
み
せ
て
い
る
協
働
の
取
組
み
等

を
踏
ま
え
､
県
と
N
PO
と
の
よ
り
良
い

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
実
践
の
た
め
の

実
務
手
引
書
と
し
て
､
改
訂
を
行
う
べ
き

で
あ
る
｡

②
現
行
の
庁
内
連
絡
調
整
会
議
に
つ
い
て

は
､
N
PO
施
策
の
現
状
や
企
画
立
案
等

に
関
す
る
討
議
・
検
討
を
定
期
的
に
行
う

な
ど
､
活
性
化
又
は
格
上
げ
を
図
る
必
要

が
あ
る
｡

ま
た
､
N
PO
と
の
連
携
事
業
を
さ
ら

に
推
進
す
る
た
め
､
各
部
局
毎
に
｢推
進

員
｣
を
置
く
と
と
も
に
､
知
事
部
局
と
教

育
庁
と
の
組
織
見
直
し
に
併
せ
て
N
PO
・

市
町
村
等
・
県
庁
内
各
Ｇ
へ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
体
制
(窓
口
の
一
本
化
)
等

の
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
｡

③
こ
れ
ら
庁
内
組
織
に
加
え
､
｢指
針
｣

に
基
づ
く
様
々
な
N
PO
施
策
の
推
進
に

つ
い
て
専
門
的
な
見
地
か
ら
幅
広
く
意
見

や
助
言
等
を
求
め
る
た
め
､
外
部
関
係
者

�
組
織
基
盤
の
強
化
・
活
動
環
境
の
整
備

今
後
､
以
下
の
諸
点
を
中
心
に
､
N
PO

の
組
織
基
盤
の
強
化
及
び
活
動
環
境
の
整
備

に
向
け
た
一
層
の
支
援
措
置
を
講
じ
て
い
く

必
要
が
あ
る
｡

①
毎
年
実
施
し
て
い
る
実
態
調
査
に
つ
い

て
は
､
ニ
ー
ズ
把
握
が
十
分
で
な
い
の
で
､

事
業
実
施
機
関
等
を
通
じ
常
時
ニ
ー
ズ
把

握
を
行
う
な
ど
の
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ

る
｡

②
広
報
や
啓
発
､
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
､

様
々
な
連
携
事
業
を
通
し
て
行
政
側
と
し

て
も
さ
ら
に
N
PO
へ
の
支
援
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
｡

③
各
種
支
援
措
置
・
制
度
に
つ
い
て
は
､

N
PO
を
取
り
巻
く
現
状
や
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
､
国
や
市
町
村
､
庁
内
関
係
セ
ク
シ
ョ

ン
等
の
関
係
機
関
・
団
体
に
対
す
る
働
き

か
け
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
｡

①
実
務
手
引
書
と
し
て
も
対
応
で
き
る
構

成
・
内
容
を
持
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
た
｡

②
｢ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
PO
活
動
促
進

庁
内
連
絡
調
整
会
議
｣
を
発
展
的
に
解
消

し
､
平
成
19年

４
月
１
日
に
｢N
PO
と

県
と
の
協
働
推
進
庁
内
連
携
会
議
｣
を
設

置
す
る
予
定
で
あ
り
､
当
該
連
携
会
議
の

中
で
協
働
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
協
議
・

検
討
を
行
っ
て
い
く
｡

ま
た
､
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お

い
て
､
協
働
推
進
に
関
す
る
総
合
窓
口
設

置
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
､
｢協
働
推

進
主
任
｣
を
各
部
局
等
に
設
置
す
る
な
ど
､

協
働
推
進
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
｡

③
協
働
事
業
の
検
証
や
評
価
､
今
後
の
協

働
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
す
る
会

議
の
設
置
(N
PO
､
県
､
市
町
村
､
有

識
者
等
で
構
成
)
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡

④
N
PO
と
県
と
の
協
働
を
検
討
・
協
議

す
る
場
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
｡

な
お
､
N
PO
の
様
々
な
悩
み
等
に
関
す

る
情
報
交
換
が
で
き
る
機
会
の
設
定
に
努

①
当
該
実
態
調
査
は
､
庁
内
及
び
市
町
村

に
お
け
る
協
働
の
状
況
調
査
で
あ
り
､
N

PO
の
ニ
ー
ズ
把
握
は
目
的
と
し
て
い
な

い
｡N
PO
の
ニ
ー
ズ
は
､
意
見
交
換
会
､

セ
ミ
ナ
ー
等
様
々
な
機
会
を
捉
え
､
把
握

に
努
め
て
い
き
た
い
｡

②
N
PO
情
報
ネ
ッ
ト
の
充
実
や
協
働
に

係
る
広
報
､
協
働
に
係
る
研
修
会
､
セ
ミ

ナ
ー
､
意
見
交
換
会
な
ど
､
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
N
PO
活
動
の
さ
ら
な
る
支

援
を
図
っ
て
い
く
｡

③
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
上
の
枠
組
み
を
踏
ま

え
つ
つ
､
N
PO
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
､

必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
団
体
へ
の
働
き

か
け
を
検
討
し
た
い
｡

員
｣
を
置
く
と
と
も
に
､
知
事
部
局
と
教

育
庁
と
の
組
織
見
直
し
に
併
せ
て
N
PO
・

市
町
村
等
・
県
庁
内
各
Ｇ
へ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
体
制
(窓
口
の
一
本
化
)
等

の
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
｡

③
こ
れ
ら
庁
内
組
織
に
加
え
､
｢指
針
｣

に
基
づ
く
様
々
な
N
PO
施
策
の
推
進
に

つ
い
て
専
門
的
な
見
地
か
ら
幅
広
く
意
見

や
助
言
等
を
求
め
る
た
め
､
外
部
関
係
者

か
ら
構
成
す
る
N
PO
活
動
推
進
組
織
の

設
置
を
検
討
す
べ
き
時
期
に
あ
る
｡

④
地
域
課
題
の
共
有
や
ゆ
る
や
か
な
意
見

交
換
の
機
会
の
設
定
を
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
｡

⑤
市
町
村
の
連
携
(協
働
)
事
業
の
実
態

を
正
確
に
把
握
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も

に
､
県
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
一
層
明
確

化
し
､
市
町
村
等
と
の
連
携
・
協
力
に
基

づ
く
適
切
な
対
応
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
｡

進
主
任
｣
を
各
部
局
等
に
設
置
す
る
な
ど
､

協
働
推
進
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
｡

③
協
働
事
業
の
検
証
や
評
価
､
今
後
の
協

働
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
す
る
会

議
の
設
置
(N
PO
､
県
､
市
町
村
､
有

識
者
等
で
構
成
)
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡

④
N
PO
と
県
と
の
協
働
を
検
討
・
協
議

す
る
場
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
｡

な
お
､
N
PO
の
様
々
な
悩
み
等
に
関

す
る
情
報
交
換
が
で
き
る
機
会
の
設
定
に

努
め
て
い
く
｡

⑤
市
町
村
と
の
意
見
交
換
や
市
町
村
へ
の

協
働
に
関
す
る
情
報
提
供
等
に
よ
り
､
市

町
村
の
協
働
の
実
態
等
を
把
握
す
る
と
と

も
に
､
市
町
村
と
県
が
連
携
協
力
し
な
が

ら
適
切
に
協
働
を
推
進
し
て
い
く
体
制
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
｡

監
査
公
表
第
２
１
号

平
成
18年
12月
１
日
監
査
公
表
第
29号
に
よ
り
公
表
し
た
監
査
結
果
に
つ
い
て
､
地
方
自
治
法
(昭

和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
12項

の
規
定
に
基
づ
き
､
福
島
県
教
育
委
員
会
委
員
長
か
ら
次
の

と
お
り
措
置
状
況
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
､
同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
公
表
す
る
｡

平
成
19年
８
月
17日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

18
教
総
第
945
号

平
成
19年
１
月
９
日

福
島
県
監
査
委
員
青
木

稔
福
島
県
監
査
委
員
渡
部
勝
博
様

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

福
島
県
教
育
委
員
会
委
員
長

印□
行
政
監
査
の
結
果
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て
(通
知
)

平
成
18年
11月
16日
付
け
18福
監
第
117号

で
報
告
の
あ
り
ま
し
た
行
政
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
､

下
記
の
と
お
り
措
置
し
ま
し
た
の
で
､
地
方
自
治
法
(昭
和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
12項

の
規
定
に
よ
り
通
知
し
ま
す
｡

記
１
監
査
対
象

生
涯
学
習
領
域
生
涯
学
習
文
化
グ
ル
ー
プ
(改
善
又
は
検
討
)

平成19年８月17日 金曜日 福 島 県 報 号外第64号29



N
o.48

(問
題
を
抱
え
る
青
少
年
の
た
め
の

継
続
的
な
場
づ
く
り
事
業
)
の
委
託
事
業
に

お
い
て
は
､
委
託
側
で
あ
る
県
と
し
て
も
広

報
に
つ
い
て
工
夫
が
必
要
で
あ
り
､
ま
た
様
々

な
N
PO
の
専
門
性
等
を
生
か
す
た
め
､
広

く
公
募
し
た
上
で
委
託
先
を
選
定
す
る
よ
う

に
努
め
ら
れ
た
い
｡
(社
会
教
育
Ｇ
)

N
o.47

(県
民
カ
レ
ッ
ジ
｢自
主
企
画
講

座
開
設
支
援
セ
ミ
ナ
ー
｣)
の
委
託
事
業
に

お
い
て
は
､
委
託
側
で
あ
る
県
と
し
て
も
積

極
的
な
事
業
内
容
の
広
報
に
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
｡
(生
涯
学
習
Ｇ
)

監
査
委
員
所
見

本
事
業
に
つ
い
て
は
､
18年
度
で
当
面
の
事

業
終
期
を
迎
え
る
が
､
民
間
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
を
活
用
し
た
広
報
を
含
め
て
連
携
を
検
討

し
て
い
き
た
い
｡

今
後
､
同
様
な
事
業
を
N
PO
団
体
等
に
委

託
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
広
く
公
募
す
る
と

と
も
に
､
選
定
に
つ
い
て
も
工
夫
し
､
改
善
を

加
え
て
い
き
た
い
｡

県
は
委
託
者
と
し
て
､
事
業
の
内
容
に
つ
い

て
情
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
､
さ
ら

に
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
に
よ
り
セ
ミ
ナ
ー
開
催

の
た
め
の
広
報
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
が
､
今

後
､
受
託
N
PO
が
自
主
的
に
運
営
で
き
る
よ

う
な
観
点
か
ら
､
事
業
成
果
及
び
セ
ミ
ナ
ー
修

了
者
の
サ
ポ
ー
ト
等
を
含
め
た
広
報
の
充
実
に

努
め
､
よ
り
効
果
的
な
協
働
事
業
の
実
現
を
図
っ

て
参
り
た
い
｡ 措

置
状
況

予
定
価
格
の
設
定

積
算
の
根
拠
と
な
っ

た
資
料 項
目
名

予
定
価
格
設
定
に
つ
い

て
の
透
明
性
､
公
正
性
を

確
保
す
る
た
め
及
び
積
算

業
務
の
効
率
化
の
た
め
に
､

積
算
の
根
拠
と
な
っ
た
資

料
を
保
存
す
る
よ
う
に
ル
ー

ル
化
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
｡

指
摘
事
項
の
内
容
(要
旨
)

指
摘
の
と
お
り
､
積
算
の
根
拠
と
な
っ

た
資
料
を
保
存
す
る
よ
う
に
ル
ー
ル
化
を

図
り
､
全
庁
に
周
知
徹
底
を
図
っ
た
｡

○
｢積
算
基
礎
書
類
｣
は
支
出
負
担
行
為

調
書
と
合
わ
せ
て
適
正
に
保
存
す
る
こ

と
と
し
た
｡

○
｢積
算
基
礎
書
類
｣
は
原
則
と
し
て
､

当
該
物
件
ま
た
は
役
務
の
取
引
の
実
例

価
格
､
需
給
の
状
況
､
履
行
の
難
易
､

契
約
数
量
の
多
少
､
履
行
期
間
の
長
短

そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
作
成
す
る

(財
務
規
則
第
256条

第
２
項
参
照
)
も

の
で
あ
る
が
､
積
算
基
準
等
が
存
在
せ

ず
､
か
つ
､
独
自
に
積
算
す
る
こ
と
が

非
常
に
困
難
で
あ
る
場
合
は
参
考
見
積

書
等
の
添
付
で
足
り
る
も
の
と
す
る
｡

○
下
記
の
場
合
に
あ
っ
て
は
､
積
算
基
礎

書
類
の
添
付
を
省
略
で
き
る
こ
と
と
し

た
｡

�
支
出
負
担
行
為
調
書
兼
支
出
命
令
書

に
よ
り
処
理
す
る
場
合

(例
執
行
伺
書
で
処
理
す
る
場
合
｡

単
価
契
約
済
の
案
件
で
実
際

に
調
達
を
行
う
場
合
｡)

�
財
務
規
則
施
行
通
達
第
268条

関
係

第
２
項
に
該
当
す
る
場
合

(予
定
価
格
が
10万
円
未
満
で
あ
る

単
独
随
意
契
約
案
件
に
限
る
｡)

措
置
の
状
況

生
涯
学
習
領
域
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
(改
善
又
は
検
討
)

２
改
善
又
は
検
討
を
要
す
る
事
項
及
び
措
置
の
状
況
に
つ
い
て

別
紙
の
と
お
り

行
政
監
査
に
係
る
措
置
状
況
に
つ
い
て

教
育
庁

(別
紙
)

監
査
公
表
第
２
２
号

地
方
自
治
法
第
252条

の
37第

１
項
の
規
定
に
よ
り
包
括
外
部
監
査
人
が
行
っ
た
平
成
18年

度
の
包

括
外
部
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
つ
い
て
､
福
島
県
知
事
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
の
で
､
同

法
第
252条

の
38第
６
項
の
規
定
に
よ
り
､
次
の
と
お
り
公
表
す
る
｡

平
成
19年
８
月
17日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

19
人
第
2092

号

平
成
19年
６
月
29日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美
様

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

福
島
県
知
事

印□
平
成
18年
度
包
括
外
部
監
査
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
の
状
況
に
つ
い
て
(通
知
)

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
､
別
紙
の
と
お
り
措
置
を
講
じ
ま
し
た
の
で
､
地
方
自
治
法
第
252条

の
38第

６
項
の
規
定
に
基
づ
き
通
知
し
ま
す
｡

平
成
18年
度
包
括
外
部
監
査
の
結
果
に
対
す
る
措
置
の
状
況

(需
用
費
等
に
係
る
入
札
及
び
契
約
手
続
き
等
に
つ
い
て
)

平成19年８月17日 金曜日 福 島 県 報 号外第64号 30
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｡

�
支
出
負
担
行
為
調
書
兼
支
出
命
令
書

に
よ
り
処
理
す
る
場
合

(例
執
行
伺
書
で
処
理
す
る
場
合
｡

単
価
契
約
済
の
案
件
で
実
際

に
調
達
を
行
う
場
合
｡)

�
財
務
規
則
施
行
通
達
第
268条

関
係

第
２
項
に
該
当
す
る
場
合

(予
定
価
格
が
10万
円
未
満
で
あ
る

単
独
随
意
契
約
案
件
に
限
る
｡)

平成19年８月17日 金曜日 福 島 県 報 号外第64号31


